

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……であるからして、マリウス式の基礎となる魔術式はこのフレーズから始まる場合がほとんど、というわけですね」

　現代魔術学基礎の担当教員、イルノフ・ガントット教授はそのように話を締めくくり、黒板に魔術式のワンフレーズを書き込んだ。

　いわゆるマリウス式魔術式の骨子となる部分である。

　もちろん、現代魔術学〝基礎〟を名乗る以上、かの名門クレイアット家で数百年に渡り受け継がれてきた魔術式を無視することが出来ないのは理屈としては分かるが……。

　だが理解はできてもやはり納得できない！

　何故なぜ、あんなにも古臭い魔術式をわざわざ大学の講義で学ばねばならないのか！

　見ろ！　誇り高きラクスティア魔術大学の学生たちがあろうことか授業中に欠伸あくびをかき──中にはすでに机に突っ伏して寝息を立てている者までいるではないか！

　やはりマリウス式など馬ば糞ふんにも劣る！　優秀なる彼らにはそれが分かっているのだ！

　そう思っていたのだが、

「──ちなみにここ、期末テストに出ます」

　イルノフ教授の一言により、学生たちを包み込む緩み切った雰囲気が霧散した。

　そして彼らは一斉にマリウス式の魔術式をノートへ書き写し始めたではないか。

　この統制された動きに私は絶句してしまう。

　なんと……なんと健けな気げなことか！

　どれだけカビの生えた魔術式であろうと、彼らはノートを取るのだ！　それがいつか魔道の極致へ至るために必要なことなのだと愚直に信じて！

　だが、だが、だからこそ私は挙手をする！　いや、挙手しなければならないのだ！

「はい」

　威勢よく挙手をすると数人の学生たちがこちらへ振り返り、隣に座る我が学友ソユリ・クレイアットは、どこかうんざりしたような様子で溜ため息いきをもらした。

　教授は教授で、何故かこちらの姿を認めるなり苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「総合魔術科一年、アーテル・ヴィート・アルバリスです」

「知ってますよ……また君ですか」

「その節はどうもありがとうございました」

　偉大なるイルノフ教授に深々と頭こうべを垂れ、敬意を示す。

　途端、学生諸君がざわめきだした。

「おいアイツ、ガイダンスでイルノフ教授をぶっ倒した一年じゃないか……？」

「ああ、一週間前に演劇でアーテル役をやったあの子か、あれは盛り上がったねえ」

「アイツ、噂うわさによると〝星見の森〟の新歓でクロウス先輩との飲み比べに勝ったらしいぜ」

「マジで!?　ラクスティアの蟒蛇うわばみと恐れられたクロウス先輩を!?」

「肝臓、鉄でできてんのか……」

　……ふむ、どうやら私のあずかり知らぬところで噂が広まっているようだ。

　噂というのは面白いものである。私がイルノフ教授をぶっ倒しただなど、随分と巨大な尾ひれがついたものだ。そのように恐れ多いこと、あるわけがないというのに。

「それで、総合魔術科一年アーテル・ヴィート・アルバリス……今回はなんですか、何もないようでしたら講義を続けますけど……」

「いや、その馬糞……ではなく、マリウス式魔術式に関して一つ気になる点がある」

　当然、私のような未熟者が偉大なるイルノフ教授を見下ろして喋しやべるというのは無礼千万。

　例によって階段を下り、イルノフ教授の下へ歩み寄る。

　教授は露骨に顔をしかめていた。

「学生たちを試すのは良いが、どうもイルノフ教授は戯れが過ぎる。愚直に魔術を究めんとする学生たちに間違った知識を植え付けてはいけない」

「……言っておきますけど、これはマリウス式魔術式の基礎の基礎、間違えようなんてありませんからね」

「またまた、あまりからかわないでくれ、私は冗談が得意でないのだ」

　そう言って、私はチョークを一つ手に取る。

　そしてイルノフ教授が記した魔術式へ、ワンフレーズを付け足した。

「これが正しいマリウス式だ」

　私が魔術式に書き足すと、学生たちが一斉にペンを動かし始めた。

　イルノフ教授はこれを見て奥歯を嚙みしめ、それからごほんと一つ咳せき払ばらいをする。

「は、はは、冗談は君の方ですよ、今書き足した部分は最適化されたマリウス式の魔術式にとって邪魔なフレーズです。なんの役割も為なしてない」

　そう言ってイルノフ教授は赤いチョークで私が付け足したフレーズに二重線を引く。

　学生たちもまた慌てて赤いペンを取り出し、さっさっと横に線を引いた。

　なるほど、これが引っ掛け問題というやつか！

「いや、これで合っている」

　私はすかさず黒板消しを手に取り、打ち消されたフレーズを拭き取ると、もう一度同じフレーズを書き込んだ。

「確かにここだけでは無意味なフレーズだが、これはマリウス式を証明する上で、のちに続く魔術式を最適化するための役割を担う。このフレーズなしでの魔術式は、実際にはほとんど使われない」

「し、しかしその理屈でいけば、のちに続く魔術式によっては邪魔になる場合もあるでしょう！　それに、魔術式を最適化するということならもっと短いフレーズもある！」

「おっしゃる通りだ。だからこそあえてこのフレーズを使う、これならばのちに続く魔術式に合わせて変化形を用いることで、場合によっては更なる魔術式の最適化すら可能だ」

「ぐっ……!?」

　イルノフ教授のチョークが止まった。

　同時に、忙せわしなく動き回っていた学生たちの手も止まる。

　……そうだ、マリウス式と言えば。

「時に、イルノフ教授の著書──『現代魔術と西洋魔女の相関性』──で、本書２１６ページに魔女狩りとクレイアット家の台頭についての論述があったが」

「な、なんですか？　それがなにか？」

「三度ほど読み返したのだがどうもこれの結論が見当たらないのだ……不自然に引用が頻出するようになったし、掘り下げも甘い……」

「っ……!?」

「よもや現代魔術の根底を覆しかねないほどの真理にたどり着き、揉もみ消けされてしまったのではないかと心配していたのだが……」

「そそそそれは今関係ないでしょう!?　今はマリウス式魔術式に関しての講義です！」

　……ふむ、不用意な発言は命取りということか。

　確かにこんな公の場で聞くべき話ではなかったな、謝罪しよう。謹んで謝罪の言葉を述べることとする。

　その時であった。

「──いいや、マリウス式はイルノフ教授が書いたもので合ってるよ」

　おもむろに大講義室後方から声がした。

　この嫌いや味みったらしい声、私には聞き覚えがある！

「はーい、総合魔術科二年、ニーア・アリアケオスでーす」

　ニーア・アリアケオスとは世を忍ぶ仮の名前。

　最後列で挙手した手をひらひらとさせているのは、世にも珍しき柘榴ざくろ色の髪をした少女。

　魔術の名門クレイアット家を代表する稀き代たいの天才魔術師であり、かつて私とともに三大賢者の一人として数えられた、もう一人の若返りの大賢者──すなわちマリウス・クレイアットである！

　ちなみにだが、彼女の子孫であるところのソユリは、これでもかというほど目を見開いていた。




　さて、そんなことなど露知らず。マリウスはにやにやと口元を歪ゆがめながら席を立つと、ゆっくりと階段を下り、そして私の隣に並び立った。

　コイツ！　この前あれだけ痛い目に遭ったというのに、まだ私にちょっかいをかけてくるというのか!?

「イルノフ教授の言う通り、マリウス式には多彩な魔術式が存在するんだよ、例えば魔術障壁、アレを証明するにはアーテルが提示したフレーズではその役割を担いきれない」

　マリウスはイルノフ教授から赤いチョークをひったくり、私の書き足したフレーズへ二重線を引くと、勝ち誇ったように口元をゆがめた。

　額に青筋が走るのを感じる。

　私は黒板消しをもってこの憎たらしい二重線を拭き取り、再び例のフレーズを書き足す。

　ノートに向かった学生たちが慌ただしくペンを走らせ始めた。

「それは詭き弁べんだ！　魔術障壁に関しては従来の魔術体系から大きく外れたもの！　例外中の例外を持ってきて、重箱の隅をつつくような真ま似ねをするんじゃない！」

「詭弁じゃありません[image: ][image: ]魔術障壁も立派なマリウス式の一部です[image: ][image: ]！」

「あ、あの君たち……」

「──言っていろ！　そもそもマリウス式などという旧態依然とした単純な魔術！　このフレーズのみで十分に証明が可能だ！」

「じゃあ証明できるのかい？　そのフレーズを使って魔術障壁の証明が？」

「できるに決まっている！」

　私はチョークを手に取って、黒板に魔術式を書き込んでいく。

　大講義室にひしめく学生たちもまた、私に続いてノートへ魔術式を書き込み始めた。

　忌々しきクレイアット家の魔術ということもあり、魔術障壁の証明を試みたことは今までに一度もなかったが、しかしあんなもの一度見れば理解できる！

　チョークで黒板に書き込む、というよりはもはや力任せにチョークで黒板を叩たたいて魔術式を書き込んだ。

　そして黒板の端から端まで書き込んだところで、ようやく。

「できたぞ！　これが魔術障壁を証明する魔術式だ！」

　そして私は最後に、だんっ、と魔術式の末尾へチョークを叩きつける。

「あっ」

　私とマリウス、そしてイルノフ教授、三人の間抜けな声が重なった。

　しまった、エンドマークを──




　──次の瞬間、黒板の魔術式が眩まばゆい光を放ち、そして爆発した。

[image: ]

「うぐっ！」

「えぅっ!?」

「ぶっ！」

　凄すさまじい爆発に巻き込まれ、その場にいた三人は吹っ飛び、地面に倒れ伏す。

　大講義室を、静寂が包み込んだ。

　すると学生の一人が、おもむろに、

「あ、80分経たった」

　そう言うと、これを合図に彼らは一斉に席を立って、ぞろぞろと講義室を出て行ってしまう。一転してがらんどうになった講義室で、一人席に残ったソユリが頭を抱えているのが見えた。

　これは、たぶん、おそらく、説教である。







[image: 第一章　大賢者、バイトに命をかける]

　昼下がり、人もまばらになった学食にて。

「何してるの、二人とも」

　かつての三大賢者の栄光はどこへやら。私とマリウスは隣り合った席に座り、まるで幼子のように縮こまっていた。

　それというのも今まさにソユリの説教を受けている最中だから、である。

　ちなみにソユリはいつものごとくぷくうと頰ほおを膨らませては、いなかった。

　膨らませずとも、その凍いてつくような目を見れば怒っていることなど十二分に分かる。

　ここだけの話、むしろこちらの方が恐ろしかった。

　マリウスはもっとだろう、私の隣で小刻みに震えながら「ひゅーひゅー」と不自然な呼吸を漏らしている。これではマトモな受け答えなどできるはずもない。

　よって、私は勇気を振り絞って答えた。

「い、イルノフ教授が誤った魔術式を教えていたものだから、その指摘を……」

「……うん、それはギリギリ分からなくもないよ」

　よし助かった！　私は内心拳を突き上げる。

　しかし。

「それで、なんで魔術式にエンドマークを打ったの、前も注意したよね」

　あまりにも冷たい言葉に一瞬息が詰まる。

「そ、それはマリウスが挑発してくるものだから、つい頭に血が上って……」

「あと、あれ魔術式の証明失敗してたよね、爆発させたよね」

　痛いところを突かれた。

　ちなみに魔術障壁というのは、空間そのものを捻ねじ曲まげて相手の攻撃魔術を無効化するクレイアット家秘伝の魔術だ。決して教授を吹き飛ばすための魔術ではない。

「そ、それも頭に血が上っていて……し、しかし次は完璧な証明が可能だ！　次こそ間違いなく最適化された魔術障壁が再現できる！」

「そういうことを言ってるんじゃないんですけど」

「ひっ……」

　思わず情けない悲鳴がもれてしまった。

　小動物じみた彼女はいずこへ!?

　今の彼女なら、ひと睨にらみしただけで魔獣の一匹や二匹殺せてしまいそうだ！

　あまりの恐ろしさに戦せん慄りつしているとマリウスが隣で「いひひ」と嫌味な笑みをこぼした。

　見ると──ヤツめ！　こちらの失態をにたにたと嘲あざ笑わらっているではないか！

　再び頭に血が上りかけたところで、ソユリが言う。

「おばあちゃんも笑える立場じゃないんですけど」

「ひっ……」

　マリウスもまた短い悲鳴をあげた。

　目が泳ぎすぎて、そのまま眼がん窩かから外洋へ繰り出してしまいそうな勢いだ。

「なんであそこでアーテル君につっかかったの」

「い、いや、ソユリ、誤解なんだ、だってコイツがクレイアット家で代々受け継がれてきた魔術式を否定するようなこと言うから、その、ボクたちの名誉のためにだね!?」

「大人げないことしないでよ、もう３００歳超えてるんでしょ」

「うっ……！」

　しどろもどろになりながら言い訳を並べ立てたマリウスであったが、ソユリにはばっさりと切り捨てられてしまう。

　ざまあみろ！

　私は顔を伏せたまま、くつくつ笑う。

　しかし「大人げないこと～」のくだりは、私にも少し効いた。

「いやいいんだよ？　学業に対して意識が高いのは別に咎とがめられることじゃないし、ただ講義っていうのはあくまで教授のお話を聞くものであって、講義を受ける学生さんたちはあなたたちの議論を見に来たわけじゃありません」

「うぐっ!?」

「ぐっ……!?」

　呻うめいてしまったが、ぐうの音も出ないほどの正論である。

　お手本のような正論、いっそ暴力的なまでの正論だ！

「それに、あろうことか不完全な魔術式を証明して講義中に教授を吹っ飛ばすなんて退学処分にされてもおかしくないよ、イルノフ先生、また保健室に運ばれちゃったし」

「大おお袈げ裟さだとは思うのだがな、偉大なるイルノフ教授にとってあれしきの魔術……」

「はい？」

「な、なんでもない」

　なんだか得体の知れない恐怖を感じて、途中で発言を取り下げた。誰かに説教をされるのはあまり慣れていない。しかし余計なことは言わぬが吉、というのだけは分かった。

　マリウスもそれは理解しているらしく、俯うつむいて口を閉ざしている。

　そんな私たちの様子を見ると、ソユリはまた一つ溜ため息いきをもらした。

「……まぁ二人とも反省してるみたいだし、今回はこれぐらいにしておこっか」

　そう言って、ソユリは学食で購入したアメモア茶を啜すする。

　ようやく終わった……！

　不本意ながら吐き出した安あん堵どの溜息がマリウスと重なった。

「私お昼食べてないからお腹なか減っちゃった、何か食べるけど、二人は？」

「ボクはなんかもうお腹いっぱいになっちゃったかな……」

「私も空腹と言えば空腹だが……遠慮しておこう」

「え？　どうしたのアーテル君？　体調でも悪いの？」

「いや、そういうわけではない」

　ソユリが心配そうにこちらを覗のぞき込こんでくる。

　私は腹の虫をなんとか落ち着かせるべく腹をさすった。

「そもそも私のような未熟者は一日一食で十分なのだ、しかもソユリが夕飯を作ってくれているおかげで栄養面では事足りている」

　そう、入学式から数週間ほどが経過したが、ソユリは律儀にもあの日の約束を守り続け、大学が終われば家まで来て夕飯を作ってくれる。

　彼女のおかげで私は今日まで勉学に励むことができ、そして黒竜の娘は癇かん癪しやくを起こさずに済んでいる。

　時折、というかほぼ毎日、マリウスのヤツが隣の部屋から押しかけてきて図ずう々ずうしくも食卓に加わるのが難点だが、それでもありがたいことこの上ない。

　一応言っておくが、材料費は全額私持ちだ。金銭面においてまでソユリに迷惑をかけるわけにはいかない。

　ともかく。

「この上昼食までとるなど、私には贅ぜい沢たくが過ぎる」

「……どうしたの？　今日のアーテル君、なんか謙虚を通り越して卑屈だよ？　他になにか理由あるでしょ」

「む」

　さすがはソユリ、彼女に隠し事は意味をなさないらしい。

「では率直に言おう、恥ずかしながら──金がない」

「お金？」

　ソユリは繰り返して、首を傾かしげた。

「まだ一か月も経たってないのに、何に使ったの？」

「各講義を担当する教授の著書を買かい漁あさったら、あっという間に所持金が底を突いた。教科書とは高いな」

「ああ、なるほどね……」

　ソユリが納得したように頷うなずく。

「ボクは全部古本屋で買ったけどね～お金の使い方が下手だなぁアーテルは、いひひ」

　横でマリウスがそんなことをのたまっていたが、当然無視した。

　偉大なる教授に金を落とさぬ学生のクズなど無視が妥当である。

「やっぱり夕飯代は私が出そっか？　私も、おばあちゃんも一緒に食べてるし」

「いや、それだけはダメだ、あれは毎日素晴らしい料理を作ってくれるソユリに対しての正当な報酬なのだから。心配せずともソユリに支払う夕飯代くらいはとってある、しかし当面の金の問題はいかんともしがたいな……」

　私が一食二食抜く分には別に問題はない、私が耐えればいいだけだ。またあと少しすれば奨学金も入る。

　しかし今の懐事情では新たに教科書を購入することも、また以前の新歓コンパの時のように急に金が入用になった場合にも対応できない。

　一応、昔暮らしていた山奥の小屋にいくらかの財産を残してきたが、あれをわざわざ取りに戻るのは当初の「学生として人並みに苦労する」という志に反する。

　さてどうしたものか……。

「バイトをすればいいじゃないか」

　私が頭を悩ませていると、マリウスがさも当然のように言った。

「バイトだと？」

「そうさ、学業の合間に働いてお金を稼ぐ、学生なら当たり前にやることだよ」

　まぁボクはやってないけどね、と彼女は最後に付け足す。

　しかし、バイトか……。

　労働の経験はあまりないが、しかし学生なら当たり前にやること、と言われれば考えもする。

　前提として、私は模範的大学生になりたいのだ。

　それならば他の学生と同じく、私もバイトとやらで金を稼ぐべきなのではないか？

「それは学業に支障が出ないようにできるものなのか？」

「まぁあんまりにもそっちにうつつを抜かしすぎて学業に支障出まくりの本末転倒なヤツもいるけど、基本的には大丈夫でしょ、別にアーテルだって朝から晩まで講義が入ってるわけじゃないんだし」

「しかし、バイトというのは金銭の発生する──いわば責任の生じる労働だ、となれば必然的に学業よりもそちらを優先しなければならないのでは？」

「まぁ定期のバイトだったら急な呼び出しとかもあるかもね、だったらまずは日雇いのバイトでもやればいいじゃないか」

「日雇い？」

「読んで字のごとく、一日限りのアルバイトだよ。拘束されても一日だし、こっちが条件を選べるわけだから、自分の空いている日にバイトを入れればいい。それにたいてい金払いがよくて、面倒くさい手続きなしにその場でお給金がもらえる」

「そんなに都合の良いものが存在するのか!?」

　私は思わず声を張り上げてしまった。

　マリウスから教えられたというのが気にくわないが、しかしこれは天啓である！

　私の知る日当労働とは環境が劣悪で金払いも悪く、なんらかの理由で普通の職に就けない人間がやるものだったのだが、この数百年でかなり形を変えたらしい！

　素晴らしきかな太平の世！　それでこそ２００年前に人魔大戦を終結させた甲が斐いがあるというもの！

「それは一体どこにいけば見つかる!?」

「本館購買前の掲示板──まぁ皆はふざけてギルドって呼んでるけど、そこに日雇いバイトの募集情報が貼はってあるよ」

「一刻も早く探さねば！」

　思い立ったが吉日、私はすぐさま席を立ち、本館へ向かって駆けだした。





○






「いひひ、じゃあボクもアーテルのことからかいにいこーっと」

　アーテルの背中が完全に見えなくなったのち、マリウスは席を立つ。

　そしていざ購買へ向かおうとしたところ、後ろから手首を摑つかまれた。

　何かと思い振り返って見れば、そこにはテーブルから身を乗り出してマリウスの腕を摑み、いっそ不気味な微笑ほほえみを湛たたえるソユリの姿が。

「ちょ、え？　ソユリなにこの手……？」

「ふふ、いっつもおばあちゃんに話を聞こうとすると途中で逃げられちゃうから、手錠代わりに、ね」

　マリウスの背筋に、ぞくりと悪寒が走る。

「あ、あのボクはちょっと用事が……」

「冷たい事言わないでよおばあちゃん、せっかくだからお昼一緒に食べよ？　話したいこともいーっぱいあるし」

「ま、また今度……」

「ちなみに魔術で逃げたらお母さんに連絡するから」

「ひっ……」

　マリウスは短い悲鳴をあげ、力なく着席した。





○






　さて、いざ本館購買前掲示板、通称〝ギルド〟へたどり着いてみると、掲示板の前で口論をする二人の男がいる。

　見覚えのある二人であった。

「──分かんねえヤツだな！　そんなんだからモテねえんだよ！」

「少なくともキミに言われたくはないな！　ガサツな男だよまったく！　そんなのだから悪い噂うわさばかり立つんだ！」

「女癖の悪さをお前が言うのか!?」

「それはキミも同じだろう！」

「じゃあいっそ女と寝た数で優劣を決めようか！　数えるまでもなくオレの勝ちだな！」

「酒の勢いで寝た女なんか数に入るか！　ここは健全に付き合った数で決めようじゃないか！」

「なにが健全だ！　後腐れしまくってるじゃねえか！」

　なにやら凄すさまじい口論を繰り広げ、火花を散らす顔かたちの整った男が二人。

　一人は天文サークル〝星見の森〟部長、クロウス・ケイクライト先輩。

　そしてもう一人は騎竜俱く楽ら部ぶ部長、トルア・リーキンツ先輩だ。

　どちらも入学式ののち、少なからず関わった先輩方である。まさか彼らに交友があるとは、何か運命じみたものを感じるな。

　さて、なにやら深遠なる議論の真っ最中であるようだが、大学生が見知った先輩に出くわせばやることは一つ。

「──お疲れ様です先輩方」

　私は深々と頭を下げ、二人に声をかける。

　トルア先輩は振り返って私の姿を認めると「おお、キミか」と表情を明るくさせ、一方でクロウス先輩は苦い表情になった。

　私はまず、トルア先輩にもう一度頭を下げる。

「すまない、先日は必ず返すという条件で貸してもらった竜を返さず、約束を反ほ故ごにしてしまった。トルア先輩には改めて謝罪する」

「はは、あの後すぐにウチのサークルまで謝りにきたのに律儀なことだね！　いやいやいいんだよ。全然気にしてない！　むしろ助かったぐらいさ！」

「助かったとは？」

「あの竜はウチでも持て余してたからね！　むしろいなくなってくれたおかげであのオンボロ竜舎が取り壊せた！　……まぁあの後、教学のアルガンに問い詰められた時はちょっとヒヤッとしたけど、なんでか学長が不問にしてくれたらしくてね、だから問題ナシ！」

　これはまたなんと懐の深い御仁だろう！

　彼ほどの器があれば、きっといずれは一国の指導者になることすら難しくはないだろう。

「……それよりさ、この前くれた竜の牙のアクセサリー、あれもっとない？」

「む、あれか？　実家を探せばあるかもしれないが……」

　実家とは、もちろん２００年間私が引きこもっていた山奥の小屋のことだ。

「そうかい!?　もしよければあれをまたいくつか売ってくれないかな……！　前回もらったアクセサリーが思いの外女の子たちのウケが良くてね……！」

「欲しいのならば譲る、他ならぬ先輩の頼みだ」

「ホント!?　ひゃっほう！　やっぱり持つべきものは良き後輩だよね！」

　トルア先輩がいかにも楽しげに肩を組んでくる。

　私も良き先輩を持てて嬉うれしい限りだ。

「……トルア、お前こいつと知り合いなのか？」

　クロウス先輩が尋ねかける。彼の表情は依然苦々しい。

「ああ、そういえば聞いたよクロウス、キミ、入学式の日に彼との飲み比べで負けた上に新入生の前で赤っ恥をかかされたんだって？　それは気まずくて仕方ないだろうねぇ」

「イヤなことを思い出させるなトルア！」

「悪いねぇアーテル君、彼は酒癖がよろしくない、特に女が絡むと最悪でね」

「私は別に気にしてないぞ、むしろあれは久々に楽しい飲みの席であった、感謝こそすれ、悪いなどとは微み塵じんも思っていない」

　おお……、と両者から声があがる。

「……クロウス、彼は多分キミよりずっとモテる」

「うるさいぞ」

　クロウス先輩がトルア先輩の脇腹を小突いた。

　なるほど、これが大学生流の交友か。偉大なる先輩からは学ぶことが多い。

「それはともかく、先輩方はいったいこんなところでなにを？」

「ああ、よくぞ聞いてくれたね！　実はボクたち今お金に困っていて、早急にお金が欲しいから、ギルドに日雇いのバイトを探しに来たところなんだけど──どうも彼とは意見が合わない！」

「お前が女のようにネチネチ言うから一向に決まらないんだろうが！」

「聞いたかい？　今の差別的な発言、時代錯誤も甚だしい！」

「なんと奇遇だな、私も日雇いのバイトを探しに来たのだ、しかしいかんせんこういったことは初めてで、勝手が分からない」

「お、丁度いいじゃないか！」

　クロウス先輩が、ぽんと手を打った。

「ここで会ったのも何かの縁、キミもいっそボクたちと一緒に同じバイトをしてみるというのはどうだろう？」

「それは確かに願ってもない提案だが……私が混ざっても大丈夫なものなのか？」

「勿もち論ろんだとも！　むしろ日雇いバイトは知り合いの一人でもいなければ気まずくて仕方がないよ！　なあいいだろうクロウス！」

「……まぁ、別にいいけどよ、でもそれにしたって何をやるか全く決まってねえぞ」

「だからこそ彼に選んでもらえばいいじゃないか！　どうせボクとキミじゃ一生決まりっこないんだしさ！」

「ああ、それはいいな、なんにせよ早く金が欲しいんだ、オレは」

　なんと、バイトに誘ってもらえるだけでなくそのような重要な選択まで私に譲るとは！

　恐るべきは先輩二人の懐の深さ。生物も住まぬような深い海溝ですら、彼らのソレと比べれば潮だまりに等しい事だろう！

「ちなみにボクのオススメは、この〝ちびっこ騎竜体験イベント〟のスタッフさ！　日当も悪くないし、なによりボクの騎竜俱楽部で培った知識が活いかされる！」

「けっ、何が培った知識だよ！　地ち這はい竜ぐらいしか跨またがれねえだろお前は！　オレは断然こっちの〝新作カットル試飲会〟のスタッフを選ぶね！」

「気取るんじゃないよアル中のくせに！」

「うるせえ！　お前のその眠たいイベントよりマシだ！」

　先輩二人が再び熱い論争を繰り広げ始めてしまった。彼らの論争を眺めながら、私は深く考え込む。

　トルア先輩のオススメはちびっこ騎竜体験イベントのスタッフ。

　その字面から察するに、まだ年端も行かぬ子どもに騎竜のなんたるかを教授するイベントであろう。

　幼い内から騎竜のノウハウを教えるとはなんとも素晴らしいことだが、しかし私にとって騎竜というのは全く専門外の分野であり、加えて子どもと接した経験が皆無である。

　そんな私に一体どれだけのことができるかは不安が残る。

　一方でクロウス先輩のオススメは、新作カットル試飲会のスタッフだ。

　イマイチ何をするバイトか分からず、掲示板に貼られた概要を熟読してみると、どうやらとある酒蔵が開発した新作カットルのプロモーションイベントを開くらしく、その手伝いをするバイトのようだ。

　だが募集要項の欄にある「接客の得意な方、接客業の経験のある方、大歓迎！」の一文を見て二の足を踏んでしまった。

　接客などは騎竜以上に専門外である。何事も経験あるのみ、というのは理解している。そして私が選より好ごのみできる立場でないのも承知している。

　しかし彼らが選出した二つ、ひいては掲示板を埋め尽くす膨大な数のバイトの中から、一つを選び取れというのは、またどうにも……。

　彼らの議論がヒートアップしていくその傍かたわら、私は必死に頭をひねる。

　と、その時である。

　一枚の用紙を手に、購買へ駆けこんでくる一人の学生の姿が目に映った。

　凄まじい量の髪留めを頭上に同居させる、いかにも快活な印象の女性である。

「はい、どいたどいた！　新しいバイト情報ですよ！」

　そして彼女は実にすばしっこい動きで私たちの間を縫って掲示板の前までやってくると、用紙を叩たたきつけるように掲示板に貼はり付け、そしてあっという間に去って行ってしまった。

　さながら嵐、いや、つむじ風のような女性だ。

　彼女の登場により先輩二人は議論を中断し、彼女の貼り付けていった用紙に顔を寄せる。

　私もそれに倣って顔を寄せ、そして、

「──ああ、これならば私にもできそうだ」

　私はこの用紙を手に取った。

「なになに……初心者歓迎、倉庫内での簡単な軽作業、期間限定なのでお早めに……」

「経験不問、性別年齢不問、給料手渡し、誰にでもできる簡単なお仕事です、日時は……今日の深夜ぁ？」

「日当は……ゲッ!?　これ平均レートのほぼ倍じゃん!?」

「いやぁ、探せばあるものだな、特に経験不問というのが私のような未熟者にはありがたい限りだ、先輩方これでどうだろう」

　これならば私にもこなせそうだし、なおかつ今日の深夜ということで、すぐに金を手に入れることが出来る。

　先輩方の早急に金が欲しいという要望もクリアできるし、うってつけではないか！

　そう思ったのだが、何故なぜか先輩方の反応は芳かんばしくない。

「……クロウス君、これなんかどうだろう、ライブ会場の警備スタッフ、タダでライブが聴ける上に、あわよくばライブ好きの女子とお近づきになれるかも」

「うむ、悪くない、それならこっちの演劇会場の設営はどうだ、女っ気がなさそうなのが残念だが日当は良い、運が良ければ突っ立ってるだけで終わるかもしれないぞ」

「む？　何故無視するのだ？」

「「胡う散さん臭くさすぎるからだよ!!」」

　トルア先輩とクロウス先輩が声を揃そろえて言った。

　私の手にした用紙が、彼らに取り上げられる。

「まず簡単な軽作業、っていうのが怪しすぎる！　簡単、と、軽作業、で意味がほぼ重複してるところが特にね！」

「それに日給が高すぎだ！　こんなのいざ現場に向かってみて〝じゃああなたたちには命を賭けてもらいます〟と言われても文句の言えない金額だぞ!?」

「あと募集から実施日までが異様に早い！　人手の足りていない証拠じゃないか！　何をやらされるか分かったもんじゃない！」

「それと極めつけは期間限定の一文だ！　常にバイトを扱ってるところならいざ知らず、期間限定ってことはつまり〝雇い主は日雇いバイトの扱いに慣れてません〟って公言してるようなものなんだよ！　日雇いはただでさえ当たり外れが激しいのに、なんで見えてる地雷を踏まないといけない!?」

「そ、そうなのか……？」

　やはり先人の知恵とは凄すさまじい。怒ど涛とうの如ごとく押し寄せる情報量に、思わず言葉を失ってしまったぐらいだ。

　しかし私はまだまだだな……これでは先輩方の役には立てそうにない……

　私はすっかり落胆してしまい、肩を落とす。その様子を見て、先輩二人はばつが悪そうに顔をしかめ、そしてお互いに顔を見合わせた。

　ややあって、トルア先輩がごほんと一つ咳せき払ばらいをする。

「……ま、まぁ、それでも金払いがいいことは確かだ、ボクたちも早急に金が入用だから、この金額を手渡しというのはありがたい」

「気は確かかトルア!?」

「うるさいぞクロウス！　そもそもキミも彼にバイトを選んでもらうという条件を吞のんだだろう！」

「ぐっ……だがこれはあまりにも……！」

「くどい！　男に二言はないんだよ！　ましてや先輩ともなればなおさらだ！」

「お前が男を語るのかトルア……！　ええい！　そこまで言われたら先輩の、なにより男の沽こ券けんに関わる！　やってやる！　このバイト受けるぜ！」

「ほ、本当か!?」

　男に二言はない！

　クロウス先輩とトルア先輩が声を揃えて言った。

　ああ、私はなんと素晴らしい先輩を持ったのだろう！

「では、さっそくこれに応募しよう！　どうすればいい!?」

「購買のナコリタさんに参加人数と各々の連絡先を伝えればそれで手続きができるよ、行ってきな」

「なるほどなるほど──ああ、そうだ、そういえば不ぶ躾しつけは承知で、もう一つ頼みがあるのだが……」

「なんだい？」

「このバイトにもう一人、誘いたい人間がいるのだ」








○









　呪術科二年、髪留めの少女──ネペロ・チルチッタは購買を離れたのち、周りに誰もいないことを確認し、通信魔具を起動させる。

「あー、こちらネペロ、学長の申しつけ通りギルドに指定されたバイト募集の紙、貼ってきましたよ、ええ、アーテル君はこれを受けるそうです、これで新聞同好会をサークルとして認可してくれるんですよね？　……はい、ありがとうございます、ではまた追って連絡いたしまーす」
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　ケポの花も開く時季──とはいえ、まだまだ夜は冷え込む。

　親切なことにバイトの募集要項にも「当日は暖かい服装でお越しください」とあったので、私はこの文言に従い、革製の上着を羽織って先輩方との待ち合わせ場所に出向いた。

　ちなみに黒竜の娘はというと、どうやら寒いのは苦手らしい。

　厚着に厚着を重ね、今や鉄甲虫もかくやというほどの驚異的丸さを記録している。

「何故、こんな夜更けに我が労働など……」

「もうこれで六度目だが、理由を知りたいのなら何度でも教えてやろう、第一にお前は居候だ、そして第二にお前の食費が最も家計を圧迫している、以上の理由からお前には労働の義務がある」

「こんな年端も行かぬ女子になんと酷な」

「都合良いときだけ子どものフリをするんじゃない」

　待ち合わせ場所に集合してなおぶつくさ言っている往生際の悪い彼女をたしなめた。

　まぁたしなめたらたしなめたで、今度はぱたぱたと足踏みをしながら「寒い寒い」とぶうたれている。竜のプライドとやらは一体どこへいったのだ。

　そんな風に彼女が足をぱたぱたやるのをなんとなく眺めながら突っ立っていると、しばらくして前方からトルア先輩とクロウス先輩の並んで歩いてくるのが見えた。

　どちらも見るからに暖かそうな上着を羽織り、ポケットに手を突っ込んで、襟巻まで巻いている。

「ああ、アーテル君随分と早いね」

「こんな寒い中よく待ってたな」

「先輩との待ち合わせだ、失礼があってはいけない」

「律儀だねえ、他の後輩にも見倣わせたいぐらいだよ」

「その律義さのせいで凍え死ぬところだったぞ！」

　黒竜の娘が、またも文句を垂れた。

　ええい、こいつはまた……。

「そこのチビがバイトに誘いたいって言ってた、もう一人か？」

　クロウス先輩に〝チビ〟と呼ばれ、黒竜の娘はあからさまにむっとしていたが、また余計な事でも言われようものなら敵かなわない。私は先回りして答える。

「そうだ、ええと……りゅーちゃんとでも呼んでくれ」

　りゅーちゃんと口にした途端、怒りの矛先がこちらへ向いた。

　なにやら恨みがましい目でこちらを見上げているが、無視。

「へえ、りゅーちゃんっていうんだ、アーテル君の妹かなにかかな？　可愛かわいいねぇ、ほら飴あめ玉だまあげよっか？」

「気やすく呼ぶな女たらしが」

　黒竜の娘は吐き捨てるように言って、トルア先輩から差し出された飴玉をひったくると、すばやく包み紙を開き、そのまま口の中へ放り込んでしまった。

　トルア先輩が怪け訝げんな目でこちらを見つめてくる。

「ねえアーテル君、この子、ボクとは初対面だよね？」

「………………そうだが」

　実は彼女は一週間前まで先輩が部長を務める騎竜俱く楽ら部ぶの竜舎に封印されていた伝説の黒竜であり、今は私の魔術で人間の少女の姿になって、ウチで居候をしている。

　それが事の顚てん末まつであり厳密には初対面ではないのだが、まぁ人の姿での対面は初だろう。

　とりあえずそういうことにしておく。

「そ、そっか、そうだよね……はは、コラりゅーちゃん、年上のお兄さんにそんなこと言っちゃダメじゃないか、もう飴玉あげないよ？」

「しのごの言わずに寄よ越こせ、ありったけの飴玉を献上しろ、さもなくば貴様が新入生女子と親密になるため使っている卑劣な手法の数々を暴露するぞ」

「ねぇアーテル君!?　この子本当に初対面だよね!?」

「自慢げに語っていたな、大学に入って遠距離恋愛になった女こそ最高のカモだと……恋愛相談ができる先輩というのはさぞモテるそうではないか」

「トルア、お前まだそんなベタな手を……」

「じょ、冗談に決まってるじゃないか！　はは！　最近の子どもはませてるなぁ!?」

「あと、さも自分は今まで交際相手に恵まれなかったかのような雰囲気を醸し出して女子の保護欲をかきたてる手法もどうかと思うぞ、もっと男らしくいくが良い」

「……元カノにチクってやろうか」

「あげるから！　飴玉全部あげるから！」

　こうして黒竜の娘はトルア先輩からありったけの飴玉を搾取することに成功し、それを全て頰ほお張ばって勝ち誇ったような笑みを浮かべていた。

「ふん、初めからそうすればいいのだ、二度と子ども扱いするでない、我にしてみれば貴様の社会的地位などこの飴玉と同じでいつでも嚙かみ砕くだける、カカカカカ」

　調子に乗るな、と黒竜の娘に拳げん骨こつを食らわせた。
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　──さて、気を取り直してこの四人で集合場所として指定された倉庫へと向かってみたところ、私たちを出迎えたのは野生の獣にも似た大柄で毛むくじゃらの男性であった。

　私はともかく、同年代の男子と比べても比較的長身の部類に入るトルア先輩とクロウス先輩が見上げてしまうほどなのだから相当だ。

　獣じみているのはその風体だけでなく、針金のごとし髭ひげの合間から覗のぞく、鋭い眼光もまた然しかりである。

「お前さんたちが、今回応募してきたアルバイトか？」

　獣じみた男がこちらを値踏みするように言った。

　その声があまりにも低いものだから、聴きとるのに難儀してしまう。

　しかしこういった時に頼りになるのはやはりコミュニケーションスキルの高い先輩方だ。

　トルア先輩がいつも通りに柔和な笑顔を作り、極めて友好的にこれに応えた。

「は、はい！　ラクスティア魔術大学からきましたトルア・リーキンツです！」

「クロウス・ケイクライトです」

　遅れて私、

「アーテル・ヴィート・アルバリスだ」

　最後にたっぷりと時間をとって、黒竜の娘がためらいがちに、

「りゅ、りゅーちゃんだ」

「ああん？」

　男は顔をしかめて、背丈が腰の高さほどしかない黒竜の娘を覗き込んだ。

「なんだお前、まだガキじゃねえか、バイト舐なめてんのか？」

「！　ま、また子ども扱いを……」

　黒竜の娘がわなわなと肩を震わせて、今にも男に食ってかかろうとしていたので、私はすかさず彼女の言葉を遮って応える。

「舐めてなどいない、彼女は私が誘った」

「ほう、お前さんが？」

　男はのっそりと身体からだを動かし、今度はこちらを睨にらみつけてくる。

　ふむ、なかなかの迫力だ。私が以前暮らしていた山奥の人食い猪いのししといい勝負である。

「どういうつもりだ？」

「募集要項に経験性別年齢不問とあったのでそれに従ったまでだ」

「こんなチビに仕事がこなせるとでも思ってんのか？」

「看板に偽りがないことを願うばかりだ」

　私がそう応えると、男はそのぎょろりと剝むいた目を丸くした。

　先輩方はなにやら表情をこわばらせていたが、しかしややあって男は、

「──はっはっは！　今時珍しい肝の据わった野郎だなぁオイ！」

　彼は豪快に笑い、そのフライパンにも勝る巨大な手のひらで、私の背中をばしばしと叩たたいてきた。

　何もおかしなことを言ったつもりはないのだが、なにやらお気に召したようだ。

「上等だ！　最近の若者、特に学生ってヤツは甘ちゃんばっかりで、少し脅かしただけで泣きそうな顔になる！　労働をナメてやがんだな！　いいかよく聞けお前ら！　──俺は現場監督のグラトン・ディペル！　要するにお前らのボスだ！　テメェらは今日一日適当にやりすごせば金が入るとでも思ってるのかもしれねえが社会はそんなに甘くねえぞ！　俺は雇い主としてのルールは死んでも守る！　仕事は与える、残業代も払うし、休憩だってきっちりくれてやる！　だが、そうする以上お前らも労働者としてのルールは守るのが筋だ！　ただ突っ立ってるだけのカカシはすぐに蹴り出してやる！」

「承知した」

　私は獣じみた男改めグラトンの言葉に深く頷うなずいた。

　金銭が発生する以上、バイトに応募した時点でその覚悟はできている。

　グラトンは「よし！」と一言、私たちにそれぞれ一部ずつ、書類の束を押し付けてくる。

「これは？」

「顧客のチェックリストだ！　お前らにはこれを見ながら作業をしてもらう！」

「さ、作業って具体的に何を？」

「ああそうか、まだ言ってなかったな！　お前らの仕事はワイバーンの卵の仕分けだ！」

「……ワイバーン？　ワイバーンって、あのワイバーンか？」

　クロウス先輩が眉をひそめて繰り返す。

「そうだ！　竜種のはしくれの、あのワイバーンだ！　今はちょうど産卵期シーズンだからな！　凄すさまじい数の卵が入ってきてとてもウチの社員だけじゃ捌さばけん！　そこでお前たちだ！」

「ふむ……見たところこのリストに記されているのは小売店、もしくは飲食店のようだが、このリストで指定された数を店ごとに分け、出荷の準備を整えるのが私たちの仕事、というところか？」

「吞のみ込こみがはええな！　おおむねその通りだ！　あとはサイズも指定の通りに分けて、不良品は弾はじく！　これを日が昇るまでにでかしてもらうぞ！」

「こ、このリストを全部ですか!?」

「心配すんな！　普通にやりゃあ朝までには終わる！　……あとトラブルがなけりゃな」

「……今トラブルって言いました？」

「気にすんな！　そうそう起こるもんじゃねえ！　じゃあ頑張れよ！　学生さんたち！」

　がっはっは、と夜の闇すら吹き飛ばしてしまえそうな豪快な笑い声と共に、グラトン・ディペルはその場を去った。

　トルア先輩とクロウス先輩は心配そうに顔を見合わせ、黒竜の娘は未いまだに子ども扱いされたことを怒っているらしく口を尖とがらせている。

　なにはともあれ、私のキャンパス・ライフ初のアルバイトが、今始まった。
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「ワイバーンの卵は非常に栄養価が高い」

　私は幼児の頭ほどもある卵を持ち上げて、ひび割れや傷がないかを入念にチェックしながら言う。

「珍味としても名高いが、それ以上に滋養強壮、精力増進など、完全栄養食としても知られている。かつてワイバーンにさらわれた男がワイバーンの卵を食らってひと月もの間生き延び、無事生還したという記録さえあるほどだ」

「ふうん、体力も精力もありあまったボクたち大学生には縁のないことさ」

「ワイバーンの卵ってのは高級食材なんだろ？　昔なにかのパーティーで食ったような記憶もあるが……実際いくらぐらいするんだ」

　クロウス先輩が尋ねかけてくるので、私は卵の仕分けの手は止めないまま「そうだな」と首をひねり、記憶をたどった。

「ワイバーンが一生涯で産み落とす卵の量は存外少ない、それに腐ってもドラゴンのはしくれだ、今はどうやら養殖の手段が確立されたようだが、それでも莫ばく大だいな金がかかることには変わりない」

「具体的にはどんくらいよ」

「ふむ、例え話をしよう。もしも今私がここで誤って卵を落とし、割ってしまったとする。すると──時給がぴったり一時間分ほど消える」

　先輩方の表情が目に見えてこわばった。心なしか卵の扱いが慎重になったように見える。

　一方で黒竜の娘の卵の扱いは、依然乱雑なままだ。

「ふん、何故なぜ我がワイバーンごときの卵を丁重に扱わねばならんのだ」

「ちょっ!?　そんなボールみたいに！　ボクらの時給まで吹っ飛ぶよ!?」

「うるさい女たらしが、我に指図をするな。腐っても竜の卵だ、これしきで割れるわけがなかろう」

　黒竜の娘はリストに軽く目を通しながらワイバーンの卵をほとんど投げ込むように箱詰めしていく。

　先輩への無礼極まりない発言は置いておくにしても、意外なことにこの四人の中で一番仕事が速いのは黒竜の娘であった。

　ちなみに私は先輩方と比べて要領が悪く、一つの卵にたっぷり時間をかけてチェックするので、この中で一番効率が悪い。なんとも恥ずかしい限りである。

「しかしこんなとんでもないものをバイトに任せるなんてどんな神経してんだよ……」

「あのグラトンとかいう雇い主はそのへん大おお雑ざつ把ぱそうだしね……」

「すると、なんだ？　このバカに高い時給は高価なワイバーンの卵を取り扱うから、ってことか？」

「この時給の高さはそれだけじゃ説明がつかないような気もするけど……雇い主のグラトンが言っていたトラブルっていうのも気になるし」

「俺のことを呼んだか、チビども」

　うわぁっ!?　とトルア先輩が悲鳴をあげ、危うく卵を取り落としそうになる。

　気が付くと、背後に獣じみた風体の男──現場監督グラトン・ディペルが立っていた。

　その手にはスキットルが握られている。

「ぐ、グラトンさん？　何か御用でしょうか？」

「取って付けたようにさん付けすんな、がはは」

　何がおかしいのか彼は豪快に笑ってスキットルに口をつけ、ぐびりぐびりと喉を鳴らした。漂ってきたアルコール臭がつんと鼻をつく。

「……グラトンさん、仕事中に酒っすか」

「そりゃこんなに冷える夜だ、酒でも飲まなきゃやってられんだろ、別にお前らも持ってきて良かったんだぞ、はっは」

「ぐっ……！」

　クロウス先輩が恨めしそうにグラトンを睨みつけて歯ぎしりをした。

　先輩はよっぽど酒が好きなのだな。ここで私が後輩らしくすっと酒を差し出せれば良いのだが、生あい憎にく持ち合わせがない。

　気の利かない後輩ですまないと、心中で謝罪した。

「俺は仕事さえ十分にこなしてくれりゃ何しても文句を言いやしねえよ！　逆に言えば仕事をこなさないのは借りた金を返さねえのと一緒！　すなわちこの世で最も重い罪だ！　というわけで引き続き頑張ってくれや！」

　彼はやはり豪快に笑って、アルコール臭を振りまきながらその場を立ち去った。

　わざわざ発破をかけにきてくれたのだろうか？　獣じみた見た目にそぐわず繊細な心づかいのできる良い雇い主ではないか。

　私は一人感心していたのだが、どうも先輩方は苦虫を嚙み潰つぶしたような表情だ。

　黒竜の娘は、相も変わらずぽいぽいとワイバーンの卵を箱に放り込んでいる。

「えーと……気を取り直して雑談でもしようか、ボクらはアーテル君のこと、まだよく知らないし」

　微妙な空気が漂いつつある中で、そう提案してきたのはトルア先輩だった。

　労働の最中にまで私に気を回してくれるとは、先輩の器の大きさにはつくづく感服させられる。

「私のような者に、気遣い痛み入る」

「そんなにかしこまらないでよ、もっと気軽に話そうじゃないか、じゃあ定番の質問！　アーテル君はなんでラクスティア魔術大学に入ったのかな？」

「そうか、ではお言葉に甘えて……何故、か」

「やっぱり就職率の高さかな？　ウチを出れば大手企業から引っ張りだこだしね」

「いや、コイツこんなとぼけた顔して案外女目当てかもしれねえぞ、ラクスティア魔術大学の学生ってだけで合コンじゃ大人気だからな」

「ははは、それは否定しないけどさ」

　先輩方が冗談めかして笑いながら、私の入学の理由を推察している。なかなかユニークだが、残念ながら違う。私に彼らが推測するような高い志はない、将来設計もない。

　私が若返ってまで大学へ入学した理由、それは依然変わりやしないのだ。

「──私はただ、大学生になりたかったのだ」

　先輩方が、同時に首を傾かしげた。

「どういうこと？　大学出ておいた方が就職で有利になるって、そういう話？」

「いや、そんな高尚な理由ではない、言葉の通りただ大学生になりたかっただけなのだ」

　私はワイバーンの卵を慎重に選別しながら、言葉を紡ぐ。

「魔道の極致を目指さんとする同志たちと学業をともにし、お互いで研けん鑽さんしあい、いつか素晴らしい魔術師になるため、私は大学に入学したのだ、それだけだよ、私などは」

　検品の終わった卵を丁重に箱へ詰め、リストに自前の羽ペンでチェックをつける。

「まだ入学から一週間ほどしか経たっていない私が言うのもなんだが──大学ほど面白おかしく素晴らしい場所を、私は知らない、本当に入学してよかったよ」

「大学なんて、そんなに良いもんじゃねえぞ」

　クロウス先輩が吐き捨てるように言った。心なしか、ワイバーンの卵を扱う手にも力がこもっている。

「ちょっとクロウス、そんな言い方は……」

「黙ってろトルア、いいかよく聞けよ一年坊」

　クロウス先輩が身を乗り出して、こちらを正面から見据えてくる。

　その瞳は、心なしか、少しばかり濁っているように見える。

「オレはな、初め起業しようと思っていたんだ。そのためには大学で学ぶ必要があると思って、必死こいて勉強してこの大学に入学した」

「起業、素晴らしいではないか、しかし何故過去形なのだ？」

「こんなところに三年もいれば、過去形にもなる」

　彼は、自嘲するように笑った。

「オレも最初は大学っていうものに期待していたよ、だが蓋を開けて見りゃどうだ？　周りはエリートを鼻にかけた馬鹿ばかり、自分の頭で考えるってことを知らねえヤツらの集まりだ──研鑽？　馬鹿言うな、わざわざ親に金払わせて集まって傷舐なめあって、お互いに足引っ張りながらどこまでも沈むだけじゃねえか。起業なんて口にしてみれば、自分じゃなにもしねえ馬鹿どもがこぞって同じ言葉で揶や揄ゆしてきやがる。意外かもしんねえけどな、トルアだって入学したばっかりの頃はお前みたいに意識が高かったんだぜ？」

　トルア先輩は押し黙ってこれに応えない。無言の肯定、ということだろう。

「気付きゃオレたちもすっかり〝大学生〟さ、酒をかっくらって適当な女を抱いて昼過ぎまで寝てる、もう講義なんてマトモに出ちゃいねえ、考えているのはどうすれば楽に単位が取れるか、それだけさ。就職だって無難なところにちゃっちゃと決めて、さぞかしつまらねえ大人になるんだろうよ」

　クロウス先輩はそこまで言って、ひときわ強く、いっそ憎々しげに私の目を見た。

　なるほど、彼もまた三年という期間をこの大学で過ごし、思うところがあるのだろう。

　では、私も若輩ながらひとつの意見を述べさせていただこう。

「──思うに、大学というのは全てが許されるところなのだ」

「は？」

　私の反応が予想外だったのだろうか。

　クロウス先輩は、妙に間の抜けた声をもらした。

　ふむ、では僭せん越えつながら先ほどの発言の意図を説明させていただこう、作業の片手間になってしまうのが心苦しいが。

「大学とは全てが許される、成功も失敗も、希望も堕落も、奮起も挫折も、全てが受け入れられる、だからこそ面白い、全く別の道を目指す者たちが一堂に会する場所なぞ、そうはあるまい」

「……あんなボンクラどもとどこが目指せるっていうんだ」

「少なくとも私はボンクラなどとは思っていない、皆素晴らしい魔術師だ」

「ねぼけたことばっかり言いやがって……！」

　クロウス先輩が拳を振り上げた。

　トルア先輩が慌ててこれを止めに入ろうとするが、その必要はない。

　何故ならば。

「──クロウス先輩も、素晴らしい魔術師だ」

「……!?」

　彼の拳が、振り下ろされる寸前で凍り付いたように固まった。

「あの日、新歓コンパで見せてくれた美麗な魔術も、膨大な酒の知識も、後輩たちに対しての人望の厚さも、先輩からは学ぶことばかりだ」

「……嫌いや味みかよ」

「間違っても、そんなことはない」

　私は先輩の目をまっすぐ見つめ返す。彼の瞳に僅かな揺らぎが認められた。

「どうかその素晴らしい可能性に蓋をしないでほしい、私はまだ、あなたの才能の一片しか垣かい間ま見みられていない。それはトルア先輩も同様だ。……確かに話を聞く限り先輩は今まで人間関係には恵まれなかったのかもしれない、だが、お言葉だが先輩方もまた彼らをボンクラという側面でしか見ていない、それは非常に勿もつ体たいない事だ。しかし万が一、大学生が先輩を認めないボンクラの集団だというのなら──力不足かもしれないが、私が先輩の同志だ」

「……！」

　クロウス先輩がまるで豆鉄砲でも食らったかのような顔になって、力なく腰を下ろした。

　それはトルア先輩も同様で、目を丸くしたまま言葉を失っている。

　……む？　なにかおかしなことを言ってしまっただろうか。

　あまりに身の程知らずな発言に閉口しているのでなければいいのだが……。

「……貴様はよくもそんなこっぱずかしいことを真面目な顔で言えるな」

　黒竜の娘が手元の卵を見つめながら、ぼそりと呟つぶやいた。

　この発言で、どうやらトルア先輩は我に返ったらしく。

「は、はは、これは一本取られたね、さあ作業に戻ろう、朝までに終わらせないと」

　そう言って、彼は再び止まっていた手を動かし始めた。クロウス先輩は未いまだ俯うつむいて動こうとしない。

　……ふむ、大分時間をロスしてしまった。こうしている間にも黒竜の娘は淡々と数をこなしているというのに……。

　ちらと黒竜の娘の方を見やって、ふと異変に気付く。

「……？　りゅーちゃんよ」

「誰がりゅーちゃんか」

「その卵、何か様子がおかしいぞ」

「うん？」

　黒竜の娘が、その小さな手に抱えた卵をじっと見つめる。

　見ると卵が僅かに震えている。いや、中で何かが動いているのだ。

　それだけではない。卵に、ヒビが入り始めている。

「これは」

　誰もが目を見張る中、卵がひとりでに割れる。

　中で、ワイバーンの赤子がみいみいと鳴いていた。





○






「ああなんだ、孵かえっちまったのか」

　仕分け中の卵のうち一つからワイバーンのヒナが孵ふ化かしてしまうというこの珍事に対し、現場監督のグラトンは思いのほかドライな反応を示した。

　例えるならば不意に靴くつ紐ひもがほどけてしまった時のような、そんな気軽な驚きだ。

「毎年一つか二つあるんだ、たまたま孵化しちまうのが」

「つまり、これはよくあることなのか」

　そう尋ねたのは黒竜の娘だ。彼女の頭頂部にはワイバーンのヒナがちょこんとうずくまり、みいみいと鳴き声をあげている。

　雛ひな鳥どりよろしく、初めて目にした彼女を親と勘違いしているのか。はたまた彼女から同類の気配を感じ取っているのか。

　ともかくワイバーンのヒナは彼女に懐いてしまったらしく、竜にあるまじき無防備な姿を晒さらしている。

「まぁよくあることよ、むしろ今孵ってくれてありがてえぐらいだ。出荷した後で孵化したりするとウチにもクレームが入るからな」

「では、コイツはどうすればいい」

「まぁいつも通りなら廃棄だ」

「廃棄？」

　黒竜の娘が、その狭い額に皺しわを寄せた。

「このヒナをか？」

　彼女は頭上に居座ったワイバーンのヒナを指さして言った。ヒナは、実に吞のん気きにみいみいと鳴いている。

「しょうがねえさな、もう売れねえんだ。まぁ俺はもったいねえからいつも酒のツマミに頭からかじるけどな、意外にうめえんだこれが、がっはっは」

「ツマミ……っ!?」

　黒竜の娘があからさまに身構えた。先輩方も露骨に顔をしかめている。

　一方で私は「世界には孵化寸前の鳥卵をなによりの馳ち走そうとする民族がいると聞いたことがあるが、孵化直後のワイバーンのヒナを食すとは、その発想はなかったな」などと考え、ひとり感心していた。

「どれ、処理に困ってるなら俺によこしな、代わりに片付けてやる」

　グラトンが頭上に鎮座するワイバーンのヒナへ手を伸ばした。

　黒竜の娘は一瞬戸惑ったようなそぶりを見せたが、しかしなすすべも無く、そして──

「──現場監督！　レストラン〝ラピス〟に納品する卵の数が合わないんですが！」

　倉庫内で作業をしていた職員の一人が声を上げ、グラトンはぴたりと動きを止めた。

「なんだと？　ちゃんと調べたんだろうな!?　おい、あそこに積んである箱は違うのか!?　ったく、数が合わねえなんてそんな馬鹿な話あるかよ……」

　グラトンはこの数秒の内にヒナのことなどすっかり忘れてしまったかのように、怒声にも近い声を発しながら、のっしのっしと倉庫の奥へ消えていった。

　……ふむ、後学のためにグラトンがどのようにワイバーンのヒナを食すのか見ておきたかったのだが、残念だ。

　しかし、対照的にトルア先輩とクロウス先輩は、どこかほっとした様子だ。

「助かった……新しい種類のトラウマを植え付けられるところだった……」

「あんな熊みてえなオッサンがワイバーンのヒナを躍り食いしてるところなんて死んでも見たくねえよ……」

「ま、まぁいいや、早く作業に戻ろうか」

「いや待てよ、結局このワイバーンはどうするんだよ」

　クロウス先輩が黒竜の娘を指した。ワイバーンのヒナは、まるで自らの寝床でも作るかのように、彼女の毛髪をわしゃわしゃといじくり回している。

「どうするって……そりゃ頭からかじったりはしなくても、グラトンの言う通り殺すしかないだろうね」

「いくらなんでもこんなガキにワイバーンの赤ん坊を殺させるわけにはいかないだろ」

　ふむ、先輩方は黒竜の娘の心配までしてくれるというのか。なんと驚くべき器の大きさであろう。

　しかし彼女の一応の保護者は私、ということになっている。ならば先輩の手を煩わせる訳にもいくまい。

「ではりゅーちゃんよ、ヒナを差し出せ、せめて苦しまず逝けるよう魔術式を組もう」

　私はメモ帳を取り出し、そこへ羽ペンで魔術式を記す。

　大戦中、もはや魔術では助からないほどの重傷を負った者を介かい錯しやくする際に使った魔術式だ。この手の魔術式は組むだけで嫌な記憶が蘇よみがえるので進んで使いたくはないが、しかしせめてもの手向けである。

　そう思ってメモ帳を切り取り、ワイバーンのヒナへ近づけると──避さけられた。

　正確にはヒナを頭に乗せた黒竜の娘が、すっと後ろへ退いたのだ。

「何故なぜ避ける」

　私は再び手を伸ばす。黒竜の娘は更に後ろへ下がる。

「……何故避ける」

「こやつは殺させん、我の弟子とする」

「弟子？」

　あまりに意味不明なことを言うものだから、思わず復唱してしまった。

　黒竜の娘は自らの頭上に手を回してワイバーンのヒナを抱きかかえると、それを胸の前まで持ってきて、

「白竜と呼べ」

　どこか自慢げに、そう言った。

　……確かにワイバーンのヒナは全身の色素が薄く白っぽいが、成体となれば錆さびた銅のような茶褐色に……いや、そんなことはどうだっていい。

「弟子にするとはどういうことだ」

「飯をやる、寝床をやる、そして我が直々に竜のなんたるかを教え込んでやる」

「飯も寝床も元は私のものだろう、第一お前が弟子などとれる立場か、魂胆はなんだ」

「べ、別に理由などはない、ただの気まぐれだ、自由気ままに生きてこそ竜だ、カカカ」

　どこか演技じみた高笑いである。どうせロクなことを考えていないのだろう。

　よもやワイバーンをヒナの内に手て懐なずけ、成体となればその背中に跨またがって故郷の地まで逃げるつもりなのか。はたまたシンプルに私の寝込みをワイバーンに襲わせるつもりか。

　どちらにせよその程度の浅知恵に引っかかるつもりはないが、しかし念には念を、だ。

　そう思って再びメモ用紙を構えたところ、

「まぁまぁ、待ちなよアーテル君」

　と、背後からトルア先輩に制止される。

「子どもの意見を頭ごなしに否定するのは良くないよ。とりあえず、考えるそぶりだけでも見せなきゃ」
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「こ、子ども……？」

　コイツ、数百歳だぞ？

　そう言いかけたのだがすんでで止やめた。

　そうだ、忘れていたが彼らの目に映る黒竜の娘はせいぜい十代前半の少女なのだ。

　慈悲深き先輩方が、彼女の肩を持つのは道理である。

「し、しかし」

「可愛かわいいじゃないか、動物の赤ん坊を育てたがるなんていかにも子供らしい、どうやらワイバーンもすっかりりゅーちゃんに懐いちゃったみたいだし」

　確かにトルア先輩の言う通りワイバーンのヒナ──黒竜の娘曰いわく白竜は、不完全な鱗うろこを黒竜の腕にこすりつけて甘えている。

　黒竜の娘もこれをくすぐったがって、満更でもなさそうだ。

「子どもと接する上で大事なのは対等なコミュニケーションだよ、アーテル君」

「……仕方がないな」

　トルア先輩の言葉とあらば無下にもできない。

　私は大変不本意ながらも、先輩の言う〝対等なコミュニケーション〟を為なすべく、ひとまず警戒する彼女へ顔を近づけた。すると──その途端、白竜が甲高い声でぎーぎーと鳴き始めたではないか。

　それがあまりに耳障りだったので、私は咄とつ嗟さに耳を覆う。

「カッカッカ！　嫌われておるのう！　どうやら我が弟子は真に倒すべき敵についてよく分かっているようだな！」

「コイツ……！」

　せめて拳げん骨こつの一発でも食らわせてやろうと拳を握りしめたところで、異変に気付いた。

　白竜の鳴き声が一向に止まない。ある一点を見つめて、ぎーぎーと鳴き続けている。

　そして、これは一体どういうことかと私たちが首を傾かしげたのとほぼ同時。

　倉庫の向こうから凄すさまじい破砕音が鳴り響き、震動となって我々の下へ届いた。

「な、なになになに!?」

「地震か!?」

　先輩二人がきょろきょろと辺りを見回し、黒竜の娘は白竜と同じ方向を見つめて、身構えている。

　一体何事か──そう思った時、現場監督のグラトンが野太い声で叫んだ。

「──ああ、クソ！　トラブル発生だ！　トカゲ野郎が現れたぞ！」

　……さて、彩さい羽う竜りゆうとも呼ばれる一匹の竜の話をしよう。名を、メルトルスという。

　ソレはかつて遥はるか南方の地に生息していたが、色鮮やかな羽毛がたいへんな高値で取引されるため、大量にグランテシア大陸へと密輸された。

　しかしその内の数頭が事故で脱走、グランテシアの穏やかな気候と天敵の少ない環境で見る見るうちに大繁殖してしまい、今では害竜として指定され、国から駆除が推奨されるほどになった、そういう経緯を持つ悲しき竜だ。

　しかもこのメルトルスはなにより竜種の卵を好んで食すという特殊な嗜し好こうを持っている。

　発達した翼をもって、鳥も近付かないような上空に位置する竜の巣へと忍び込み、竜卵の固い外殻を割り、これを食す。かの竜の登場によって絶滅したグランテシア固有の竜種も決して少なくはない。

　ともあれ──我らがバイト先に現れた突然の闖ちん入にゆう者しやは、そういう存在なのである。

「な、なんだありゃあ!?」

「竜!?」

　クロウス先輩とトルア先輩が驚いて尻もちをつく傍かたわら、私は「ほう、これはまた立派なメルトルスだな」と感心した。

　くだんの怪竜は倉庫入り口前からこちらを覗のぞき込み、極彩色の翼を大きく広げてサイレンにも似た鳴き声をあげている。メルトルス特有の威嚇行動だ。

「各自ワイバーンの卵を適当な金庫にぶち込めるだけぶち込んで速やかに退避しろ！　全部混ざっちまっても構わねえ！　商品優先！　命優先だ！」

　現場監督のグラトンがメルトルスの咆ほう哮こうにも負けじと野太い声で叫ぶ。

　すると職員たちはすぐさま手元にある卵を仕分け済みの物も仕分け前の物も全て一緒くたに手近の金庫へと流し込んで、カギを閉めた。

　しかし、いかんせん職員に対し卵の数が多すぎるのだ。

　職員たちがその半分も回収する前にメルトルスは倉庫内へ侵入して、再度咆哮をあげた。

　あまりの大音量に箱の中の卵が震え、職員たちは耳を押さえてうずくまる。それは先輩二人も同様だ。

　きっと彼らはメルトルスと直接対たい峙じした経験があまりないのだろう。確かに不慣れな者にとってこの音は少しばかり耳に障る。

　その点では年の功と言うべきか。この場で平然と立っているのは私と、それから黒竜の娘だけである。

「ふん、下品で低俗な南方の竜め、我が弟子が怯おびえてしまったではないか」

　黒竜の娘は不機嫌そうに鼻を鳴らす。

　その腕にはワイバーンのヒナ──曰く白竜が抱きかかえられており、白竜は彼女の胸に顔をうずめながら震えていた。

　……すっかり師匠気分だな。私はまだ認めていないぞ。

「あんちゃんたち！　意地汚ねえ卵泥棒がワイバーンの卵をかぎつけてきやがった！　卵は放っておいて早く逃げろ！」

　皆が身を竦すくめる中、グラトンは一人卵を運び出しながらこちらへ向かって言った。

　なによりも商品の無事を優先し、我々の安否まで気遣うとは、なんと見上げた雇い主なのだろう。

「よし！　雇い主の許可も出たことだし逃げるぞお前ら！　たかがアルバイトに命までかけられるか！」

「ま、待ってくれよクロウス！　腰が抜けて……！」

「ああ！　ったくこのチキン野郎が！　ほら早く立て！　アーテル！　あとそこのチビ！　ぼーっとしてねえで早く逃げるぞ！」

　クロウス先輩はトルア先輩を引き起こすと、こちらへ呼びかけてきた。

　我々の身を案じてくれるとは、まったく良い先輩に恵まれたものだとしみじみ実感し──しかし私は不動を貫いた。

「聞こえなかったのか!?　早く逃げろ！」

　クロウス先輩が再び声を荒らげる。

　だが、たとえ先輩の頼みとはいえ、従うわけにはいかない。

　なぜならば。

「──まだ陽ひは昇っていない。退勤時間ではないのだ」

「はぁ!?　何寝ね惚ぼけたこと言ってやがる！　竜が出たんだぞ！」

「しかし私たちがここで逃げ出せばメルトルスが残った卵を食いつくし、グラトン現場監督、ひいてはその部下たちが顧客の信用を失ってしまう」

「バカ野郎！　オレらはただのバイターなんだよ！　雇い先のことなんざ知ったことか！　与えられた仕事だけこなして、金さえもらえりゃそれでいい！」

　なるほど至極真っ当な意見だ。

　しかし──

「──先輩方は逃げてくれ、これは私のけじめの問題なのだ。多少のトラブルがあったところで、初めてのバイトを途中で投げ出すことはできない」

　先輩二人にそう言い残して、私はメルトルスへ向かって駆け出した。

　メルトルスは大きく開いた翼を格納し、臨戦態勢に移る。

「バカ野郎！　オレたちは帰るからな！」

　背後からクロウス先輩の怒声が聞こえてくる。私はひとまず胸を撫なでおろした。

　尊敬する先輩方に万が一怪け我がでも負わせてしまったとなれば、私は申し訳なさで死んでしまう。

　──頭の中で魔術式を構築する。

　攻撃魔術は使えない。メルトルスの足元には回収されなかったワイバーンの卵がある。もしも魔術の余波で卵が割れようものなら、元も子もない。

　だからこそここで構築するのは、身体強化の魔術だ。

　メルトルスが大きく口を開き、鋭く尖とがった牙をぎらつかせながら私を待ち受けている。

　私はそこへめがけて一直線に突っ込んだ。

「あんちゃん！　なにを──!?」

　グラトンが声をあげる。

　その次の瞬間、メルトルスは私の残像に牙を突き立てる。私は大きく跳躍し、メルトルスの頭上を飛び越えたのだ。

　おおっ!?　と周囲から声があがった。

　目を丸くする彼らを見下ろしながら、私はメルトルスの背後へ着地する。そしてヤツが私の姿を見失っている間に、空中で構築しておいたある魔術式を証明する。

　──マリウス式隔絶魔術。

　これをもって、ヤツの背後で箱詰めにされていたワイバーンの卵を包み込む。

　無詠唱の脆ぜい弱じやくな魔術ゆえ、一度の詠唱につき箱一つ分しか覆うことが叶かなわないが、これでメルトルスはあの箱に詰まった卵へ手を出せなくなった。

　残りの箱はあと六つ！

　ヤツを倒すよりも、まずは卵の安全が最優先だ！

「た、卵を守って……！　あんちゃんやめろ！　殺されるぞ!?」

「問題ない！　仕事をこなさないのはこの世で最も重い罪なのだろう！」

　私の声に反応して、メルトルスが振り返りざま尻尾で薙なぎ払はらう。尻尾の軌道上にはまだ回収されていない、箱詰めのワイバーンの卵が。

　私はすかさず無詠唱の隔絶魔術を証明し、軌道上にあった箱を泡で覆う。

　これによりメルトルスの尻尾は隔絶魔術の泡に弾はじかれるが、その代わり、私はこの尻尾での一撃をマトモに食らってしまう。

「ぐっ！」

　腐っても竜だ、その膂りよ力りよくは凄まじい。

　あまりの衝撃に私は後方へ弾き飛ばされ、そのまま倉庫の壁に背中から叩きつけられる。

　私のダメージを肩代わりした魔護符が、胸ポケットの内で僅かに破けるのを感じた。

「あ、あんちゃん大丈夫か!?」

「問題ない……！」

　あと五つの箱に隔絶魔術を施すまで、諦めるわけにはいかない！

　私はすぐさま態勢を立て直し、再びメルトルスを見据える。

　すると、絶望的な光景が私の目に飛び込んできた。

　空腹に耐えかねたメルトルスが、私という邪魔者を排除するよりも先に痺しびれを切らしてしまったらしく、目の前にあった箱詰めの卵へ狙いを定めていたのだ。

　箱ごと吞のみ込こんでしまうつもりなのか、頭こうべを垂れて口を大きく開いている。

「まずい！」

　私は咄嗟に駆け出し、頭の中で即座に隔絶魔術の魔術式を構築した。

　だが、これでは間に合わない！　エンドマークを打つよりも早く箱詰めの卵がヤツの口中に収まってしまう！　万事休すか──

　私を含め、その場にいる誰もがそう思った時、視界の外から一つの人影が現れた。

〝彼〟の手には倉庫の備品である麻あさ紐ひもを何重にも束ねたものが握られている。

　そして彼はたっぷり助走をつけると、メルトルスの大きく開いた口へ麻紐を引っ掛け、そして低くなった頭部を踏みつけて跳躍──実に華麗にメルトルスの背中へ飛び乗った。

　メルトルスが突然のことに驚き、目の前の卵から注意を逸そらして、彼を振り落とすべく暴れ回る。対して彼はしっかりと手綱を握り、暴れ竜から振り落とされまいと必死で持ちこたえていた。

　その様は私がかつて戦場で目に焼き付けた騎竜士の雄姿──そのものである。

「──ああ、もう、チクショウ！　後輩にばっかり良い格好させてたまるか！」

　騎竜俱く楽ら部ぶ部長、トルア・リーキンツは竜の背中に跨またがり、今にも泣き出しそうな顔で高らかに宣言した。

「ほう、あの女たらし、地ち這はい竜以外も乗れたのか」

　この騒動をいかにも無関心そうに眺めていた黒竜の娘が、ぽつりと漏らした。

　何を他ひ人と事ごとのように──とは思う一方で、その意見に関しては私も同感である。

　マリウスの言によると、トルア先輩は地這い竜ぐらいしか操れないはずだが……！

「は、ははは！　甘く見ないでくれよ新入生君！　確かに大学では地這い竜ぐらいにしか乗ってないけれど、これでも昔は全国目指してたんだよボクは！　補欠だったけど！」

　暴れ回るメルトルスから振り落とされないよう、トルア先輩は即席の手綱をしっかりと握りしめて言った。

　その目には涙が滲にじんでいるし、今にも弾き飛ばされそうな具合だが、しかし確かに暴れまわるメルトルスに食らいつくことが叶っている！　これは頼もしい限りだ！

「すまないトルア先輩！　そのままメルトルスの注意を引き付けてくれ！　その間に私が残りのワイバーンの卵へ隔絶魔術を施す！」

「で、できれば早くしてくれるとうれじぎっ、痛ぁいっ!?　舌嚙かんだ！」

　口から血を流してまでバイトの完遂を諦めないとは……なんと志の高い先輩なのだ！

　そして先輩にばかり身体からだを張らせているのは後輩失格！　一刻も早く仕事を終わらせなくては！

　私は頭の中で組み立てた隔絶魔術の魔術式にエンドマークを打ち、近くにあった箱詰めの卵を魔術の泡で覆う。

　残る箱は四つ！

　このペースならば、トルア先輩が暴れるメルトルスを抑えつけている内に残りの箱に隔絶魔術が施せる！

　しかし、ここで唯一誤算があった。

　トルア先輩の騎竜技術は確かに素晴らしいのだが、しかし麻紐を束ねて作った即席の手綱に限界が近づいていたのだ。

　麻紐の手綱が、竜の口の中で鋭く尖った牙にこすれ、ぶちぶちと音を立て始めている。

　トルア先輩がこの音を聞いて「ひっ！」と短い悲鳴をあげた。

「あ、ああ、アーテル君!?　どうしよう！　どうしようこれ!?」

「落ち着けトルア先輩！」

　言いながら、私は別の箱へ隔絶魔術を施す。残り、三つ。

「メルトルスの体構造については大昔に論文で読んだ！」

「だ、だから何だって言うんだい!?　落ちる！　落ちるっ！」

「メルトルスの性質についておぼろげながら知っているということだ！　大だい腿たい骨こつの付け根を思い切り蹴るのだ！　ほんの僅かな間だが動きが止まる！」

「それは良い事を聞いた!!」

　トルア先輩はそう言うなり、全身の力を振り絞って態勢を立て直すと、メルトルスに踵かかとで一撃。しかし、そこは──！

　メルトルスが大きく口を開けて甲高い雄お叫たけびをあげると、そのまま動きを止める──ではなく、一層激しく暴れ出した。

　あまりの凄まじさに、背中に跨またがったトルア先輩の姿が二重三重にも見えるほどだ。

「────っ!?　───っ!?!?」

「ち、違うぞトルア先輩！　そこは脇腹だ！」

「ししししし、仕方ないだろ!?!?　そんなのこの位置から分かるもんか!!」

　ごもっともである！　これは私のミスだ！

「も、もう限界だ！　振り落とされ──」

　ぶつんと音がして、張り詰めていた手綱が宙を舞った。

　クロウス先輩の身体がゆっくりと後ろへ傾いていく。全てがスローモーションに映る。

「──トルア！　もう一度脇腹を蹴れ！」

　そんな時、背後からある男の声がした。

　これを受けて、トルア先輩はメルトルスの背中から引きはがされながらも、咄とつ嗟さに靴の踵で再度メルトルスの脇腹へ一撃食らわせる。

　再び、メルトルスは痛みから大きく口を開けた。

　その時である。メルトルスの大きく開いた口目掛けて、魔術による軌道修正をもってある物体が一直線に飛んで行った。

　ソレは現場監督のグラトンがこれ見よがしに呷あおっていた銀色のスキットル、表面には、なんらかの魔術式が刻まれている。

　スキットルはそのままメルトルスの口内へと侵入し、そして──爆発した。

　凄すさまじい爆炎がメルトルスの口内を焼き尽くし、かの竜は悲鳴をあげてのけぞる。

　この時に竜が怯ひるんだおかげで、トルア先輩はなんとかメルトルスの羽毛にしがみつくことが叶う。

　しかし、この繊細かつ正確無比な魔術……まさか！

　私が後ろへ振り返ると、そのまさかであった。

「はっ！　俺のオリジナルカクテルの味はどうだよ、トカゲ野郎！」

「クロウス先輩！」

　彼の登場により、倉庫内からわっと歓声があがった。これはまるで、私とクロウス先輩が出会ったあの日の新歓コンパの再現だ。

　彼もまた、戻ってきたのだ。バイトを完遂するべく、その高い志をもって。

　──ああ、私はなんと、なんと素晴らしい先輩をもったことだろう！

　だが、相手も竜だ。口の中を焼き尽くされたぐらいでは致命傷にならない。

　むしろこの一撃が、いよいよヤツの堪忍袋の緒を断ち切ってしまったらしい。メルトルスは明確な敵意を孕はらんだ眼めで、こちらを睨にらみつけている。

　このままヤツが暴れ出せば、まだ隔絶魔術を施していない卵が犠牲になる。

　私とクロウス先輩、そしてメルトルスの背中にしがみついたトルア先輩は苦々しく顔を歪ゆがめる。

　と、その時、文字通り我々に光明が差した。倉庫の外から一筋の光が差し込んでくる。

　すなわち──夜が明けたのだ。

「朝だ……」

「ということは」

　私たちは顔を見合わせ、そして同時にグラトン現場監督の言葉を思い出す。

　──俺は雇い主としてのルールは死んでも守る！

　──残業代も払う。

「「「残業代が出る!!」」」

　私たちは声を揃そろえて叫ぶ。

「うおおおおおっ！」

　トルア先輩が雄たけびをあげて、メルトルスの背中に生はえ揃った羽毛を凄まじい速さでよじ登り、そしてメルトルスの首に取り付いた。

　なんと、手綱もなく素手でメルトルスを抑えつけたのだ。

　これにより、メルトルスは再び彼を振り落とさんと暴れ回るが、トルア先輩は決してこれを離さない。

　その隙を見計らって、すかさずクロウス先輩が攻撃魔術を放った。

　まさに百発百中、一発の打ち漏らしもなく、クロウス先輩の放った魔術はメルトルスの頭部に直撃する。

「どうだこのトカゲヤロー！　舐なめんじゃねえぞ！」

　メルトルスが悲鳴をあげて大きく怯む。だが、やはり卵への被害を避けた最小限の攻撃である。それらは致命傷とはなりえず、メルトルスはややあって態勢を立て直す。

　まぁ、その僅かな隙で十分であったわけだが。

「──全く、キャンパス・ライフというのは実に素晴らしい」

　私はメルトルスの足元に立って、ヤツを見上げる。

「少し前まで孤独だった私が、こんなにも素晴らしい先輩に巡り会えた。これ以上のことがあるだろうか」

　怒り狂ったメルトルスが、私に狙いを定める。

　私はヤツの背中に跨ったトルア先輩へアイコンタクトを送り、トルア先輩もまた私の意図に気付いたらしく、メルトルスの背中から颯さつ爽そうと飛び降りる。

　もはや言葉すらいらないのだ。私は、先輩方とすでに繫つながっている。

「私はきっと、これからも多くを先輩方から学べることだろう。そう考えると楽しみで仕方がない」

　メルトルスが大きく口を開けて、私を嚙み砕くだかんと迫ってきた。だが、恐れることは無い。なぜならば先輩方が時間を稼いでくれたおかげで、六つの箱、その全てに隔絶魔術を施せた。

　もう遠慮はしない。

　私は懐から取り出したメモ用紙、そこに記された魔術式の末尾へ、羽ペンでエンドマークを打つ。

「貴様に非はないが、唯一悪かったのは運だな。さあ出ていけ、バイトの邪魔だ」

　メルトルスの牙が目と鼻の先まで迫る。しかし、それが私の下へ届くことは無い。

　次の瞬間には書き込み法魔術式が証明され、メルトルスの巨体は倉庫の外まで吹き飛んだのだから。

　さて、メルトルスの巨体を吹き飛ばすほどの魔術ともなれば、当然その余波もそれなりのものとなる。

　最小限まで威力は絞ったが、この魔術の余波によって倉庫内に散乱する工具の数々は全て壁際まで追いやられ、駆け抜けた衝撃波を受けて職員たちは反射的に顔を守った。

　だが肝心のワイバーンの卵は、私が隔絶魔術で覆ったこともあり、この衝撃波をやり過ごすことが叶かなう。

　メルトルスは倉庫内から強制退場させられると、そのまま倉庫の外周を囲む石壁に身体を強く打ち付けた。ヤツは潰れた蛙かえるのような悲鳴をあげるが、死んだわけではない。

　元より竜を絶命させるほどの強力な魔術式は組んでいないのだ。

　それで、十分なのだから。

「──グラトン現場監督！　今の内だ！」

　どこか呆ほうけたような表情でこちらを眺めていたグラトンが我に返る。

「お、おう！　シャッターを下ろせ！　あの薄汚え卵泥棒を締め出すんだ！」

「は、はい！」

　グラトン現場監督の指揮もさることながら、やはりここの職員はよく訓練されている。

　威勢のいい返事ののち、各々は統率された無駄のない動きで持ち場に着くと、大きく開いた倉庫の入り口にシャッターを下ろし始めた。

　見上げると、ゆっくりと下りてくるシャッターには書き込み法の結界魔術が刻まれている。さすが、これならばメルトルスがシャッターを破り、再度倉庫内に侵入してくることもない。

　私は頭の中で否定魔術式を組み、ワイバーンの卵に施された隔絶魔術を解除する。

　そして、すかさずその場を駆け出した。目指すはメルトルスの下、である。

「お、おいあんちゃん！　何を!?」

「けりをつける！　バイト中にすまないが少し外すぞ！」

「何を馬鹿な！　おい！　あんたたち先輩だろ!?　アイツ止めなくていいのかよ!?」

　グラトンが近くでこの様子を眺めていたトルア先輩とクロウス先輩に詰め寄る。

　しかし先輩方は、はは、と苦笑して。

「すみませんが、彼の好きにやらせてやってください」

「そうそう、オレたちはさっさと仕事終わらせちまおうぜ、さすがにもう眠いしよ」

「何を悠長な!?　殺されちまうぞ！」

「いやあ、ねえ」

　先輩二人が互いに顔を見合わせる。そしてクロウス先輩は、どこか呆あきれたような口調で。

「アイツは、できる方の後輩なんで」

　私は身に余る賛辞の言葉に頰ほおを緩めながらも、閉じかけたシャッターの隙間に滑り込んで、倉庫の外へと躍り出る。

　それとほとんど同時にメルトルスが態勢を立て直し、再度ワイバーンの卵を狙うべく、倉庫を睨みつけた。

　しかし、すでにシャッターは閉まった後だ。

　シャッターの表面に刻まれた結界魔術の魔術式もすでに証明が完了し、もはやメルトルス程度の力で破ることは不可能である。

　それはヤツも本能レベルで理解しているらしく、その眼から確かな怒気が感じられた。

　そしてその怒りの矛先は、当然私に向けられる。

「私が憎いか、南方の竜よ」

　竜は本来賢い生き物だ。あるいは私の言葉の意味を理解しているのかもしれない。

　ヤツはこれに応えるかのごとく、極彩色の翼を広げ、けたたましい声で鳴いた。

　相変わらず凄まじい声だ。あれほど分厚いシャッターが震えている。

　だが、さすがに慣れた。

　私はこれを意に介さず、ゆっくりとその場に腰を屈かがめて、倉庫内から拝借してきた赤いチョークで足元に文字を刻みながら言う。

「私はお前に対してなんの恨みもない。お前にとって人間社会のルールなど知ったことではない、というのも十二分に理解している」

　メルトルスが大きく開いた翼を格納し、身体からだを低く落とした。いよいよ臨戦態勢に入ったらしい。

　しかし私はチョークで書き込む手を止めずに、続けた。

「だが、残念ながら私はここの雇い主に仕事をもらった恩がある。だからこそお前とは戦わねばならん」

　メルトルスがこちらへ突っ込んでくる。

　私は一旦地面に書き込む手を止め、あらかじめ腕に記しておいた転移魔術の魔術式へ羽ペンでエンドマークを打つ。

　すると私の姿は一瞬の内に搔かき消きえ、メルトルスは頭からシャッターへ突っ込んだ。

　さすが結界魔術を施しているだけあって、シャッターはビクともしない。

「むろん殺す気はない、しかしこのままただ貴様を追い払っても、また翌年になればここを襲いにくるのだろう？」

　メルトルスが尻尾を振るう。

　私は無詠唱によって身体強化の魔術式を証明し、後方へ飛びのく。

「だから、これをくれてやる」

　そして飛びのきながら、懐からあるものを取り出して、それを地面に書き込んだ文字の羅列の中央へ投げ放る。

　それは古ぼけた竜の牙、その欠片かけらであり、魔術式で言うところのエンドマークである。

　直後、地面に刻まれた文字が光り輝き、子どもの笑い声にも似た音が大地より湧き上がってくる。

　ここであれだけ怒り狂っていたメルトルスの動きが、ぴたりと止まった。

　その爬は虫ちゆう類るいじみた表情から彼の心境を推しはかることはできないが、しいて言うならそこには恐怖の色が浮かんでいるようにも見えた。

　今の〝彼〟がこれを目にするのは、初めてのはずだ。

　とすれば、脈々と受け継がれてきた南方の血がその脅威を覚えているのだろうか。

　なんにせよ興味深い限りである。

「──かつての大戦中、私は多くの人間から実に多くの事を学んだ、魔術はもちろん、錬金術や東方呪術、そしてこれもその一環である」

　大地から笑い声とともに淡い光が湧き出してきて、光はやがて何人もの小人の姿を形成する。光の小人たちは、まるで無邪気な子どもがするように、竜の牙の欠片を囲んで、ぐるぐると回り始めた。

「貴様が南方の出身だということで、それにちなんで、うろ覚えながら私が式を組んだ、気に入ってくれるといいのだが」

　小人たちの境界線が曖昧になり、混ざり合って、竜の牙を覆い始める。光は大地より無際限に溢あふれだして、ある形を成した。

　それはメルトルスよりもひとまわりもふたまわりも巨大な──ワイバーンである。

　メルトルスが、ぎぃっ、と短い悲鳴をあげて、あからさまに狼ろう狽ばいする。

「大地の精霊と契約し、竜の牙を媒体として、かつてグランテシアの空を支配していたワイバーンを再現させた」
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　むろん、現代の弱体化したワイバーンとは比べ物にならない。

　ワイバーンの祖とも呼ばれる竜喰くらいの竜。

　大昔にメルトルスがグランテシアに持ち込まれて以来、数少ない卵を食い荒らされ、とうとう姿を消してしまったかつての空の王である。

　彼の絶滅がその後の低級竜の大繁殖に繫がり、グランテシアの生態系を大きく変えてしまうこととなるのだが、そこは割愛するとしよう。

　南方の巫ふ術じゆつによって再現した残ざん滓しとはいえ、空の王が放つ圧倒的強者の風格はメルトルスなどとは段違いである。それは竜の姿であった頃の黒竜の娘にも匹敵するほどだ。

　メルトルスは一瞬退くような仕草を見せたが、しかしそこは誇り高き竜である。

　すんでのところで留とどまり、極彩色の翼を大きく広げると、サイレンのごとき雄たけびをあげる。凄すさまじい咆ほう哮こうだが、空の王は威風堂々たるさまで微動だにせず、ゆっくりと口を開いた。

　私は衝撃に備えるべく、両耳を塞ぐ。

　──その直後、世界が揺れた。

　大地を割り、天蓋さえ落としそうな本物の咆哮。

　石畳がバリバリとめくれ、魔術結界で補強されたシャッターが悲鳴をあげる。

　空の王の再来を、ただの一声にて世界に示す、そんな咆哮であった。

　これに比べればメルトルスのソレなど、まるで赤子の産声である。

　事実これによってメルトルスは竜としての誇りを完膚なきまでに打ち砕かれ、文字通り尻尾を巻いてその場から逃げ出した。

　竜の誇りも、生物としての本能には抗あらがえなかったのだろう。

　私はあっという間に空の彼方かなたへ消えてしまったメルトルスを眺めて、ようやく両耳から手を離した。

　これでメルトルス──ひいては周辺の竜が、この倉庫へ手を出すことは今後一切ないだろう。少しは雇い主のグラトンに報いることが出来ただろうか？

　まぁ、なんにせよ、

「バイトへ戻らなくては」

　契約完了。

　空の王は光の粒となって霧散し、再び安らかな眠りについた。





○






「──あんちゃん！　なんだかすげえ音がしたけど、大丈夫だったかい!?」

　倉庫へ戻るなり現場監督のグラトンが駆け寄ってきた。

「ああ、心配はない。メルトルスは完全に追い払った、もう二度とここへは近付かないだろう」

「よく分からんが、ラクスティアの学生さんはすげえな……」

　なあに、私はただ労働の義務を果たしたまでだ。それよりも、

「夜も明けた、そろそろ騎竜配達業者がやってくる頃だろう？　急いで卵の仕分けを終わらせねば」

「いやぁ、それがよ……」

　グラトンが言葉を濁した。

　その意図を測りかねてグラトンの背後を覗のぞき込むと──なんと、あの短時間の内にあれだけあった卵が全て綺き麗れいに箱詰めされており、出荷準備が完了しているではないか！

「……あのごたごたの間にあそこの嬢ちゃんと、その、ワイバーンのヒナが全部終わらせちまったんだ」

「なんだと!?」

　見ると、黒竜の娘がワイバーンのヒナ、もとい白竜を抱えて得意満面に胸を張っているではないか。

「ふん、これしきのこと、我と我が弟子にかかれば造作もないことよ」

　白竜は喉をなぜられて気持ちよさそうにぴいぴいと鳴いている。確かに仕事が速いとは思っていたが、まさかここまでとは！

「ワイバーンのヒナをここまで手なずける手腕も大したものだが、この嬢ちゃん覚えが速すぎるぜ……ウチの職員の倍のスピードで仕分けを終わらせちまった」

「貴様ら愚鈍な人間の脳のう味み噌そと比べるな、しかし気分は良いのでもっと褒めろ、カカカ」

「ぐっ……」

　なにを生意気口をと[image: ]りつけたいところだが、怒るに怒れない……！

　だが、なんにせよこれで──

「ああ、あんたらの仕事は終わりだ！　ご苦労さん！」

　トルア先輩とクロウス先輩が「よっしゃあ！」と拳を突き上げて喜んでいたので、私もそれに倣って拳を突き上げる。

　──なんという達成感か！　まるで雲一つない晴天の空のように晴れやかな気持ちだ！

「じゃあこれがバイト代だ！　受け取りな！」

　グラトンが私と先輩二人、そして黒竜の娘に、それぞれ口を縛った麻袋を渡してくる。

　こんなにも金が重いと感じたのは初めてだ！

「正規の日給に残業代をプラスして、少ねえが俺のポケットマネーからもちっとばかし足してやった！　ボーナスだ！」

「い、いいのか!?」

「良いも悪いもあるか！　言っただろう！　俺は雇い主としてのルールは死んでも守る！　正当な労働には正当な報酬！　当然のことだ！　あとの積み込みはウチの職員だけで十分！　帰ってゆっくり休んでくれや！」

「なにからなにまで……お気遣い感謝する！」

　私は深々と頭を下げて、彼らに感謝の意を伝える。

　するとふいに背中に衝撃を感じた。先輩二人が肩を組んできたのである。

「やあやあアーテル君、初バイトお疲れ様！　……ところでお腹なか減らないかい？」

「このまま帰るなんてもったいないぜ！　飯食いに行くから付き合えよ一年坊！」

「ああ、ああ──勿もち論ろん行くとも！」

「我も腹が減ったな、行くぞ白竜」

　先輩二人と肩を組みながら早朝の町を歩き、黒竜の娘が私たちの後についてくる。

　こうして私の記念すべき初アルバイトは幕を閉じた。

　余談だが、この後先輩方に連れられて食べた〝屋台らあめん〟とやらはまさにこの世の物とは思えぬほどの絶品であった。労働も、よいものだ。





○






　──まさか、まさか錬金術だけでなく、巫ふ術じゆつまで。

　遠見の魔術によって、学長室からこの様子を観察していたラクスティア魔術大学学長、ディヴィーナ・フランケンシュタインは言葉を失ってしまった。

　メルトルス程度、彼にとっては相手にすらならないだろうとは承知していたが、しかしこれほどまで──

　それでこそ新聞同好会部長ネペロ・チルチッタに依頼してまで、彼をあのアルバイトへ赴かせた意味があったというもの。

　まさに生ける伝説。魔道の極致。

　今の私では、彼の本気の一端を垣かい間ま見みることすら叶かなわないだろう。

「絶対に振り向かせてみせるけどね……」

　ディヴィーナはひとりごち、ふふふと笑う。いつか自らの魔術で彼の度肝を抜く日が来ることを信じて──

　しかしその時、遠見の魔術にある影が映った。

　アルバイト先の倉庫から少し離れた位置で倉庫内の様子を窺うかがう、一人の女性。

　朝の光が、彼女の髪飾りにきらりと反射した。

「ネペロ・チルチッタ……？」





○






　キャンパス・ライフ初のアルバイトを無事終え、食事ののちに先輩方と別れて、私と黒竜の娘が大魔導ハイツに帰還した頃、すでに日は高く昇っていた。

　いつも通りならばそろそろ大学へ出立しなければならない時間なのだが、私には早急に片付けなければならない問題がある。

　私はすぐに自室へは戻らず、アパートを前にして立ち止まった。

「時にりゅーちゃんよ」

「誰がりゅーちゃんだ、忌々しき魔術師め」

「いい加減、黒竜の娘と呼ぶのがしち面倒臭いのだ、今日のように人の目がある場所では特に話がややこしくなる、かといって真名を呼ぶのはお前の竜としてのプライドが許さんだろう」

「当然だ、竜の真名は人間風情が容易たやすく口にしていいものではない」

「だからりゅーちゃんだ」

「ふん、勝手にしろ、呼び方なぞどうでもいいわ」

　彼女も、口では文句は言いつつも、ソユリのつけたその呼び名を存外気に入っているような節がある。

　さて、正式に許可を得たところで私は、黒竜の娘改めりゅーちゃんに問いかけた。

「先ほどまでは先輩方の目があったので深く言及はできなかったが……本気か？」

「なんのことだ」

「そのワイバーンのヒナのことだ」

　私は彼女の腕の中でうずくまる、バイト先からなし崩し的に連れてきてしまったワイバーンのヒナ、すなわち白竜を指した。

　彼（彼女？）は〝らあめん〟を食したことで満腹になったらしく、実に気持ちの良さそうな寝顔を晒さらしていた。あの食い意地の張ったりゅーちゃんが白竜に自らの食物を分け与えていたことも驚くべきことだが、勿論問題はそこではない。

「本当に、ウチで飼うつもりか」

「無論だ」

　なにが無論、だ。

「ここは私の家だ、家賃も私が払っているし、お前の分の食費も私が払っているのだぞ」

「またアルバイトとやらをこなし、金を稼げばよい、弟子の食費ぐらいは我が賄う」

「……何故なぜワイバーンのヒナごときにそこまでする？」

「それは……」

　それまで不思議なくらい毅き然ぜんとした態度を貫いていたりゅーちゃんが、ここで初めて口ごもった。

　……やはり、何か後ろ暗い理由があるな。

　そうでなければこの傲岸不遜なプライドの塊が、自分より遥はるか低級のワイバーンを弟子に取るなど口にするはずもない。

「き、気まぐれだ！　言っただろう！　自由気ままに生きてこそ竜よ！　カカカ！」

「噓うそを吐つくようならこの話は終わりだ、やはりここでその竜の息の根を止めてやろう」

「!?　ま、待てっ！」

　私は彼女の目をじっと見つめる。

　すると彼女は小さく呻うめいて、それから消え入りそうな声で。

「……その、可哀かわい想そうではないか」

「今なんと？」

「だから、可哀想ではないかっ!!」

　りゅーちゃんの腕の中で白竜が身をよじって目を覚ましかけた。彼女は慌てて白竜の頭をなぜ、再び眠りにつかせる。

　そののち、彼女は我に返ったらしく、かあっと頰ほおを染めて俯うつむいてしまった。

　一方で私は、りゅーちゃんの衝撃的な発言にしばし固まってしまう。

「……可哀想、と言ったのか？　お前が？」

「悪いか！　我だって同情ぐらいはする！」

　彼女はほとんどヤケクソになりつつも、しかし白竜が目を覚まさないよう声を抑えて言った。

「故郷の空を見る間もなく郷里を離れ、産みの親とも離別……いくら低級竜とはいえ、我と同じ竜、我と同じく親を失った境遇だ！　せめて我が親代わりになる！　これで文句はないか！」

「なんと……」

　私は次に続く言葉を失ってしまった。

　あのりゅーちゃんの口から、同情という言葉が出るとは。

　彼女の顔を見れば、これが噓偽りない本心からくる発言だということは私にも分かる。

　しかし、彼女にまさかこんな一面があったとは……。

　きっと今までの私は心の奥底で、彼女をたかが竜と、たかが冷血動物と侮っていたのだろう。こうなれば、もはや己の狭視野を恥じ入るほかない。

　クロウス先輩にあれだけの事を言っておいて、まさか私自身が彼女を〝傲岸不遜な竜〟の側面でしか見ていなかったとは。

　なるほど、なるほど。

「……確かに、これは私の落ち度だな、私はお前を侮っていたようだ、それほどの覚悟があろうとは、夢にも思っていなかった」

「な、なんだいきなり、ふん、当の親の仇かたきに何を言われようが我の決意は揺るがぬぞ」

「それは重々承知している」

　彼女の親である黒竜を討ったのは、他でもない私だ。

　親を失った彼女が、同じく親を失ったワイバーンの親となろうとする。

　これもまた因果であろう。多少強引な論理だが、責任の一端は私にもあるということだ。

　しかし、

「──それとこれとは話が別だな」

　私はそう言って、ゆっくりと彼女から距離を取った。

　りゅーちゃんはこちらが発散する気配から、これから起こることを察したらしく、白竜を強く抱きしめた。

「あの時お前を生かし保護することに決めたのは他でもない、竜であるお前が魔術を覚えた、それだけで観察対象としての価値があると踏んだからだ、すなわち」

　私は彼女と一定の距離を取ると、振り返りざまに言った。

「受験はどうする？」

　りゅーちゃんが表情を歪ゆがめる。

「貴様がその身にかけられた呪いを解くには、この一年間血ち反へ吐どを吐く思いで受験勉強に勤いそしみ、ラクスティア魔術大学への入学を果たして魔術を究めるほかない。弟子なぞをとって、それが成し遂げられると思うか」

「ふ、ふん！　造作もないことよ！　我にかかれば受験勉強など……」

「ではこの前の模試の点数はいくらだった？」

「ぐっ……！」

「結界魔術における魔術式の最適化は？　東洋呪術を魔道具に落とし込む上での公式は？　イゾルデ式におけるフレーズの変化形はさすがに覚えたか？」

　彼女はあからさまにたじろいだ。

　ふん、お前の苦手教科など全て把握済み。そして今の学力ではラクスティア魔術大学の入学試験を突破することなど到底不可能だということも、だ。

「その程度すぐに覚えてみせる！　我を見くびるな！」

　彼女はそれを分かった上で虚勢を張った。

　なるほど、覚悟だけは認めてやってもいい。その覚悟を買って、

「──ならば中間テストだ、私を破ってみろ」

　私は懐から数枚の羊皮紙を取り出した。最も早はや見慣れたものだろう、錬金式の刻まれたゴーレム制作の羊皮紙、これをいつも通りにあたりへばらまく。

　このまま羊皮紙が地面に接地すれば、羊皮紙の数だけゴーレムが生まれ落ちる──はずだったが。

「ほう」

　私は思わず感嘆の声を漏らした。なんとばらまかれた羊皮紙は、一枚残らず空中で燃え尽きてしまったのだ。

　無詠唱の火炎魔術、なるほど大口を叩くだけはある。

「ふん、何度も同じ手を食うものか！　とっくに見切っておるわ！」

「だと思ってな、ダミーを混ぜておいた」

「なっ!?」

　さすがに毎度同じ手ばかりでは芸がなかろうと思い、羊皮紙の中に一枚、耐火処理を施した特殊な紙を混ぜておいたのだ。

　そこに刻まれているのは錬金式ではない。呪じゆ詛そ返しの魔術式だ。

「しまっ」

　りゅーちゃんの眼前に、ぼんっ、と赤い炎が現れる。彼女は目を丸くして、その刹那、赤い火の玉が彼女の眼前で炸さく裂れつする。

　彼女は咄とつ嗟さに白竜をかばい、自らの魔術を背に受けた。

「うぐっ……!?」

　体勢を崩し、その場にくずおれる。

　彼女もまた懐に魔護符を忍ばせてあるので直接的なダメージはないのだろうが、しかし反射的に白竜をかばうとは。

　私はそんな彼女に驚かされながらも、ゆっくりと歩み寄る。

　りゅーちゃんは白竜を強く抱きしめ、ぎゅっと目をつむっている。

　……ふむ。何を勘違いしているのかは分からないが、私は彼女の頭にぽんと手を置いた。

　りゅーちゃんは固く結んだ瞼まぶたをほどいて、目をぱちくりさせている。

「完全ではないものの無詠唱で否定魔術式を証明し威力を抑えたか……まぁ及第点だろう、さぁテストは合格だ、中へ入れ」

「い、いいのか……？」

　珍しく、彼女はいつもの毅然とした態度を微み塵じんも感じさせない口調で問いかけてきた。

「いいに決まっている、ただしお前が少しでも受験勉強をサボれば、そのワイバーンはすぐにでも家から追い出すぞ」

「か……か、カカカカカ！　承知した！　承知したぞ！　忌々しき魔術師めが！」

　……なんと嬉うれしそうに笑うのだ。

　私はふぅ、と一つ溜ため息いきをついて、家の鍵を取り出した。

　そしていつものように錆さびついた鍵穴と格闘する傍かたわら、私はりゅーちゃんに語り掛ける。

「しかし弟子の為ために学ぶとは予想外だ……てっきりお前は私への復ふく讐しゆうだけをモチベーションに魔術を学ぶだろうと思っていたのだが」

「……なんだ今更そんな分かり切ったことを」

「話は最後まで聞け、まぁ、なんだ、お前はどうやら親の仇を討つ、という目的がなくとも、その弟子とやらを養うために魔術を学ぶだろう？」

「ま、まぁそれはそうかもしれんが、しかし忘れるな！　第一に我はお前を倒すためにこの呪いを解く！　そして母君の無念を……！」

「お前の母親、まだ生きているぞ」

「へ？」

　かちゃり、と音を立てて鍵が回った。

　……ふむ、この鍵穴の錆はいかんともしがたいな、今度大家に進言するとしよう。

「お、おい!?　貴様!?　それはどういう……」

「さあ無駄口を叩くな、勉強の時間だ、今日は結界魔術の一から十まで教えてやろう」

「ちょっ……おい！　コラ！　この……忌々しき魔術師めがあああ!!」

　この日、ある幼き少女の怒声が、ご近所さんたちの目覚まし代わりになったという。







[image: 第二章　大賢者、休日を過ごす]

　ラクスティア魔術大学の図書館といえば、グランテシア大陸でも有数の大図書館である。

　名門の名に恥じぬ膨大な蔵書の数々、まさしく本の海。

　私も常々、ただ悪魔的な引力に身を任せて、思うさまあの知識の海へダイブしてみたいと思っているのだが、残念ながらことごとく機会を逃し続けている。

　いつか必ずや……。

　まぁダイブ云うん々ぬんはともかく、今回、私とソユリは図書館二階学習スペースにて先の講義で出された課題に取り組んでいた。

　科目名は、魔道具制作基礎演習。課題内容は、今回の講義で説明した魔道具の歴史と発展について踏まえた上でなにか一つ自由に魔道具を作ってくること、である。

　魔道具制作など専門外もいいところであるが、しかしやるからには全力で取り組まねば意味がない……と、いうわけで。

「できたぞ」

　時間にして数分、私はある魔道具を完成させた。

　向かいの席で難しい顔をしてノートとにらめっこをしていたソユリがぎょっとする。

「早くない？　私まだアイデアすら浮かんでないんだけど……」

「簡単なものだからな、しかしなかなかの出来だ、是非見てくれ」

　そう言って、私は彼女へ制作物を差し出す。

「なにこれ……折りたたまれた写真？」

「その通り」

　最新の転写技術によって一枚の紙に写された、いわば人物転写というものである。

　今回は適当に目についた雑誌からとある女性の顔写真を切り抜き、使わせてもらった。

　雑誌の切り抜きは丁度女性の鼻のあたりで二つ折りになっていて、この女性の顔かたちを十全に窺うかがうことはできない。

　ソユリはほとんど無意識的に二つ折りになった写真を開こうと──

「──ま、待てっ！　開くな！」

　私は咄嗟に身を乗り出し、ソユリを制す。

「な、なに？」

　ひとまず私は折りたたまれた顔写真を受け取り、手元へ持ってくる。

　……危ないところだ。

「これは大戦中に用いられた魔道具……いわゆるブービートラップの一つでな、顔写真を開くことで内側に仕込まれた極小のインク袋が破けて魔術式にエンドマークが打たれる仕組みになっている」

「ぶ、ぶーびーとらっぷ？」

「そうだ、簡単に言うと、不用心にもこれを開いた者は証明された魔術式によって数十メートルほど吹っ飛ぶ羽目になる」

　子どもが手慰みに作れるほどの単純な代物だが、しかしその効果は絶大である。

　魔道具が大戦中にめざましい発展を遂げたものだということを鑑みれば、やはりこれは外せないだろう。

　若干遊びが足りない感はあるが、しかし初回の制作物であまり奇をてらいすぎるのもどうかと思うので、これぐらいが妥当であろう。なんせ基礎演習だからな。

　などと考えていると、ふとソユリがこちらを睨にらみつけていることに気付いた。

　はて？

「……アーテル君、それどうするつもりだったの？」

「どうするつもりとは……提出要項にあった通り、期限までに研究室のポストへ投とう函かんするつもりだったが」

「テロだよ!!」

　ソユリが声を張り上げるのと同時に、他のテーブルで各々作業に取り組んでいた学生たちの内何人かが不愉快そうにこちらへ振り向いた。

　改めて言うがここは学習スペースである。

　雑音等を気にせず、集中して学習がしたい熱心な学生たちの集まる場ゆえ、雑談程度ならばともかく、過度に騒いだり大声を出したりすることは禁止されている。

　ソユリは慌てて声を抑え、その分、身を乗り出して顔を寄せてくる。

「（そんな物騒なもの、先生が間違って開いちゃったらどうするの!?）」

「年若いソユリならまだしもこんな古典的な手に百戦錬磨の教授が引っかかるとは……」

「（いいからダメ！　もし万が一にでも先生が吹っ飛んじゃったら今度こそ退学だよ！）」

「それは困る！」

　私はあらゆる反論の言葉を吞のみこんでソユリに従うこととした。

　たとえ毛先ほどの確率だとしても退学だけは御免だ！

「では改めて別の魔道具の制作に取り掛かるとしよう」

「それがいいよ」

　ソユリはほっと胸を撫なでおろした。自分の課題もあるだろうに、私の心配までしてくれるとは、つくづく思いやりのある学友を持ったものだ。

　しかし、第一の問題として、

「手元に材料がなくなってしまった」

　もとより魔道具の構想は出来ていたために、顔写真の切り抜きとインク袋しか用意していなかったのだ。

「購買で売ってないの？」

「ある程度は揃そろうだろうが……仕方ない、とりあえずは別の用事から済ませてしまおう」

　私は一階図書館から借り出してきた数冊の本の山から、一冊を手に取り机に広げる。

「なにそれ？」

「ワイバーンの生態に関する本だ」

「アーテル君、ワイバーンに興味があるの？」

「私ではない、興味を持っているのはウチの受験生だ」

「受験生？　……ああ、りゅーちゃんのこと」

「そうだ、ヤツが私の家でワイバーンのヒナなどを飼い始めたものだからな」

「ワイバーンのヒナを飼うって……すごいね」

「しかし私もヤツもワイバーンのことなぞてんで分からん、ましてワイバーンのヒナを飼育する方法なぞ、どんな資料にもマトモに載っちゃいない。なのでこうして使えそうな部分だけ抜粋するのがもう一つの用事だ」

　私はぺらぺらとページをめくり、役に立ちそうな項目が目に留とまれば、羽ペンでもってメモ帳にこれを書き写していく。

「アーテル君って、意外と面倒見いいよね……超鈍感だけど」

「すまない、後半なんと言っただろうか、上う手まく聞き取れなかったのだが……」

　そこまで言いかけてから私は羽ペンを取り落としてしまう。

　誤って、ではない。他の学生の背中が私たちのテーブルにぶつかり、その衝撃でペンが手元から弾はじかれてしまったのだ。

「うぇ[image: ][image: ][image: ]ｗｗｗはらいてぇｗｗそれは卑ひ怯きようすぎるっしょｗｗｗｗ」

　ぶつかってきたのは、心底楽しげに笑う一人の男子学生であった。方々に尖とがり、毒々しい色をした毛髪が印象的である。

　そして彼は私たちに話しかけているわけでなく、そもそも認識すらしていないようだ。

　どうやら彼は、向こうのテーブル一つを陣取って大層な盛り上がりを見せる集団の、その一員であるらしい。

「オイオイオイ！　見てくんねこれ！　これ傑作じゃね？ｗｗ」

「これ以上笑ったら死ぬわオレｗｗｗｗでも見るｗｗｗ」

　呼びかけられて、彼は再び例の一団に加わると、ひときわ甲高い声で笑った。

　楽しそうなことだ。彼らはいったい何が面白くて死にかけの鶏のごとき声をあげているのか、純粋に気になるところである。

　しかし、周りの人間は違うらしい。

　彼らを見つめる他の学生たちは、さながら般はん若にやの形相だ。まるで親の仇かたきでも見るような、殺気のこもった目である。もう少しすれば血涙さえこぼれ出しそうな勢いだ。

　ともかく、私は先ほど取り落としてしまった羽ペンを拾いあげる。

　そして再び写字作業へ戻ろうとしたところで「しまった」と手を止めた。

「落とす前に力を込めてしまったせいだろう、ペン先が潰れてしまった」

「え？　大丈夫？　私のペン貸そうか？」

「いや、問題ない」

　そう言って私は懐から替えの羽ペンを取り出し、ペン先にインクをつける。

　まずは試し書きだ、新品は手に慣れさせるところから始めなくては……。

「……今時羽ペンなんて使ってる人、アーテル君以外に見ないよ」

「言われてみれば」

　確かに、学内で羽ペンを使っている学生に出会ったことは無い。

　皆一様になにやら見たこともない筒状のモノで文字を書いており、私はおぼろげに「ああ、あれが現代のペンなのだな」と認識していたが、いかんせんあまり意識したことはなかった。

「その、純粋に疑問だから聞くんだけど……書きにくくない？」

「考えたこともなかった、私は生まれてこの方、これしか使ったことがないからな」

「昔おじいちゃんから聞いたんだけど、羽ペンってすぐにペン先がダメになるんだよね」

「言われてみればそうだな、しかし羽ペンは安価だ、替えはいくらでも買える」

「……一応言っとくけど、多分ウチの購買には売ってないよ、羽ペン」

「なに……？」

　そんなバカなと返すつもりだったが、しかしふと思いとどまる。

　最近忘れがちだが、私と彼女ら大学生の間には、確かに３００年以上のジェネレーションギャップが存在しているのだ。

　魔術を究めたいという思いばかりが先行し、文房具のことなどまるで意識の外だったが──ありうる。

　２００年間、私が山に籠っている間に羽ペンが前時代の遺物となってしまった可能性が！

「そ、それでは私はどこで新しい羽ペンを買えばいいというのだ？」

　これは由ゆ々ゆしき事態だ。羽ペンのストックが切れれば書き込み法の魔術式を証明することが叶かなわない。いや、それ以前に──授業のノートが取れなくなる！

　これは全くの死角から襲い掛かってきた我がキャンパス・ライフの危機である！

　しかし心優しきソユリは、しばらく頭を悩ませた末にある考えが浮かんだらしくぽんと手を打った。

「そうだ、ショッピングモールに行こうよ」

「しょっぴんぐもーる？」

　聞いたことのない単語である。

　ソユリはふっふっふ、と勿もつ体たいぶりながら説明した。

「この大学を下っていったところにおっきなショッピングモールがあるんだよ、そこに行けば羽ペンも、あと魔道具の素材も売ってるよ、多分」

「要するに市場のようなものか？」

「そうとも言えるかも、とにかく今度の休日行ってみようよ、その……二人で」

「ああ、そうしよう」

　本当にソユリには助けられてばかりだ。

　感謝の言葉の一つでも述べようと思ってソユリの方を見やると、何故なぜか彼女はあからさまにこちらから目を逸そらしていた。加えて言うなら、耳まで真っ赤である。

「……どうした？」

「別に……」

　具合でも悪いのか？　私がそう尋ねかけようとしたところ、再度机が大きく揺れた。

　またも尖り頭の彼である。

「うぇｗｗｗｗｗはらいてぇｗｗｗｗもう無理ｗｗｗｗ」

　ソユリはここで露骨に不機嫌そうな顔になり、般若の面が一斉に彼の下へ向けられた。

　しかし不思議なことに、この刺さるような視線に彼らは一向に気付かない。それどころか一層盛り上がっている。

「オイオイオイｗｗｗｗもっとヤベエことになったわｗｗｗｗ」

「マジ？ｗｗｗいくわｗｗｗ」

　再び彼が呼び戻され、一団の盛り上がりが最高潮に達した。

　本当に何があんなにおかしいのだろう。私はそればかり気になってうずうずしているのだが、どうも周りの雰囲気が許してくれない。

　そんな時である。

「うぇ、お前なんか袖についてるべｗｗｗｗ」

「あえ？　なんだこれｗｗｗｗ写真ついてるｗｗｗｗ」

「女の写真ｗｗｗｗアイコラに使おうぜｗｗｗｗ」

　……女の写真？　そういえばさっき私が作った魔道具はどこへいった？

　次の瞬間、

「──うぇいっ!?」

　と、妙な悲鳴をあげて尖り頭の彼がイスから吹っ飛び、窓ガラスを突き破ってそのまま学習スペースから強制退場させられてしまった。

　本来粛々と作業に取り組むべき学習スペースが、割れんばかりの拍手と歓声に包まれたのはそのすぐ後のことである。
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　自習スペースでの自主学習を終えて講義に向かうソユリを見送ったのち、私は次の講義までの時間潰しにギルド──購買前掲示板──へと訪れた。

　そこには、もはや見慣れた二人の姿が。

「──絶対にこっちの方が良いね！　そんなバイト死んでもやるもんか！」

「あぁ!?　お前が選より好ごのみできる立場か!?　そんな金払いの悪いバイトよりこっちに決まってるだろ！」

「給金でしかバイトを判断できないのかい!?　スマートじゃないなぁキミは！」

「お前こそ細かいところばかり気にしやがって女々しいヤツめ！　だから女のセンスも悪いんだよ！」

「はぁ!?　キミにだけは言われたくないね！　いっそ勝負するかい!?」

「じゃあ今までに付き合った一番可愛かわいい元カノで優劣を決めようぜ！」

　デジャヴ、だ。

　トルア先輩とクロウス先輩が、掲示板前で激しい口論を繰り広げている。

　先輩方は毎度面白い勝負の方法を思いつくものだ、などと感心しながらも、私は例のごとく彼らに挨拶をする。

「お疲れ様です」

　私が深々と頭を下げると、二人はほぼ同時にこちらへ振り返った。

「ん？　おお、アーテルじゃねえか」

「よく会うねえ」

　全くである。

　学科も学年も違うというのに、この広いキャンパスの中でよく何度も遭遇できるものだ。

　この偶然に感謝を捧ささげよう。

「時に、先輩方はまたバイト探しか？」

「ああそうとも！　でもまた意見が割れていてね！　困ったものさ！」

「トルアとじゃ一度もスムーズに決まったためしがねえ！　……そうだアーテル！　お前、また俺らとバイトをしねえか!?」

「おお」

　それは願ったり叶ったりである。

　先日のアルバイトは、実に充実していた。

　高い給金はもちろんのこと、なんというか、労働の本質的な楽しさを感じられたような気がしたのだ！

「是非ともお受けしたいところ──」

「いやぁ、やっぱりアーテル君は話が早いな！　ちなみに今迷ってるのはこの二つなんだけども！」

　私が言い終えるよりも早く、トルア先輩が二枚の紙を押し付けてくる。

　どちらも素晴らしく魅力的で、知的好奇心をそそられるアルバイトではあるが──実施日の欄を見て落胆した。

　実地日が、次の休日とあるのだ。

「……すまない、今回は参加できないようだ」

「え、なんでだい？　何か予定でも？」

「ああ、その、この日は先約が入っている、ソユリと出かけるのだ。悪いが今回は……」

　せっかくの先輩方からの誘いを断ってしまい申し訳ない。

　ここは丁重にお断りさせてもらうべく頭を下げようとすると、何故か彼らはにやにやと口元を歪ゆがめていた。

「ほお、先約ねぇ」

「ソユリってのはあのいっつも一緒にいる子かあ、へぇ、ふうん」

　なんだか意味ありげな物言いだ。

　もしや怒らせてしまったのでは？　と彼らの顔を見返すと、突然先輩方に二人がかりで身体からだを押さえ込まれ、そして、

「「出ていけ！」」

「うおっ!?」

　丁度家に迷い込んだ野良猫をつまみ出すときのように、購買から追い出されてしまった。

　何故だ!?　やはり怒っていたのか!?

　突然の意味不明な行動に目を白黒させていると、廊下を通りかかった少女と頭から衝突してしまう。

「いたぁっ!?」

　小柄な彼女は不意の一撃に面食らったのか、大きな悲鳴をあげてうずくまった。

　私は咄とつ嗟さに体勢を立て直し、彼女へ駆け寄る。

「す、すまない！　大丈夫か!?」

「も[image: ][image: ]……びっくりしましたよ[image: ][image: ]……」

　彼女は涙声で抗議しながら、自らの頭をさすっている。

　そしてその頭にはきらきらと光を返す髪飾りの数々。

　彼女の名前は知らないが、見覚えはあった。先日ギルドに新しいバイト情報を持ってきた彼女だ。

「け、怪け我がはなかったか、あまり得意ではないが私は治癒魔術も使えるぞ」

「そこまでではないですぅ、あぁ、もう災難ですねぇ」

　彼女はぶつぶつ文句を言っているが、良かった、大事にはならなかったようだ……。

　私はほっと胸を撫なでおろし、その際に小脇に抱えていたノートの一冊が消えていることに気付く。

　落としてしまったか？　しかしどこに……？

「はい、これあなたのですよね」

　髪飾りの少女が身体を起こすついで、私へ一冊のノートを差し出してくる。

　良かった、どうやらぶつかった拍子に落としてしまっただけのようだ。

「ありがとう、これは私の大事なものなのだ」

　私はノートを受け取り、彼女に礼の言葉を述べる。

　すると彼女は私の顔を見上げて、あからさまに表情を変えたではないか。

「あれ、アーテルさん？」

「私の事を知っているのか？」

「それは勿もち論ろん、知っていますとも！　あなたは我が新聞同好会がサークルとして認可されるために大変役に立ってくれましたから！」

「……なんのことだ？」

「ああ、いえいえ、こっちの話ですので」

　彼女はごまかすようにははは、と笑った。

「申し遅れました、私、呪術科二年のネペロ・チルチッタです、以後お見知りおきを」

　そして手早く自己紹介を終え、ぺこりと頭を下げてくる。

　忙せわしない女性だ。私のような者では反応することはおろか、その目も回るような早口を聞き取るだけで精いっぱいである。

「ところで、そのノートはなんなのでしょう？　先ほど大事なものとおっしゃっていましたが」

　ネペロは私の手元のノートを指して尋ねてくる。

　後半は彼女の早口に圧倒されていただけの私であったが、かろうじて我に返り、この質問に答えることが叶かなう。

「あ、ああ、これは、なんのことはない、ただのノートだ」

「……本当ですかぁ？　そんなに大事そうに小脇に抱えているのにぃ？」

　どういうわけか、彼女は私の言葉を疑っている風だ。

　本当か、と言われても、大学生にとって講義の内容を書き取ったノートは命の次に大事なものだろう？　なんら不自然ではないと思うが……。

「少し見せてもらってもよろしいでしょうか？」

「何故なぜだ？」

「お礼は、そうですね、ウチのサークルのマスコットキャラクターとして売り出そうと思っている〝ゴシップ君〟のキーホルダーでも……」

「何故だ？」

「ああ、それと私たち来週から大学内で新聞を掲載するんです～良かったら読んでくださいね～」

　おかしい、会話が通じていないのか？　まるで人語を用いる全く別の生き物と会話しているようではないか……。

　いや、いや、それはともかく。

「理由は分からないが、人に見せるつもりで書いてるわけではないんだ、すまないな」

「そうですかぁ、残念です」

　ネペロはがっくりと肩を落として、分かりやすく落胆のポーズを示した。

　出会ったばかりの人間のノートが読めなかったぐらいでここまで落ち込むとは……変わった女性である。

　そうだ、変わった、といえば。

「こちらからも一つ質問をしてもいいか？」

「ええ、どうぞ」

「呪術科とは名前の響きから判断して呪術全般についてを学ぶ場所だと推測するが、そこではもしや〝魔法〟も取り扱うのか？」

　ネペロの肩が僅かに上下する。

　しかし彼女は、すぐさまそれを誤ご魔ま化かすようにけらけらと笑った。

「……イヤですねぇ、魔法？　ファンタジーじゃあるまいに、そんな眉唾をわざわざ学校で教えるわけないじゃないですか、さすがの大学でも魔女はいませんよ、ハハハ」

「しかし、君からはかつて出会った魔女と同じ匂いがするぞ」

　強いて言うなら薬草特有のつんとした香りがそれに近い。

　今ではとんと嗅ぐこともなくなったが、その分私の記憶が本物の匂いを鮮明に記憶している。しかしそうなると彼女の話とは食い違うが、これはどういうことか──

　そう尋ねようとしたところ、いつの間にか彼女が消えていた。

　正確には気付くとすでに数十メートル離れた位置にいてこちらへ手を振っていたのだ。

「ではアーテル君ごきげんよう[image: ][image: ][image: ]新聞絶対見てくださいね[image: ][image: ][image: ]！」

「あっ、おい……！」

　その言葉を最後に残して、ネペロは嵐のように去っていった。

[image: ]

　一人残された私は自然溜ため息いきを吐つく。

　ラクスティア魔術大学の学生は皆個性が強く、私のような凡夫ではついていくことすらままならないな……。
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「──ネペロ・チルチッタ、新聞同好会の部長だね」

　学食にて、いつもの三人で卓を囲み食事をする中、私の問いに答えたのはマリウスであった。

「ふふん、伊だ達てに一年早く入学したわけじゃないからね」

　彼女はそう言って得意げに胸を張った。

　そうだ、忘れかけていたがコイツは私たちよりも一年先輩なのだ。彼女について知っていてもなんら不思議ではない。

「とはいえそんなに多くは知らないよ、なんせ学生なんて掃いて捨てるほどいるからさ、ただ、そうだね、彼女が部長を務める新聞同好会が最近サークルとして認可されたっていうのは風の噂うわさで聞いた」

「サークルは知っているが、同好会とはなんだ？」

「簡単に言っちゃえば大学非公認のサークルみたいなものかな、それが晴れて大学公認のサークルになったのさ」

「サークルとして認められると何かが変わるのか？」

「変わるとも、まず大学から活動予算が出る、それから申請さえすれば大学の講義室が使えるようになるし、学内で活動する上でのあらゆる制限が取っ払われる」

　なるほど、サークルというのはそういう仕組みであったのか。

　ネペロ本人の情報ではないが、マリウスにしてはタメになる情報だ。

「それで、そのネペロ先輩がどうしたの？」

「いや……先ほど廊下で少し言葉を交わしたのだが、私のおかげで新聞同好会がサークルとして認可された、などと妙なことを言っていてな、気になったのだ」

「アーテル君のおかげで？　それはまたなんでだろう……」と、ソユリは小首を傾かしげる。

「ははは、どうせアーテルのことだから、また知らない内になんかやらかしたんじゃないの～？」

「全く覚えがない」

　マリウスがこちらを小馬鹿にするように言ってくるが、本当に心当たりがない。

　身に覚えのないことで恨みを買うならばまだしも、逆に感謝されるというのは妙に座りの悪い事だ。

「それと、突然ノートを見せてくれと言われた」

　ソユリとマリウスが同時に眉をひそめた。

「初対面で？」

「初対面で、だ」

「アーテルまたなんかヤバいのに目つけられたんじゃない？」

「またとは何か」

　今まで生きてきて〝ヤバい〟のに目をつけられたことなど、一度もないぞ。

　ああ、しかし若い時分に一度だけ魔術原理主義の教団に目をつけられたことはあったか。

　昼夜問わず暗殺者が押しかけてきて食事をとる暇もなかった。

　あれはそこそこ〝ヤバかった〟ような気もする。

　しかし、頭のイカレた教団の連中と比べれば、ネペロなる女学生からそれほど危険性は感じなかったが、

「……まぁ、アーテル君は色んな意味で目立ってるからね、そういう子の一人や二人、絡んできてもおかしくないかも」

　ソユリがぼそっと呟つぶやいて、アメモア茶を啜すすった。

　それもまた解せない。私のような未熟者は、ただ粛々と学業に取り組むばかりで、でしゃばるような真ま似ねなどしていないはずなのだが……。

「自覚がないのが、アーテル君らしいよ」

　そして彼女は、こちらの胸の内を見透かしたように言った。

　解せない。

「まぁボクはキミがまた面倒ごとに巻き込まれてくれるのを祈るばかりだよ、アーテルの困り顔は見てて面白いからね、いひひ」

「性悪女が、いっそ魔術師をやめて本物の魔女にでもなったらどうだ」

「ボクという天才を失うのは魔術界にとっての大きな損失になるよ」

　なにが損失だ、厄介払いの間違いだろう。貴様が魔女へ転向した暁には、一同万歳三唱で祝福してやろう。

「そういえばマリウス、貴様、何故普段から魔女の真似事のような格好をしている？」

　入学式では色々とゴタゴタが続いてしまい、ついぞ追及できず、それから有う耶や無む耶やになっていたのだが、考えてみればおかしな話である。

　何故、魔術師としてのプライドの塊であるようなマリウスが、魔女を模したような服装で身を纏まとっているのか。

　そう思って尋ねると、彼女は──忌々しい、いかにもこちらを嘲あざ笑わらうように、ふふんと鼻をならした。

「ふ[image: ][image: ][image: ]ん？　知らないのアーテル？　学がないなぁ」

「いいから早く教えろ」

「しょうがないから教えてあげるよ、この土地はね、大学が建てられる以前は頻繁にサバトの行われていた場所だったんだ」

　サバト──

　演劇サークル〝サバト〟の語源ともなったであろう、魔女たちの夜会のことか。

「サバトについては諸説あって、現存してる史料が少ないから確かなことは分からないけど、一説によれば悪魔との乱交の場だの、幼児を食らっていただの」

　ソユリがあからさまに顔をしかめる。

「おばあちゃん、それを知った上でそんなコスプレなんかしてたの……？」

「ち、違うから！　あくまで一説！　魔女の特性上、これはかなり尾ひれのついたものだから！　実際にはそんなことしてないよ……多分。ともかく！　ここは以前魔女たちにとっての聖地だったの！」

「噂と言うのならば、何故ここがサバトの地であったと断言できる？」

「ふふん！　よくぞ聞いてくれました！」

　マリウスが指を立てた。

「──そもそも魔女が用いる〝魔法〟っていうのは、魔術とは全く逆の性質を持ってるんだ。魔術が世界の理ことわりを魔術式によって力任せに書き換える技術だとしたら、魔法は世界の理から力を引き出す技術だ」

　彼女は立てた指をくるくると回しながら、得意げに語る。

　気分はさながら教きよう鞭べんを執る講師なのだろう。

「まぁ要するに、世界の大いなる流れから力を拝借する、というわけだね。その分魔術よりもずっと強力なんだけど、いかんせん世界から力を借りるにはそれなりに面倒な手続きがいる」

「魔女たちの儀式などがそれにあたるな」

「その通り、魔法はいわゆるシャーマニズムの一種だからね、いつでもどこでも力を借りられる、というわけじゃない。しち面倒くさい儀式と、それに見合った場所が必要なのさ」

「つまりラクスティア魔術大学の建てられたこの場所が、それに適した土地だったと？」

「そうさ、ボクは魔法に関してそれほど詳しいわけではないけど、調べたところ、どうやらここは魔法の儀式を執り行うのにとっても好条件らしい。それを裏付けるように、この大学周辺には魔女信仰が色濃く残ってる」

「なるほどな」

　マリウスの言わんとしていることは分かった。

　ここが魔法に適した土地であり、かつてサバトの行われていた地であったことも。

　しかし、

「……それとお前の魔女の仮装に、なんの関係がある？」

「──いずれ入学してくるキミの無知を笑うために決まっているじゃないか、いひひ」

　問答無用。

　懐から取り出したメモ用紙をマリウスの額に貼はり付け、エンドマークを打った。

「びびびびびびびびびびっ!?」

　電撃が迸ほとばしり、マリウスの全身を明るく照らす。

　ソユリは感電するマリウスに見向きもせず、実に優雅にアメモア茶を啜っていた。
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　春のうららかな陽気が、私を包み込む。

　青々と茂った街路樹の葉が、柔らかく降り注ぐ陽光を受け、きらきらと輝いている。

　まるで私を待つ輝かしきキャンパス・ライフを象徴するかのような光景ではないか、とひとり頰ほおを緩めた。

　──今日は休日、すなわちソユリとの約束の日だ。

　大魔導ハイツより徒歩20分。ソユリに教えられた通りに大学周辺の住宅街を抜け、更に坂を下っていくと、人の賑にぎわう通りに出た。

　大魔導ハイツに引っ越してからというもの、行動範囲が大学周辺の住宅街に留とどまっていたため、ここまで足を延ばしたのは初めてである。

　待ち合わせ場所として指定されたのは、大通りから少し外れた場所にある広場中央の大噴水前ということであったが──なるほど、実際目にしてみると、彼女がここを待ち合わせ場所に指定した意味が分かる。

　立派な噴水だ。噴水自体に施された装飾はもちろんのこと、天高く噴き上げられた水が見事なアーチを描き、心地よい水音を立てている。これほど見事な噴水はそうそうあるものでもないだろう。

　そしてこの大噴水を背に佇たたずむソユリの姿を発見するのに、そう時間はかからなかった。

　約束の時間より早めに到着したはずなのだが、どうやら私は彼女の律義さを見誤っていたようだ。

「待たせてしまったな、すまない」

　謝罪の言葉を口にして、彼女へと歩み寄る。

　彼女はこちらの姿を認めると、どこか安心したように頰を緩めて、

「ううん、今来たところだから」

　あっけらかんとそう答えるので、私は彼女の底抜けの謙虚さに舌を巻いてしまった。

　長い時間水みず飛沫しぶきを受けていたためであろう。コートの背中が湿ってまだら模様になっていることに彼女は気付いていないのだろうか。

「そういうアーテル君も随分早かったね、……気遣わせちゃったかな？」

「そんなことはない、私とて楽しみだったのだ……それよりもソユリ、コートが濡ぬれてしまっているぞ」

「えっ!?　ほ、本当だ……やだなぁ」

　私に指摘されて、ソユリは初めてそれに気付いたようだ。恥ずかしさからか頰を朱色に染めてしまっている。せっかくの上等なコートがこれでは忍びない。私は彼女の下へ跪ひざまずき、ティッシュペーパーを取り出した。

「生あい憎にくハンカチはないが、運よく大量にティッシュの持ち合わせがある、拭いてやろう」

「えっ、ちょ、恥ずかしいよ……！　自分でできるから……！」

「すぐ終わる」

　ソユリは初め嫌がるような素振りを見せていたが、すぐに観念したようで後半は顔を真っ赤に染めて俯うつむくだけであった。

「これで良いだろう、あとはすぐに乾くはずだ」

「あ、ありがとう……」

「礼には及ばない、またこれが必要になる機会があれば遠慮なく言ってくれ」

「……アーテル君って普段からそんなに大量のポケットティッシュ持ち歩いてたっけ？」

　なるほど、この携帯サイズのティッシュペーパーはポケットティッシュというのか、勉強になる。

「いや、大通りを歩いていたら親切な通行人が恵んでくれた」

「ああ……なるほど……」

　私の知るティッシュペーパーは医療用に用いられる貴重な資源であったのだが、大戦が終わり、物資も人の心も豊かになったということだろうか？

　２００年のジェネレーションギャップがあるとはいえ、まさか道行く人々が笑顔でティッシュを恵んでくれる時代になっていたとは……私もまだまだ勉強不足だ。

「こんなものを無償では受け取るわけにはいかないと代金を支払おうとしたところ、苦笑されてしまった」

「だろうね……」

　ソユリもまた、ティッシュを恵んでくれた彼女のように苦笑を浮かべる。

「ではせめてどうすればこの恩に報いられるのかと食い下がったところ、それならば是非店に来てくれと勧められたのだが」

　私はポケットティッシュとやらの裏面に差し込まれた、煌きらびやかなカードに目をやる。

　カードにはこれまた煌びやかな服装に身を包んだ女性たちの姿が転写されていた。

　ＪＫガールズバー、ネリデルタ……？

「アーテル君、そのポケットティッシュ、私にちょうだい？」

「ちょっと待ってくれ、今店の所在地を確認して……」

「ありがとう！」

　有無を言わさず、カードごとひったくられてしまった。

　そんなにポケットティッシュが欲しかったのか、言えばいくらでも譲るのだが……。

「……アーテル君って、本当にそういうところズレてるよね」

「否定はしない」

　何を指して〝ズレている〟とされたのかは分からないが、おそらく現代を生きる皆と比べれば、私は致命的にズレているのだろう。

　ああ、嘆かわしきは数百年に及ぶ孤独生活。いつか彼女らとの深い溝が埋まる日を望まずにはいられない。

「っと、そろそろ出発しようか、ショッピングモールはこの広場を抜けてすぐだからね」

「了解した」

　ともかく、学内だけでなく休日も含めて模範的大学生に倣い、理想のキャンパス・ライフへ近づく。今日という日は、その溝を埋めるための第一歩だ。

　私はソユリと並び、ショッピングモールとやらに向かう。

「そうだ、一つ言い忘れていた」

「なあにアーテル君？」

「そのコートは初めて見たな、かなり質のいいものだ、ソユリに似合っている」

「……ありがと」

　ソユリはぼそりと呟つぶやいて、コートの端を握りしめた。
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　大河のごとき人の波に揉もまれながら、数分ほどかけてようやく入口のゲートをくぐり、いざ〝しょっぴんぐもーる〟とやらに踏み入ってみれば、私を出迎えたのは目を疑うような光景であった。

「──ルシル・モール、ウィッザニア店へようこそ！　本日は心ゆくまでショッピングをお楽しみください！」

「ただいまからタイムセール開催しまーす！　古今東西の呪具がなんと最大７割引き！　どうぞお早めにお願いします！」

「ドラゴンズ・カフェ、ウィッザニア・モール支店本日開店いたしました！　本店で好評だったオリジナルメニュー、ダーク・ドラゴンスケイル・モカ・フラペチーノがウィッザニアに上陸！　是非ともご賞味あれ！」

「さあアメモア茶葉を使った新作アロマのご紹介です！　リラクゼーション効果はもちろんのこと、間接照明としても役立つこと間違いなし！」

「春の新作ローブのご案内です！　肌寒い風は通しにくく、なおかつ魔力は通しやすい！　この季節のマストアイテムです！」

「お気に入りのペンが壊れてしまった……そんな時は是非こちらをご利用ください！　初回限定、半額でお直しいたします！」

「そこなご婦人！　気になるペンダコも一発解消！　ただいまハンドマッサージの無料体験イベント開催中です！　今なら新作ハンドクリームの試供品も付けましょう！　是非お立ち寄りを！」

「一家に一台！　レンタル魔導ウォーターサーバーのご案内です！　今ならなんと無料でのご契約！　興味がありましたらお話だけでも……」

　凄すさまじい情報量が瀑ばく布ふのごとく押し寄せてきて、私は一つ一つの情報を処理するために、再びその場で立ち尽くさざるを得なくなった。

　照明魔具の煌こう々こうと照らす下に広がる光景は、さながら異世界である。

　遥はるか東の地で見た巨大なスラム街をも思わせる雑多ぶりと、宮殿のごとし秩序だった構成という相反する二つの要素の同居！

　あれは呪具を売る店？　あれはかなりハイカラなつくりだが喫茶店か？　インテリアショップ？　服屋？　ペンの修理業者？

　ハンドマッサージとはなんだ！　レンタル魔導ウォーターサーバーとはなんだ!?

　目に映る光景はもちろん、無秩序に飛び交う言葉は一つ一つを精査してみてもほとんどが意味不明で、その内容を理解することはできない。

「あちゃー、やっぱり休日は混んでるね……ちょっと無理してでも平日授業が終わってから来ればよかったかな……というわけで、ここがルシル・モール、ウィッザニア店、つまりこれが話にあったショッピングモールなんだけど……アーテル君、大丈夫？」

　もちろん未いまだ膨大な情報量に圧倒されている私もいるわけだが、それ以上に多くの発見があった。なるほど、しょっぴんぐもーるというものは凄まじい！

　ぱっと見た限りでも、食料品や日用雑貨、調度品のたぐいを販売する店はもちろんのこと。果ては魔導具の修繕を請け負う店や、銀行、喫茶店などなど、金銭と引き換えに無形のサービスを提供する店すらある。

　そりゃあ老若男女集うはずだ、その気になればこのしょっぴんぐもーるとやらだけで一生を終えることすら叶かないそうなのだから！

　なるほど、ソユリが私をここへ連れてきた理由が今になって理解できた。

　ここならば当初の目的である新しいペンや魔導具の材料などよりどりみどり。

　それどころか私が長年探し求めてきた魔術書グリモワールさえ眠っていてもおかしくないのではないだろうか!?

「俄が然ぜん興奮してきたぞ！」

「ふふ、よかった、じゃあまずはどこから攻めちゃう？」

　こちらの興奮を見て取ったのか、ソユリもまた楽しそうに尋ねかけてくる。

　しかしどこから攻める、か。これはまた思わぬ難問だ。

「ソユリは何か買うものはないのか？」

「しいて言うなら服を見たいかな、でも全然アーテル君の用事を済ませてからでも……」

「──よし、服屋だな、行こう」

「はやっ!?」

　兵は拙速を尊ぶ。ここは素晴らしき楽園であると同時に、戦場でもあると見た！

「言うまでもなく時間は有限だ！　それに目当てのものを他の客にかっさらわれては悔しかろう！　さあゆくぞ！」

「ふ、服はそんなに簡単になくなったりしないよう！」

　私は先ほどまで翻弄されるだけであった人の波を、縫うようにして前進する。

　ソユリもこれについてこようとするが、そういえば彼女はあまり運動神経の良い方ではなかった。

「あっ、アーテル君……！」

　彼女は早々に人の波に捕まり、あれよあれよという間に後退していってしまう。

　私はこれを見るなり一時転回すると、再び人の波をかき分けソユリの下へと歩み寄って──そして助けを求めるように伸ばされた彼女の手を、取った。

「──すまないな、私はどうも君を置いていきがちだ」

　以前、教学のアルガン・バディーレーから逃げ回る際にも、私は途中でソユリを置き去りにしてしまったことに気付けなかった。

　だからこそ私は今度こそ彼女を一人置いていかないよう、その華きや奢しやな手を、強く握る。

「────────っっっ!?!?」

　しかし私が手を取るなり、何故なぜかソユリは言葉にならない悲鳴をあげ、記録的スピードで顔面を紅潮させた。

「ちょっ……!?　アーテル君!!　手っ……！　手、手ぇ[image: ][image: ][image: ]っ!!」

「ああ、勝手ながら繫つながせてもらったぞ、しかしこれで離れなかろう？」

「そ、それはそうかもだけどっ！!?　こ、これすごく恥ずかしいというか！　なんというかっっ！!?」

「恥ずかしい……確かに、子供扱いしてしまってすまなかった……手は離そう」

「いややっぱりなんでもないです[image: ]」

　手に込めた力を弱めようとした矢先、彼女は繫いだ手を力強く握り返してくる。

　その直後、彼女の顔の紅潮は更に記録を伸ばし、最終的には熟れた果実のごとき紅あかさを更新した。

「では、案内してくれ、私はここの地理に詳しくないからな」

「ふ、ふつつか者ですが……」

　ふつつか者……？

　なんだかソユリとの間に微妙な齟そ齬ごを感じつつも、私たちは目的地へと向かった。
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　ソユリのどこか要領を得ない道案内に従って、迷宮のごとく入り組んだしょっぴんぐもーる内を駆け回ること十数分。

　我々はようやく目的地であるところのアパレルショップ「Eden」へとたどり着くことが叶った。

　なるほど、お洒しや落れのことなどてんで知らない私ではあるが、この光景は圧巻である。

　照明魔具の落ち着いた光の下、秩序をもって陳列された衣服や装飾品の数々は、もはや一個の芸術品の域だ。

「素晴らしい店だ、なぁソユリ」

　興奮気味にソユリへ語りかける。しかし返事がない。

　疑問に思って振り返ってみれば、彼女は私の差し出した手にすがりつくようにして、さながら軟体動物のごとく脱力していた。

　顔は真っ赤に上気して息も上がり、すっかり茹ゆで上あがっているような具合だ。

「アーテル君は……もう少し女の子のこと考えた方がいいと思う……」

「そうだな、男女の体力的な差異について私はまだ理解が足りないようだ、面目ない」

「そういうことじゃ、ないんですけど……」

　そういうことではないらしい。ただただ己の無知を恥じ入るばかりだ。

　ひとまず私はソユリに肩を貸して、彼女が回復するまで待つ。

「ご、ごめんね、もう大丈夫！」

　ソユリはようやくのこと乱れた呼吸を整え、自らの足で立ち上がった。

　まだ僅かに頰ほおに朱が差しているようにも見えたが、大事ないようでなによりだ。

「では、ショッピングを再開することにしよう、今日は何が入り用なのだ？」

「うーん、そうだね……そろそろ暖かくなってくるだろうからスプリングコートとか……アーテル君は？」

「確かにそろそろこのローブも暑苦しくなってきたな」

　私は自らの羽織った黒いローブを見下ろす。冬でも凌しのげる厚手の素材だ。春先ならまだしも、そろそろ新しい上衣を用意しなくてはならないだろう。

「できればもう少し薄手で動きやすい上衣が欲しいが」

「ほんと!?」

　途端にソユリは目を輝かせ、ずいと顔を寄せてくる。

　あまりにも突然のことだったため、たじろいでしまった。

「あ、ああ、できれば、できればだが……」

「そっか、そうだよね！　うん！　思い立ったが吉日って言うし、じゃあせっかくだから選ばないとだね！」

「なんだか嬉しそうだな？」

「ふふ、分かっちゃう？　いやぁ、一回アーテル君を今風にコーディネートしてみたかったんだよね！」

「そ、そんなに私の服装はおかしいか……？」

　確かに私はお洒落に関して無頓着である。身につけるものに関しては素材と用途ぐらいしか気にしたことがない。

　だが、分からないなりに大学生にふさわしい服装を選んだつもりだったのだ。

「あ、違うよ？　アーテル君の服は、その、か、カッコいい、けど……でも、最近の大学生にしてはちょっと渋すぎるかな～、なんて、思ったり、思わなかったり……」

「そうなのか……？」

　ううむ「最近の大学生」というフレーズを持ち出されてはどうしようもない。

「……では、お言葉に甘えることとしよう」

「やった！　じゃあ早速見てみようよ！　まず、これとかどうかな！」

　私がずらりと陳列された衣服に目を奪われていると、ソユリはすかさず一着の上衣を選択し、こちらへ差し出してきた。

　その驚くべき手際の良さに感心しつつも、彼女に差し出された上衣を手に取ってみる。

「これは……軽いな、生地は薄いが丈夫だ」

「チェスターコート、多分これからの季節にちょうどいいと思うよ！」

「──よろしければ試着してみますぅ？」

　突然背後から声をかけられ、私とソユリはほぼ同時に短い悲鳴をあげてしまう。

　咄とつ嗟さに振り返ると、ほとんど純白に近い金髪にゆるやかなウェーブをかけた女性が、いつの間にか背後に回り込んでいた。

　一切気取られずにここまで接近するとは、只ただ者ものではない。

「ああ、すみませぇん、驚かせてしまいましたかぁ？　私ここの店の者でぇ、お客様がとても楽しそうに服を選んでいるものだからつい声をかけてしまいましたぁ」

　彼女は友好的な微笑を振りまきながら言う。

　なんだ、店員か……！　危うく無詠唱式攻撃魔術の魔術式を証明するところだった！

　彼女の間延びした口調も手伝って、私はすぐに落ち着きを取り戻す。

「そちらなんにでも合わせやすいのでぇ、一着持っておくとすごく便利ですよぉ」

「そ、そうなんですか、あの、試着してみても大丈夫ですか？」

「もちろん、じゃんじゃん試しちゃってくださぁい」

「あ、ありがとうございます、じゃあアーテル君」

「うむ」

　私は一旦ローブを脱いで簡単にまとめると、ソユリから手渡されたチェスターコートとやらに袖を通そうとした。

　すると例の店員が両手を差し出していることに気付く。

「お召し物はお預かりいたしますよぉ」

「そうか、すまない」

　私はお言葉に甘えて、小さく畳んだローブを彼女へ手渡す。彼女はそれを受け取って──次の瞬間、視界から消えた。

　正確には、ローブを受け取るなり床に崩れ落ちてしまったのだ。

「だ、大丈夫ですか!?」

「……!?　お、重ぉ……!?」

　私は慌てて彼女の手の内からローブを回収する。

　そして尻餅をついたまま目を白黒させる彼女を、すぐに助け起こした。

「す、すまない！　私のせいだ！」

「お、お客様ぁ、ずいぶんとその、重いお洋服をお召しのようですがこれは……？」

「い、いや、服ではなく」

　私は畳んだローブを広げて、内ポケットからその重さの原因を一つずつ取り出して床に並べていく。

　自作魔導具の数々、ゴーレム制作に使う羊皮紙の束、加えて大規模な巫ふ術じゆつを執り行う際の触媒、それに予備の羽ペン、インク壺つぼ、メモ帳にノートが数冊……。

　一つ、また一つとこれを取り出す度に、店員を名乗る女性は目を剝むき、ソユリは深い溜ため息いきを吐ついた。

「魔術というのは一体いつどこで新たな発見があるか分からない、それゆえにいかなる状況でも魔術を実践できるよう普段からこれらを常備しているのだが……」

「お店開けるよ……」

　ようやくそれら全てをローブから取り出し並べ終えると、ソユリが呆あきれたように言った。

「お、お荷物こちらでお預かりしますから、是非ごゆっくりショッピングをお楽しみくださぁい……」

　店員の女性が引きつった笑みを浮かべながら提案した。
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「アーテル君！　これどうかな!?」

　装いを新しくして、店内奥に設置された試着室から飛び出してきたソユリが、私の前でくるりと一回転した。彼女の動きに合わせて白いフリルがなびく。

　私は服一つでここまで印象が変わるものなのかと感嘆した。

「似合っているぞ、春の訪れを感じさせるようだ」

「そうかなぁ、えへへ……アーテル君も似合ってるよ！」

「私か？」

　私もまた先ほど、従来の服から彼女の指定した一式の服に着替えたばかりだ。

「良い服だ、軽くて動きやすく肌触りも良い、見た目もすっきりしたな。似合う似合わないは私には判断しかねるところだが、ソユリがそう言うのならばそうなのだろう」

「似合ってるよ！　めちゃくちゃ！」

　めちゃくちゃ、か、そこまで言われるとまんざらでもない。

「あ、ちょっとそのまま動かないで！」

　ソユリは何か思いついたようにそう言って、手提げの鞄かばんからあるものを取り出した。

　それはちょうど親指ほどの大きさの、円筒状の魔導具だ。

「はい、ポーズ取って！」

「ポーズ？」

　それがどういう意味か分からず直立不動で突っ立っていると、ソユリは円筒状の魔導具を親指で押し込み、魔導具より一瞬、目も眩くらまんばかりの光が放たれた。

「……それは？」

「転写用の魔導具！　アーテル君があんまりにも似合ってるから撮っちゃった！」

「ほう、これが最新の！」

　転写とは風景を記録する魔術の一つだ。

　私の知っている転写用魔導具は赤子ほどのサイズがある仰々しい機構だったのだが、今はここまでコンパクトになっているのだな。

「モールの中に転写を印刷してくれるところがあるから、帰りに寄ろうね！」

「転写の印刷は高価だと聞くぞ……それを私などのために」

「もう、いつの時代の話してるのアーテル君！　転写の印刷なんて子供のお小遣いでもできるよ！」

　ソユリがからからと笑う。

　む……いかんな、まだ昔の感覚が抜けていない。

　しかし、それにしても私のような人間のためにわざわざ、というのも……。

「──よろしければ撮ってさしあげましょうかぁ？」

　またも背後から突然声をかけられ、私とソユリは同時に悲鳴をあげる。

　振り返ると、やはりそこには微笑ほほえみ顔の例の女性店員が。

「い、いいんですか？」

「もちろぉん、お客様が実に楽しそうなので、サービスですぅ」

「じゃ、じゃあせっかくだから……」

「はあい、そこに並んでくださいねぇ」

　彼女はソユリから転写用の魔導具を受け取ると、半ば強引に私たちを並ばせて魔導具を構える。

「ほらぁ、もう少し寄ってくれないと見切れちゃいますよぉ」

「なにからなにまですまないな、ありがとう」

　私は店員に一つ礼を言って、ソユリと肩が触れるくらいの距離まで身を寄せる。

　その瞬間、僅かにソユリの肩が跳ねた気がするが、彼女は何も言ってこなかった。

　ただ顔を赤らめて、俯うつむきがちにはにかんでいる。

「……思い出、思い出だからね……」

　ソユリが消え入りそうな声で何か呟つぶやいていたが、あいにく、その内容まで聞き取ることはできなかった。

「はぁい、ではお似合いのカップルさんに一枚！　チーズ！」

「かっ……!?」

　ソユリが声をあげるのと同時に魔導具より光が迸ほとばしる。

　それとほぼ同時だった。下腹部のあたりに何か弱い衝撃を感じ、私は反射的に視線を下ろす。光が収まったのち、私は自らの下腹部に抱きつく幼女の存在を認めた。

「む……？」

「えっ？」

「あらぁ」

　私だけでなくその場の全員が間の抜けた声をあげて彼女へ視線を集中させる。

　当の幼子は涙ぐんだ眼めでこちらを見上げ、一言。

「パパ……？」

　パパ!?

　ソユリの驚きよう愕がくの声が店内を突き抜けて、モール内にこだました。
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　──子どもは苦手だ。

　何故なぜなら、彼女らには論理的思考が欠如しているからである。

　私は腰丈ほどしかない彼女と目線を揃そろえるべく身を屈かがめ、再び質問を投げかけることとした。今度こそこの堂々巡りの問答に進展があるようにと、ゆっくり、一語一語をはっきり発音する。

「いいか、もう一度言おう、なにか身分の分かるものがあれば速やかに提出し、ないのであれば保護義務者の名前を述べてくれ」

「え、えと……わたしはティモラ……です……」

　またこれか、私は頭を抱える。

　もうかれこれ十数分、彼女は一向に私の問いに答えず、くしゃくしゃの顔で要領を得ない自己紹介を繰り返している。

「それはすでに承知している、繰り返そう、なにか身分の分かるものがあれば」

「うぇ……」

　不意に、彼女の丸い瞳が歪ゆがみ、不穏な光を宿した。

　これは……。

「待て、泣くな、私に何か至らない点があったのなら謝る。──そうだ、先日私の発見した魔術式を見せてやろう、これはすでに洗練されきったと思われているイゾルデ式の更なる最適化の手がかりとなる大変面白い魔術式でな……」

「びええええええっ[image: ]」

　思い切り、泣かせてしまった。私はもうどうしていいか分からなくなり、頰ほおを伝ってぱたぱたと落ちる涙の粒を眺めるほかなくなってしまう。

　これだから子どもは苦手だ！

　一体私の何が気に障ったのか、何が悲しいのか、どうしたら泣なき止やむのか!?

「……予想はしてたけど、アーテル君、びっくりするぐらい子どもの扱い下手だよね」

　彼女の凄すさまじい慟どう哭こくを聞きつけたのであろう。ようやく件くだんの店員と話を終えたらしいソユリが私のすぐ傍そばに立って表情を引きつらせていた。

「アーテル君にも、苦手なことってあるんだね」

「私などは不得意なことばかりだと……いやそんなことはいい！　まずはこの子を！」

「びええええっ!!」

　一体この小さな身体からだのどこから、これほどの声量が絞り出せるのか。記憶に残るマンドラゴラの断末魔の叫びより、幾分か激しい気さえしてくる。

　幼子が一息にこれほどの声をあげて生命活動に支障が出ないのか？　などと一度考え始めてしまえば、こちらまで泣きたくなってしまう。

「子どもっていうのは、私たちが思ってるよりずっとパワーがあるんだからね」

　ソユリはそう言って腰を屈めると、私と彼女の間に割って入った。

　目線の高さを合わせる、という発想自体は私と同じだが、彼女の表情はいつにもまして柔らかい。

　そして、未いまだわんわんと泣き続ける彼女に対して、ソユリは優しく語りかけた。

「ごめんね、ティモラちゃん、だよね？　お父さんとはぐれちゃったんだって？」

　彼女は止めどなく溢あふれる涙を拭いながら、確かに首を縦に振った。

「さっきお店の人とお話ししてきたんだけど、大丈夫だよ、ちゃんと連絡してくれるって、すぐに見つかるから、ね？」

　彼女はこくこくと首を縦に振る。

　それを見て取ると、ソユリは優しく微笑んで彼女の小さな頭をなでさすった。

「ティモラちゃんはえらいね」

　それはなんとも不思議な光景であった。

　私がどれだけ言葉をかけようとどうにもならなかった彼女が、途端に泣き止んでしまったのだ。

　まるで口唱法魔術の証明である。その見事な手腕に私はすっかり脱帽してしまった。

「この子、ただでさえお父さんとはぐれちゃって不安がってるんだから、そんな取り調べみたいな話し方しちゃ駄目だよアーテル君」

「そのようなつもりはなかったのだが……」

「……あと子どもは魔術式を見せられても喜ばない」

「そうなのか!?」

　今日一番の衝撃だ！　私ならば飢えた野犬のごとく食いつくのに！

「子どもは私たちよりもずっと感覚に正直なんだよ、そんなに矢継ぎ早に質問されたら、怒られてるんじゃないかって思っちゃうんだから」

「勉強になるな……しかしソユリは一体どこでそのような知識を？」

「それは……色々あったの、今度教えるよ、それよりもまずこの子をどうにかしなきゃ」

　私とソユリはひっくひっくと嗚お咽えつをもらし、ぴょこんと突き出たツインテールを揺らす彼女──ティモラへ目をやった。

　よく梳とかされた栗くり色いろの髪や、傷一つない玉の肌から、彼女がいかに大切に扱われているのかがうかがえる。きっと今頃、彼女の父親は血ち眼まなこになってこの広大なしょっぴんぐもーる内を駆けずり回っていることだろう。

「運営と連絡がとれましたぁ、彼女の父親はまだ迷子届を出してないみたいですねぇ」

　突然に背後から間延びした声。さすがに三度目となれば情けない悲鳴をあげて驚いたりはしない。Edenの女店員だ。

　間延びした口調は相変わらずだが、声音からは子どもを気遣う様子も見受けられる。

「これは、よくあることなのか？」

「ルシル・モールは広いですからねぇ、日常茶飯事ですよぉ」

「普通、こういう場合にどのような対応を？」

「いつも通りなら手の空いたスタッフが一階総合受付まで連れて行って、専用の部屋で預かってもらうのですが……」

　そこまで言って、彼女はちらと店内を見渡した。客の数は、それなりに多い。

「なんせ休日ですからねぇ、今抜けられるスタッフはちょっと……一応ウチにも控え室がありますが、今そちらの方が服の在庫でいっぱいでして、子どもを一人で置いておくには、その、少し危ないかとぉ……」

「総合受付からスタッフを割くことはできないんですか？」

「先ほど連絡をとってみた感じですと、あっちもパンクしてるみたいですぅ……」

「向こうからはどういう指示が？」

「それが、その、できることならお店の前でお待ちいただくかたちに、と……」

「そんな！」

　ソユリが声をあげて、一度ティモラを見やった。

「荷物かなにかじゃないんですよ……ただでさえお父さんとはぐれて不安なのに、一人で待たせるなんて……」

「おっしゃる通りですぅ……」

　たちまちしおらしくなってしまう。彼女とて不本意なのだろう。

　しかし彼女を含めたこのしょっぴんぐもーるの従業員たちにも通常の業務がある。それはいかんともしがたいことだ。

　ならば──

「──私たちが、その総合受付とやらに彼女を送り届ければいいのではないか？」

　ソユリと女店員が、揃ってこちらへ振り返った。

「お、お客様？　いいんですかぁ？」

「私は構わない、ソユリはどうだ？」

「……う、うん、もちろん！　私たちが送ります！」

「ありがとうございますぅ！　運営の方にはこちらから連絡をとっておきますのでぇ！」

「礼には及ばない、問題は……」

　私は改めて件の幼女を見下ろした。彼女はまるで私の視線から逃れるように、ソユリの背中へ隠れてしまう。

　……ずいぶんと嫌われたものだな。
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「アーテル君！　ちょっと歩くの速すぎるよ！」

「む？」

　またも、背後からソユリに呼び止められる。振り返ってみると、彼女らは遥はるか後方で人混みに揉もまれていた。

　……しまった、またやってしまった。

　私はすぐさま転回し、人混みをかき分けて彼女らの下へと駆け寄る。

「すまない、彼女を迅速に保護責任者の下へ送り届けようとするあまり、つい……」

「駄目だよ、ただでさえティモラちゃんはお父さんとはぐれたばっかりなんだから、こっちが気遣ってあげないと」

　そう言うソユリの傍らでは、ティモラが憔しよう悴すいしきった表情でもたれかかっている。

　私は幼子の心境など皆目見当もつかないが、確かに言われてみれば彼女の消耗には単純に体力的な問題だけでなく、精神的な疲労も手伝っているように見受けられた。

　なんにせよこの状態の彼女を引き連れ、人混みをかき分けながら広大なモール内を進軍するというのは、あまり現実的ではない。

「では彼女の体力が回復するまで一時休息を挟もう、何かそれに適した場所を知らないだろうか？」

「ここからだと、フードコートが一番近いかも」

「ふーどこーととは、なんだ？」

「簡単に言えば飲食店が集まってる休憩スペースみたいなものかな、この時間だと少し混んでるかもしれないけど……そこなら多分座って休めると思う」

「なるほど、それは確かに最適だ」

　要するに、学食のようなものだと解釈する。

　それに今はちょうど昼食時だ。ティモラに至ってもそろそろ空腹も感じ始めた頃ではないだろうか？　空腹が満たされれば、幾分かマシになるやもしれない。

「そうと決まれば案内してくれ──それとティモラ」

「っ……！」

　ティモラが名前を呼びかけられて、びくりと小さな肩を震わせた。

　先ほど私の不手際で泣かせてしまったこともあってか、こわばった身体から警戒心がにじみ出ているようだ。

　私はティモラに背を向け、おもむろに膝をつくと、両の手を後ろに回した。

「疲れたのだろう、おぶってやる」

「えっ……？」

　背中越しにティモラの戸惑った視線を感じる。

　予想していたことではあったが、案の定、彼女がこの提案を受ける気配はない。

「アーテル君、その気遣いは良いと思うけど、ちょっと無理かも……ティモラちゃんは私がおぶるから」

「ソユリもそれなりに疲れているのだろう？　私はまだ体力的に余裕がある」

　ソユリは元々インドア派の人間だ。僅か数分走るだけで息を切らしてしまうほどの。

　それが、今回は幼いティモラを気遣いながらの移動である。口には出さねど、若干の疲労の色が見えた。

「でも……」

　ソユリが何かを言いかけたその直後、不意に背中に熱を感じた。

　ティモラがこちらの予想に反して、私の背中へ身体を預けてきたのだ。

「ありがとう、ございます……」

　こわばった身体からはやはりまだ緊張の色が見えるものの、彼女は今にも消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　……礼儀のできた子である。

　彼女のお父さんとやらはさぞかし良い教育者なのだろう。

「気にするな、では行こうか」

　私は後ろ手に彼女の身体からだを支え、立ち上がる。

　それにしても子どもの身体というのはやけに体温が高いのだな。
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　さて、ソユリに導かれるがまま人海をかき分け進んでゆくと、やがて視界の開けた場所に出た。

　人々の喧けん噪そうに混じって漂ってくる食欲をそそる香り。

　それらは壁沿いにずらりと並んだ、いくつもの屋台から発せられている様子であった。

「うわぁ、やっぱり混んでるね……」

　ソユリがあたりの様子を一通り見渡して呟く。

　私はというと、あまりの情報量に少しくらりとしてしまうが、ティモラをおぶっていることもあるので、なんとか持ちこたえた。

「とりあえず、席を確保しなくちゃね」

「う、うむ……」

　私は人混みの中を彼女に導かれるがまま進んでいく。

　さすがに昼食時ということもあり、ほとんどの席が埋まっていたが、根気強く探すと手頃な四人掛けテーブルを発見した。

　ティモラを丁重に背中から下ろして、椅子の一つに座らせる。

　そして私もまた向かいの席に着き、ほうと一息。

「さすがに腹が減ってきたな」

「私もちょっとね、ティモラちゃんはお腹なか空すいた？」

　まるで借りてきた猫のごとく大人しくなってしまったティモラは、小さく頷うなずく。

「じゃあ何か買ってこよっか、あ、ティモラちゃんは座ったままでいいからね、アーテル君、ティモラちゃんを見ておいてくれる？」

「いや、買いに行くならば私が」

「はは、アーテル君を一人で買い物に行かせるなんて、ティモラちゃんを一人で残すより心配だよ」

　そんなに信頼がないのか私は……？

「それに、アーテル君はフードコート初めてなんでしょ？　だったら任せてよ！　お金は後でもらうから！」

「……何から何まですまないな」

「いいですよ～」

　やはりソユリは冗談っぽく言って、足取りも軽く人混みの中へと消えていってしまった。

　さて、私は向かいの席に座るティモラの様子を窺うかがった。

　彼女は私と二人きりになったことですっかり恐縮してしまっているようで、顔を深く俯うつむかせている。その様子がどことなく出会ったばかりの頃の小動物然としたソユリを連想させ、思わず口元が緩んでしまった。

　あの時、彼女が私に声をかけてくれなければ、きっと今ほど充実したキャンパス・ライフは望めなかったことだろう。

　そう思うと、自然と口をついて言葉が出た。

「ティモラの父君は、どんな人物なのだ？」

　ティモラは依然こちらと目を合わせてはくれなかったが、しかしたどたどしい口調で、これに応えた。

「やさしいお父さんだよ、おしごといそがしくて、あんまりあそんでくれないけど……」

「それは一体どのような仕事を？」

「がっこうの、せんせい」

「先生、か」

　というと、前途ある若者たちに魔術を教える立場の人間ということか。

　なるほどそれならば彼女の礼儀の正しさにも合点がいく。

「素晴らしい仕事だ、誇りに思うといい」

「……でも、さみしいよ、あんまりあそんでくれないもん」

「それは由ゆ々ゆしき事態だ」

　そんなにも素晴らしい人間が近くにいるというのに、十全な関わりを持てないというのは、さぞ歯がゆいことだろう。

　私は親の顔を知らないが、もしも彼女と同じ立場ならば、その足にかじりついてでも父君につきまとい、その深遠なる思想の一片でも盗み取ろうとするはずだ。しかし彼女の父君は多くの学徒たちの将来を担う立場、私一人の我わが儘ままを通すわけにもいかない。

　彼女もまた、そういった葛藤を抱えているのだろう。

「きょうも、ひさしぶりにいっしょにおかいものにきたのに、わたしがお父さんにもらったバッグを、おとしちゃったから……」

「それを一人で探す内にはぐれてしまったということか」

　彼女はいっそ泣いてしまいそうな表情で、こくりと頷く。

　ふむ、分かる分かるぞ。自らの些さ細さいなミスで、せっかくの機会をふいにしてしまったとなれば、そのような顔になってしまうのも分かる。私だって落ち込む。

「まぁ、あまり気を落とすな、すぐに父君も見つかる。紛失してしまったバッグもだ」

「そうかな……」

「そうとも、それに今日という日はまだ始まったばかりではないか。これからでも十分に取り戻せる」

「……うん」

　お、少し表情が柔らかくなったな。

　ソユリには遠く及ばずとも、私も多少子どもの気持ちが理解できるようになったということだろうか。

　そんなことを考えながら一人悦に入っていると、ふと頭上に影が差した。

　何事かと思って見上げてみれば──摩ま訶か不ふ思し議ぎ、竜を模した奇妙な二足歩行の生物二体がこちらを見下ろしているではないか！

「うおおおっ!?」

　私は思わず野太い悲鳴をあげ、即座に頭の中で無詠唱攻撃魔術式の構築を開始する。

　新手の幻獣か!?　そう思ったのだが……。

「──りゅー坊だ！」

　向かいの席に座るティモラが、声高に叫んだ。

　今までの沈鬱な表情が噓うそのように、目をきらきらと輝かせながら。

「りゅ、りゅーぼう……？」

「しらないの!?　りゅー坊とりゅー子ちゃん！　とってもかわいいんだから！」

　そう言うなり、彼女はりゅー坊なる謎生物へとダイブした。

　──まずい！

　すぐにでもあの気色の悪い生物を打ち倒し、ティモラを守るべく無詠唱魔術式にエンドマークを打とうとするが、すんでのところでやめた。

　ヤツらの敵意が皆無なのだ。

　それどころか、彼はそのふかふかの腕で懐へ飛び込んできたティモラを優しげに抱き留めたではないか。ティモラも幸せそうな表情でヤツを抱きしめている。

　……ふかふかの腕？

「人形……？」

　そう、改めて観察してみると、りゅー坊と呼ばれたそれは生き物でなく、明らかに人工の産物なのだ。

　これは……着ぐるみか？　中に人が入って、動かしているのか？　なんと奇怪な……。

　私が一種これに得体の知れぬ不気味さを感じていると、ふと、りゅー坊とりゅー子なる二人組が、無言のままこちらをじっと見つめていることに気が付いた。

　その生物にしては異様に巨大な瞳に見据えられて私が言葉を失っていると、りゅー坊がこちらへある物を差し出してくる。

　これは……風船？

「……私にくれるのか？」

　りゅー坊が大きく頷く。

　何故なぜ風船を？　彼は現代の大道芸人的な立ち位置の何かなのか……？

　そんなことを考えながら、これを受け取ると──突然、りゅー坊は大きく拳を振りかぶって私の鳩尾みぞおちに拳を叩たたき込こんできたではないか！

「ごぶぅっ!?」

　魔護符のおかげでもちろんダメージはないのだが、それがあまりに突拍子もなかったので、その場にうずくまり、目を白黒させてしまう。

　貴様、どういうつもりだ!?

　そう問い詰めてやろうと思って顔を上げると、すでに例の奇妙な二人組はどたどたと足を鳴らしながら、その場を走り去ってしまった後だった。

「ああ……りゅー坊いっちゃった……」

　ティモラが彼らの遠ざかる背中を見つめて残念そうに呟く。

　──あいつらのどこがそんなに良いのか!?　くそっ！　なんだったんだ！　今回は面食らってしまい不覚をとったが、次こそは仕留めてくれる！

「……なにやってるの、アーテル君」

　風船の紐ひもを握りしめ、奥歯をかみしめながらうずくまる私を、ようやく戻ってきたソユリが呆あきれたような目で見下ろしていた。
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　りゅー坊とりゅー子なる二体の謎生物の闖ちん入にゆう、もとい襲撃。

　多少のハプニングはあったが、とにもかくにもランチタイムである。

　私は謎生物撃退用の設置型結界魔術の構築を半ばで中断し、「りゅー坊……」と呟つぶやきながら沈んだ表情のティモラも、まるで春先に花が開くように表情を明るくした。

　お互いテーブルに並べられたソレを前にしては、抗あらがうことなどできようはずもないのだ。

「はい、アーテル君にはこれ！」

　ソレは、熱した鉄板の奏でるファンファーレとともに扇情的な白煙ベールをまとって我々の前に現れた。

　その圧倒的な存在感といえば、私とティモラが思わず同時に身を乗り出してしまうほどである。

　立ち上る香りを吸い込むと、たちまち胃袋が開いていくのを感じた。

　いっそ暴力的な、この食物は──

「──カルバ牛か！」

「そうだよ、カルバ牛のステーキデミグラスソースがけ、アーテル君はただでさえ少食気味なんだからこういう時ぐらい精のつくもの食べないとね！」

「では、ソユリのそれは？」

　ソユリの手元には黄金色のソースのかかったやけに平たい魚に彩り豊かな野菜をあしらった一皿が。

　野趣あふれるカルバ牛とは対照的になんとも上品な料理である。

「クプ魚のソテーとシスペだよ。ティモラちゃんはさすがに一食分は食べられないだろうから、これを取り皿で分けて食べるの」

「そこから更に分けるのか？　それではソユリの分が足りないだろう……」

「いいの！」

　一応彼女の身を案じての言葉だったのだが、何故か強い口調で遮られてしまった。

　さすがに学習したが、彼女は食事の量についての指摘を受けるとたいてい少し不機嫌になる。理由は未いまだ分からない。

「なんなら全部ティモラちゃんにあげてもいいもん！」

　ね、ティモラちゃん？　と、ソユリがティモラの表情を窺う。

　しかし彼女の視線の先にあるのは平たいクプ魚ではなく、分厚いカルバ牛。

　彼女は今ソユリに声をかけられたことすら気付いていないらしく、カルバ牛の表面から滴り落ちる肉汁を、さながら宝石でも見つめるかのようにしている。

　そんな様を見てふと一日中「肉肉」喚わめいている私の同居人のことを思い出してしまった。

「──精をつけるというのならば、彼女が最優先だろう」

　私はそう言ってナイフとフォークを構えると、ステーキを細かく切り分け始めた。

　ナイフを押し込む度に溢あふれ出した肉汁が鉄板の上でじゅうじゅうと音を立てる。

　そして数欠片かけらほど切り出すと、これをティモラの取り皿へと移し、彼女に差し出した。

「君ぐらいの子どもがどれだけ食べるのか私には分からない、加えて一度に取り皿へ移しすぎてしまってもせっかくの肉が冷めてしまう、足りなくなったら言ってくれ」

　ティモラはここで我に返ったかのように目を丸くしてこちらを見返した。目を丸くしているのはソユリも同様である。

　ティモラは取り皿と私の顔の間に何度も視線を行き来させ、

「いいの……？」

　と、恐る恐る問いかけてきた。

　いいとも、私は答える。

「君は将来有望な魔術師の卵だ、粗末な扱いはできない、それに私は少食だからな」

「……！　いただきます！」

　ティモラはそう言うなり、一口大に切り分けられたステーキを頰ほお張ばった。

　その時の彼女の幸福感に満ちた表情ときたら、私の貧弱な語彙で表すことは断念せざるを得ない。

　それにしてもよく出来た子だ。よほどの空腹だったろうに、我わが儘まま一つ言わないとは。

　私が幼い頃はどうだっただろうか？

　なにせ３００年以上昔のことなのではっきりと覚えてはいないが、私の礼儀作法などそのへんの野良犬とさほど変わらなかったような気もする。

「では、私もいただくとしよう」

　彼女の美う味まそうに食べる様を見ていたら、私も空腹に耐えきれなくなってしまった。

　私はステーキを切り分けて一口含み、咀そ嚼しやくする。

　ほどよい弾力が奥歯を押し返し、旨うま味みの凝縮された肉汁が口の中に広がる。肉のぷっつりと切れる食感がなんとも心地よい。

　私の記憶の中のカルバ牛はもっと固くて筋張っていた。

　あの野趣に溢れた味わいも嫌いではなかったが、うむ、これは良い物だ。

　肉そのものの質の高さや絶妙な焼き加減もさることながら、とりわけこのソースの奥深さが素晴らしい！

「美味いな、ティモラはどうだ？」

「おいしいよ！」

　そうか、それはなによりだ。

　私は次のステーキを切り分けようとして、ふと、ソユリがこちらを見つめていることに気付いた。両の目を大きく見開き、呆あつ気けにとられたような表情だ。

「どうした？　ソユリも欲しいのか？」

「い、いや、そういうことじゃなくて、なんか意外だなぁ、って思って……」

「何の話だ？」

「いや、なんでもないよ！　……なんか安心しちゃった！　私も食べよっと！」

　ソユリはどこか嬉うれしそうに「いただきます！」と一言、クプ魚のソテーを切り分け、口に運んでいく。

　彼女の幸せそうな表情には料理が美味いという以上の感情が込められているように見えたが、私には分かりかねるところだ。

　そして各々がこの素晴らしい料理に舌鼓を打っていると、途中、幸せそうにステーキを頰張るティモラを眺めながら、ソユリはおもむろに言った。

「……私ね、学校の先生になりたくて、この大学に入学したんだ」

「ほう」

　それは初耳だ。

「ラクスティア魔術大学は教職課程っていうのがあってね、学校の先生になるために必要なことを教えてくれる授業があるんだよ」

「では、ソユリは今まさに教職を目指して勉強中か」

「子どもが好きだから……なんて単純な理由で恥ずかしいんだけどね」

「素晴らしい目標ではないか、確かに言われてみれば人に魔術を教える立場で君以上にふさわしい人間はいないのかもしれない」

　彼女は極めて優秀にも拘かかわらず謙虚だ。

　魔術師としての素質は十分と言えよう。

　そこに加えて人を引きつける求心力もあり、子どもの扱いまで上う手まいときている。

　しかしソユリは、どこか自嘲的な笑みを浮かべていた。

「はは……買いかぶりすぎだよ、私、アーテル君が思ってるほどすごくないもん……」

「謙遜は美徳だが、そこまで自分を卑下しなくてもいいだろう、少なくとも私は尊敬している」

「でもアーテル君、私の魔術一回も見たことないでしょ？」

「見せてくれるのならば是非ともお願いしたい」

「うっ……」

　ソユリが言葉に詰まった。ふうむ、この流れならばいよいよ念願であった彼女の魔術を拝むことも叶かなうと思ったのだが、残念だ。

　口には出さねど、あの日ソユリと出会ってから彼女が魔術を行使する瞬間を心待ちにしているのだが、あいにく未だ目にすることが叶っていない。

　まったく謙虚すぎるというのも考えものだな。

　そんなことを考えていると、ソユリは憂鬱そうに一つ、溜ため息いきを吐ついた。

「私も自分なりに頑張って勉強したはずなんだけどなぁ……アーテル君を見てると打ちのめされちゃうよ、上を見たらキリがないって……はは、大学で初めて知り合った友達がこれなんだもん。社会に出たら、きっともっと途と轍てつもない人たちがうじゃうじゃいるんだろうね。そんな中で、私みたいにちょっと前までお母さんに甘えていたような子どもが上手くやっていけるのかな……」

　ソユリの笑みに力はなく、その表情には憂いの色が見える。

　私は一度ナイフとフォークを置き、口元を紙ナプキンで拭った。

　言いたいことは山ほどある。主に「ソユリは私を買いかぶりすぎだ」等。

　しかし互いに謙遜し合っていては話も進まないというもの。

　ここはそういった謙遜の言葉を付け合わせの野菜とともに飲み込んで、私は答える。

「──まず前提として、上だの下だのという概念が現実には存在しない、まやかしであるということについて言及しておこう」

「……え？」

　ソユリが呆ほうけたように声をあげ、こちらを見返す。

　私は汚れた紙ナプキンを手の内で丸めながら、更に続ける。

「月並みな言葉だが人は皆それぞれ違うのだ、上下の区別などできようはずもない。外的に定められた身分の差などはあるが、これは今ソユリの言わんとしていることとは違うのだろう？」

「う、うん……」

「能力や人格などといった本質的な部分での上下を明確に定めることはできない、つまり今ソユリが抱えている悩みというのは、現実には存在しない自分の中だけに存在するもの──まやかし、というわけだ」

「……でも、そんなこと言ったって私はアーテル君と接して実際にコンプレックスを感じてるよ」

「それは君が君自身に足りないと思っている何かを、私が持っているからだろう」

「私なんて、足りないものだらけで……」

「大いに結構、ありがたい話ではないか」

　ソユリが驚いたように目を丸くした。

「私たちは自らに足りない何かを自覚しているからこそ人を羨む、卑屈になる、まやかしを見る、そして足りない何かを補おうとする。上を見たらキリがない？　──素晴らしい！　それはまさしくソユリが向上心の塊であるということの証左ではないか！」

「か、からかわないでよ……皆が皆、アーテル君みたいに強いわけじゃないの……！　私なんて欠点だらけで、ただそれだけで足踏みして、立ち止まっちゃって……アーテル君にはいつまで経たっても追いつけないから……！」

「──ソユリは強い」

　私が力強く断言すると、彼女はきゅっと口をつぐむ。

「本当に前に進むことを諦めた人間が──まやかしを捨てた人間が、そのように苦しそうな顔をするものか、私は君のそういうところを心底尊敬しているよ、まやかしを抱くのは君だけではないということだ」

「……っ」

　そして、それきり押し黙ってしまった。

　彼女が何を思っているのか、その表情から窺うかがうことは出来ないが、これ以上の言葉をかけるのは蛇足だろう。あとはソユリが自ら折り合いをつけるべき問題だ。

　そう思って再び食事に戻ろうとすると、ふと、ティモラがなにやら落ち着きなく身体からだをよじらせているのに気付いた。

「どうした、ティモラ？」

「あの、その……」

　ティモラはおずおずと取り皿をこちらへ差し出してくる。

　取り皿の中は綺き麗れいに空になっている。

　……なるほど、そういうことか。

「あの……おにーさんが、なにかむずかしいおはなししてるから……いいづらくて……」

「難しかったか？　私も説明下手で、敵かなわんな」

　少し待っていろ、と、私は再び彼女のためにステーキを切り分け始める。

　そんな様子を見て、ソユリが思わず吹き出すのが見えた。
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「……そろそろ行くか」

「うん！」

　私の提案に、ティモラは力強く頷うなずく。ここへ来るまでの沈鬱な様子がまるで噓うそのように満足げな表情だ。なんにせよ、すっかり心を許してくれたようで、なによりだ。

「お父さんも今頃必死でティモラちゃんを探してるだろうし、急がないとね」

　ソユリは口直しの水を飲み干して席を立つ。さて、私もティモラをおぶるという役目があることだし、早々に……そう思って席を立ちかけた、その時であった。

「──いいから早くそれを返してくれないか！」

　突如、あたりに怒号が轟とどろいた。

　何事か？　私たちは揃そろって声がした方へ視線を送る。声の主はフードコートの入り口付近で数人の若者たちを相手取る、一人の中年男性であった。

「ちょｗせんせ[image: ][image: ]い、あんまり大きな声出さないでくださいよｗマジ恥ずかしーからさｗｗｗ」

　若者グループのリーダー格らしき青年が、ニヤニヤと口元を歪ゆがめて言う。不自然に方々へ尖とがり、毒々しい色をした毛髪が印象的である。

　……はて、どこかで見た顔だ。

　少し考えて、私は記憶の中から彼に該当する人物を見み出いだした。

　そうだ、彼は以前学習スペースでやたら愉快そうに笑っていたあの学生だ。

　よく観察してみれば、彼を取り囲む一団もまた、あの時学習スペースで出会ったのと同じ顔ぶれである。

　そして更に目を凝らしてみれば、リーダー格の彼は、その手にある物を抱えている。

　それはごく小さな幼児用と思おぼしきポーチだ。

「あれ、わたしの……」

　ティモラが小さく呟つぶやく。あれがティモラの無くしたと言っていたバッグか？

　では、彼らはそれを手にして、一体誰と言い争っている？

「さっきから言ってるじゃないですかぁｗｗ単位くれればこれ返しますよってｗｗ」

「そんなことできるわけないだろう！　大学をなんだと思っているんだ！」

「なんで俺らが怒られてるんすかｗｗｗあれですよ、俺らあの、善意の第三者？　ってやつなんすけどｗｗｗ」

「いいから返せと言っている！　それは娘のものだ！」

　しびれを切らした中年の男性がリーダー格の彼に飛びかかった。

　しかし、体格に差があるせいだ。青年は闘牛士さながら男の突進をひらりと躱かわした。

　中年男性は体勢を崩して地べたに倒れ伏し、若者たちがこれを嘲笑する。

「ちょｗ先生マジ危ないってｗｗてかこのバッグ重て[image: ][image: ]ｗｗ娘にこんなもん持たせるなんて虐待っすよ虐待ｗｗｗ」

　そう言って青年はポーチを放り投げる。中空に放り出されたポーチは床の上を滑り、そしてその中身をぶちまけた。

　これによりかわいらしい髪飾りやブレスレットが床に散乱したが、中でもひときわ目を引いたのは一冊の分厚い、本。

　ここからではその本のタイトルを目視することはもちろんできないのだが、あいにく、私はその本を知っていた。何故なぜならば何度も読み返した本だから。

　私が尊敬する偉大なる講師、その著書。『現代魔術と西洋魔女の相関性』──著者、イルノフ・ガントット──。

「おとうさん……？」

　地べたに倒れ伏した中年男性、もといイルノフ教授を見つめて、ティモラがぽつりと呟く。

　──彼女のアクションは極めて速かった。

　きっと、彼女にとって彼がイルノフ教授であるかどうかなど、関係なかったのだろう。

　ゆえにソユリ・クレイアットはいの一番、弾丸のごとく駆け出して単身教授と若者たちの間へ飛び込んだのだ。

「──なにやってるの！」

　それはいつも私やマリウスを[image: ]る時のものとは違う、明らかな怒気を孕はらんだ声であった。あまりの迫力に若者たちは一瞬硬直する。

　だが、あくまで一瞬だ。

　リーダー格の尖り頭の青年はソユリの姿を認めるとすぐに平静を取り戻し、わざとらしく口元を歪めた。

「ちょ、なになになにｗｗｗ俺たちなんもしてねーよｗｗなに？　オヤジ狩りでもしてるみたいに見えた？ｗｗ」

　青年は一歩前に歩み出て、あからさまにソユリを威圧した。

　しかしあの状態になったソユリがそれしきで臆するはずもなく、更に声を荒らげる。

「そんなのよりもっと悪いよ！　今なにしたの!?　子どもの持ち物をあんな風に放り投げて……！」

「違うってｗｗあれはそこのおっさんがいきなり突っ込んできたから慌てて避よけた時にすっぽ抜けちゃっただけ！ｗｗそんなに怒んないでよ、ねぇｗ」

　青年がソユリの肩に手を伸ばす。ソユリはこれを払いのける。

「いいから、先生とティモラちゃんに謝って！」

「君は……」

　イルノフ教授は、この時ようやく目の前の彼女が自らが受け持つ講義の受講生であることに気付いたらしく、目を丸くした。

　しかし青年はそんなことはお構いなしに、ちっ、と舌を打つ。

「うっさｗｗｗ委員長かよｗｗもうたるいわｗ」

　青年はおもむろにポケットからノートの切れ端を取り出した。

　そして同時に取り出したペンをもって、エンドマークを打とうとする。

　あれは──まさか、攻撃魔術か！

「……っ！」

「──下がれ！」

　叫んだのはイルノフ教授であった。

　教授の口元が小刻みに動く。口唱法の攻撃魔術をもってソユリの身を守ろうというのだ。

　しかし、これに対する青年はわざとらしく慌てたようなそぶりを見せて。

「え？ｗｗもしかして先生、教え子に攻撃魔術使うんすか？ｗｗまずいっすよｗｗそれ、教学に知られたら一発で解雇処分っすから！ｗｗ」

「くっ……!?」

　イルノフ教授が悔しそうに顔を歪めて、詠唱を中断する。

　ラクスティア魔術大学の教授たる者、学外でのみだりな攻撃魔術の使用を禁ず──

　尖り頭は、はなからイルノフ教授が反撃することなどできないと知っていたのだ。

「──でも先生がその気ならこれ正当防衛っすねｗｗｗ」

　それを知った上で青年はノートの切れ端に記された魔術式へエンドマークを打った。

　魔術式の証明を知らせる淡い光が青年の手元に沸き起こる。

「お父さん!!」

　ティモラが父君を窮地から救うべくその場を駆け出す。

　しかし間に合わない、青年の手元に発現したほんの小さな火種は徐々に火勢を強めてイルノフ教授の下へ──勿もち論ろん、届くはずもない。

　発生した火種は小さな火種のままぐるりと捻転し、虚空に消えた。

「……あれ？」

「ティモラ!?」

　青年が間抜けな声をあげるのと、ティモラがイルノフ教授の足下へすがりついたのは、ほとんど同時のことだった。

　魔術は不発に終わり、この状況を受け入れられず小首を傾かしげる尖り頭の彼のどこかユーモラスな様も手伝って、場に張り詰めた空気が一気に弛し緩かんする。

「え？　あれ？　おかしくね？」

　青年は未いまだ納得がいっていないようだ。

　もはや正当防衛などという言い訳が通用するタイミングなどとっくに逃したにも拘かかわらず、ポケットから次なる攻撃魔術の刻まれた紙切れを取り出す。

　そして今度は先ほどよりも念入りにエンドマークを打った。

　再びノートの切れ端が淡い光に包まれ、魔術式の証明を伝えてくる。

「ティモラ！　危ない下がれ！」

「やだ！　だってお父さん！　お父さんが……！」

　泣きじゃくりながら自らの足へとすがりつくティモラを、イルノフ教授は必死に引ひき剝はがそうとしている。

　そうこうしている内にも、攻撃魔術の証明により青年の頭上で空気中の水分が凝固し、一本の氷柱つららを現出──する前に、霧散した。

　再び空気中に散った水分がぱたぱたと降り注ぎ、青年の尖り頭を濡ぬらす。

「………………なんで？」

「──ふむ、せっかく強力な書き込み法魔術を使っているのだ、差し出がましいかもしれないが、もう少し複雑な魔術式を組むことをお勧めするぞ」

「うぉあっ!?!?」

　疑問に思っていたようだったから私自ら答えてやったのだが、どうやら驚かせてしまったらしい。尖り頭の青年はすぐ背後に立つ私を見て、まるで期せずして高位の幻獣かなにかにでも出くわしてしまったかのように野太い悲鳴をあげた。

「き、君は、アーテル・ヴィート・アルバリス!?」

　イルノフ教授が私の姿を認めて声をあげる。

　偉大なる教授に名前を覚えてもらえていたなど、光栄の至りだ。

「な、なな、なんだお前!?」

　青年がどもり気味に問いかけてくる。

　いつもならば所属学科を交えた軽い自己紹介で友好関係の構築をはかるところではあるが、そこは重ね重ねのご無礼どうかご容赦願いたい。

　私の興味はすでに別の物へ移ってしまっていたのだ。

「失礼」

　私は彼の問いかけには答えず、若者たちの一団を押しのけると、床に散乱したティモラの私物を一つ残らず拾い上げ、丁重にポーチの中へ戻していく。

　そして最後にひときわ異彩を放つ一冊の本──イルノフ・ガントット著『現代魔術と西洋魔女の相関性』を拾い上げた。

　これはタイトルこそ同じものの、私が幾度となく目を通したソレとは全くの別物だ。

「──実に素晴らしい、私が言うのは筋違いかもしれないが、イルノフ教授！」

「へ？」

「見てくれ！　この書物のくたびれ方たるや一度や二度読み返しただけではこうはなるまい！　私の見込み通りだ！　ティモラは将来必ずや歴史に名を残す魔術師となるぞ！」

「え……それは、私としても鼻が高いというかなんというか……というよりティモラ？　あれは私の書いた本じゃ……」

「う、うん……どうしてもお父さんのかいたほんがよみたくて、いつももちあるいてたの……むずかしくて、まだほとんどわからないけど……」

「素晴らしすぎる！」

　私は感動のあまり、膝から崩れ落ちそうになってしまう。

「その魔術に対する貪欲な姿勢！　それこそが一流の魔術師になるべく必要な絶対条件だ！　ああ、さすがは偉大なるイルノフ教授の御ご息そく女じよ！」

「……ま、まぁ？　ティモラは優秀なので……」

　教授がそのように緩みきった表情になるのも、今の私には分かる！

　彼の素晴らしき魔術精神は正統に受け継がれていたのだ！　それがどれほどうれしいことか……！

「──おい」

　感動しすぎて我を忘れていると、尖とがり頭の彼に突然胸ぐらを摑つかまれた。

「なにお前、突然割り込んできて無視かよ」

「ああ、気を悪くさせてしまったのならすまない、私は総合魔術科一年……」

「聞いてねーよコラ！」

　聞いていたぞ？　まぁ自己紹介が不要というのなら、それはそれでいいが。

「あ？　おニーサン俺らのことナメてんの？　俺ら取り込み中なんだけど」

「そうだったか、それは悪いことをした、どうか私のことなど気にせず続けてくれ」

「ナメてんだろ!?」

　極めて紳士的に相手の意図を汲くみ取とって答えたつもりだったのだが、彼のこめかみにびきりと青筋の浮かぶのが見えた。

　ティモラと打ち解けることが叶かない、少し自うぬ惚ぼれが過ぎたようだ。

　私ももう少し人の気持ちを考えられるようにならなくてはな……。

「クソが！」

　尖り頭が私のことを突き飛ばして距離をとった。

　そして彼が目配せをすると、彼を取り囲む一団が慌ててポケットからノートの切れ端を取り出す。その全てにあらかじめ攻撃用の魔術式が記してあるようで、あとはエンドマークを打つだけで魔術が発動する、というかたちだ。

「アーテル君っ!?」

「おにーさんっ!!」

　イルノフ教授とティモラが、私の身を案じて声をあげる。

　一方でソユリは──あえて私の名を叫ぶようなことはしなかった。

　さすが、彼女は私のことがよく分かっている。

「死ねやイカレ野郎！」

　尖り頭が合図をして、彼らは一斉に手持ちの魔術式へとエンドマークを打つ。

　これにより各々のノートより淡い光が放たれ、多種多様な攻撃魔術の〝種〟が現出する。

　ある者は青白い電流を束ね、ある者は大気の流れに干渉し、またある者は壁や床などから特定の成分を抽出──

　しかし、悲しいかな。

　これらの魔術はただの一つとして形を成すことはなかった。

　具体的に言えば、ほとんどがその〝種〟の段階でコントロールを失い、攻撃魔術の体ていを成す前に霧散してしまうのだ。

「な、なんだよこれ!?　魔術が……！」

「作った先から消えてくぞ!?」

「チクショウ！　ふざけやがって……！」

　諦めの悪い何人かが続けて別の魔術式にエンドマークを打つが、同じことである。

　ことごとく形になる前から崩壊し、せっかく組んだ魔術式が次から次へと無為に消費されていくだけだ。

「──魔術師同士の戦いにおいて、倒すべき相手の目の前で悠長に書き込み法の魔術式を証明するのは、あまり得策ではないな」

　私は混乱を極める彼らへ静かに諭す。

「まずはそこの青髪と、耳飾り」

「……あ？」

「エンドマークを打つ前から魔術式が見えているぞ、それでは容易たやすく否定魔術式を組まれてしまう、魔術式は最後まで隠し通すべきだ。それとそこの顎あご髭ひげと髑どく髏ろ指輪」

「はぁ……!?」

「魔力の一本化が雑だな、そのせいで魔術が不安定になっている、主要なフレーズを一つ否定されただけでたちまちコントロールを失ってしまうぞ、そして最後に尖り頭」

「と、尖り頭!?」

「君は……魔術に派手さを求めすぎだな、そんなにも分かりやすい魔術式ではいかにも初動を潰してくれと言っているようなものだ、相手を確実に倒したいならば、もっと堅実な魔術式を組むといい」

　総合評価としては、伸びしろは感じるもののなべて対魔術師戦の想定が甘い、といったところか。

　書き込み法の魔術式は強力な反面、相手に読まれやすい。

　幻獣相手ならまだしも、相手が否定魔術式という対抗手段を持っている以上、もう少し考えて魔術式を組まなくてはならない。

　望ましいのは結界魔術を初めとした否定魔術式の介入を許さないほどの複雑かつ強力な魔術式を構築し、力押しで突破するか。でなければ、あの小こ賢ざかしいマリウスのようにトラップの形式で相手の意表をついて証明するかの二択だ。

　残念ながら、彼らはそのどちらも満たしていなかった。

「まさか、まさか君は……！」

　ここで背後のイルノフ教授が、何かに気付いたように声をあげた。

「──否定しているのか!?　あの一瞬の内に、書き込み法魔術式の一つ一つに、対応する否定魔術式を脳内で構築して!?」

「正確には魔術の発動を目視してその魔術式を解析し、主要となるフレーズを部分否定することで魔術の発動そのものを阻害している」

　イルノフ教授があんぐりと口を開けたまま、言葉を失った。

　……あまりにもお粗末すぎただろうか？

　確かに、万全を期すならば完全否定をやってのけるべきだ。私もまだまだ未熟だな……。

「それはさておき、ティモラよ」

　私はおもむろに彼女の名を呼んだ。

　攻撃魔術を向けられるのは、幼い彼女にとってよほど恐ろしい経験だったのだろう。

　その小さな顔をくしゃくしゃにしたまま、こちらを見返した。

「涙を拭け、これから起こることを見逃してはもったいないからな」

　私は身体からだを翻し、例の若者グループに向き直る。

　彼らの表情には困惑が色濃く刻まれているが、それ以上に私への敵意に歪ゆがんでいる。

　遠くから人々のざわめきが聞こえる。どうやら一連の騒動が思いのほか人々の注目を集めてしまったようだ。しょっぴんぐもーるで各々の時間を過ごしていた老若男女が、今では一様にこちらの様子をうかがっている。

　できることならば、迅速かつ穏便に済ませたいところだが……。

「……聞きたいのだが、君たちはどうしてこの父おや子こに──」

「しゃらくせえっ！」

　私の問いを遮って若者グループの一人、髑髏指輪の男が手元のノートへエンドマークを打った。証明された魔術式が理ことわりに干渉し、大気が歪んで、火炎を生み出す。

　どこからか甲高い悲鳴があがった。

　そして中空を漂う火炎はさながら蛇のようにのたくって、私の首筋めがけて一直線に飛びかかってきたではないか。

　だが、心配は無用。

　私は対象となる火炎の魔術に脳内で構築した新たなワードをねじ込み、干渉する。

　これにより炎から形作られた蛇は私の眼前でぐるぐるととぐろを巻き、己の〝尻尾〟に嚙かみつくと、そのままねじくれていって──燃え尽きた。

「──どうしてこの父子に、嚙みつくのか？」

「……っ!?」

　この光景を見て髑髏指輪を含めた一団があからさまにたじろいだ。

　何を驚くことがあろうか。構築された魔術式の隙間に別のワードを組み込んで魔術という結果を書き換える。言ってしまえば児戯のようなものだ。

「……なんで嚙みつくか、って？」

　一足先に平静を取り戻した尖り頭が、こちらを嘲あざ笑わらうように口元を歪めた。

「決まってんじゃねーか！　そこのオッサンがムカつくからだよ！」

　尖り頭が怒号を散らし、イルノフ教授を指した。

　ティモラは健けな気げにもその小さな肢体で、涙ながらにイルノフ教授をかばっている。

「ムカつく……とはまた妙なことを。彼がラクスティアの講師であることは知っているのだろう？　敬意を払いこそすれ、不快感を示すなど」

「媚こびてんじゃねーぞ点数稼ぎか!?　あぁ!?　単位欲しさに優等生ぶんな！」

　単位欲しさに、とはこれまた奇き天て烈れつなことを。そんなもの真面目に講義を受講していれば当然のごとくもらえるものだろう？

　しかし尖り頭は口角から泡を飛ばしつつ、更に捲まくし立たてる。

「先公なんてものははなから気にいらねえんだよ！　大学の教授ともなればなおさらだ！　偉そうにつまんねえことべちゃくちゃ語って、それで金もらってんだろ!?　良いご身分だな！　あぁ!?」

「っ……！」

　イルノフ教授が苦々しく表情を歪める。

　偉大なる父君を公然の場で非難されたせいであろう。ティモラもまたその大きな瞳に涙を溜ためて、しかしそれでも泣くまいと歯を食いしばっている。

「ひどい……！　子どもが見てる前でどうしてそんな事が言えるの!?」

「関係あるか！　お前だってこのオッサンの講義受けてるなら分かんだろうが！　あんなクソみたいに退屈な時間が他にあるかよ！　コイツは俺たちの貴重な時間を奪って、上から目線で語ってるだけだろ!?」

　ソユリは閉口した。もちろん青年に言い負かされたわけではない。怒りのあまりに言葉を失っているのだ。

　ティモラもまた涙を堪こらえながら青年たちをにらみつけ、そして渦中のイルノフ教授はティモラの身を案じ、これ以上彼らを刺激しないよう口をつぐんでいる。

　そんな中、私は尖り頭へ問いかけた。

「つかぬことを伺うが……」

「あぁ!?」

「それは、イルノフ教授に対しての、侮辱か？」

　一転して、彼らは毒気を抜かれたように間抜けな顔を晒さらした。それは私の後ろに控える三人も同様だ。

　妙に弛し緩かんしてしまった空気の中、一人、これを振り払わんとすべく尖り頭は怒気を撒まき散ちらすように答えた。

「あ、ああ！　侮辱だよ侮辱！　こんなオッサンに尊敬なんかするわけねえだろ！」

「……君たちも同意見なのか？」

　尖り頭を取り囲む青年たちを見回す。

　しかし彼らは尖り頭の発言を訂正するでもなく、むしろしてやったりという表情でニヤニヤと口元を歪めていた。

　これを見て、絶望のあまり私の口から言葉が漏れる。

「なんと、嘆かわしい」

「ああ!?」

　尖り頭が低い声でこちらを威嚇してくる。

　しかし対する私は、そんなものを気にかけることすらできなくなるほどの深い絶望に沈んでいた。

　嘆かわしい、ああ、なんと嘆かわしいことか。

　彼らは仮にも名門ラクスティア魔術大学へ入学できるほど優秀な魔術師でありながら、魔術師として最も重要なことを忘れきってしまっている。

　自己を向上させるための知性。自らにないものを他者から学び取ろうという貪欲さ。魔術師として生きる限り未み来らい永えい劫ごう我らを苦しめ続ける呪縛であり、同時にかけがえのない動力源。

　ソユリや、まだ幼いティモラですら持っているソレを、彼らは完全に捨て去ってしまっている！

「ぐだぐだとくだらねえことばっか抜かしやがって！　いい加減死ねや魔術オタク！」

　髑髏指輪が再度書き込み法の魔術式を証明する。

　二対の炎の蛇が彼の手元に現出し、再びこちらへ飛びかからんと身構えた。

　私はなお絶望の底に沈んだままで、周りを気にかける余裕などまるでない。

　しかし長い年月で身についた習慣は、半ば無意識的に、私の脳内にいくつかのフレーズを生み出した。

　構築されたフレーズは対象の魔術式に割り込み、新たな性質を付与する。

「へ？」

　髑髏指輪の生み出した二対の蛇が彼のコントロールを離れ、不自然な挙動を示す。

　そしてまもなく暴走した蛇はお互いを食い合い、混じり合って──爆発した。

「えぶっ!?」

　爆発の衝撃が髑髏指輪の彼を紙くずのように吹き飛ばす。

　そして宙を舞った彼は、モールを支える巨大な柱の一つにしたたかに背中を打ち付けた。

　彼の懐より飛び出した市販の魔護符が、音を立てて四散する。

「なっ……!?」

　ここでようやく彼らはこの事態に気がついたらしく、一斉に振り返って髑どく髏ろ指輪の青年を見た。目立った外傷はないが、すっかり気を失っている。

　……やはり魔護符は自作のものに限るな。あれしきの魔術をたった一発食らっただけで伸びてしまうとは。

「て、てめぇ……！」

「言うな、みなまで言うな」

　尖とがり頭が何かを言いかけたが、私はこれを制す。

　──きっと、彼らにも何か事情があるのだ。私のような脳天気では及びもつかぬような、何か深刻な事情が。

　しかし彼らもまた同じ大学で、席を同じくする学徒たち。その胸の内には必ずや残されているはずだ。大学生としての誇りが、矜きよう持じが。

　ああ、どうか許して欲しい。

　昔ながらの方法でしか、彼らの心に訴えかけることのできない、未熟な私を──

「魔術は身体で覚えろ、などと老害じみたことは言いたくなかったのだが、致し方ない」

「ッ……！　イキってんじゃねえぞ！」

　尖り頭が懐から小瓶を取り出し、その中身をぶちまけた。

　これは結界魔術の触媒に使う黒鉄砂か。

「魔術も見えなきゃどうにもできねえだろ！　この魔術オタクが！」

　黒い砂さ塵じんの向こうから尖り頭の声が響く。直後、魔術の証明を示す発光現象が砂のカーテン越しにいくつか確認できた。

　なるほど確かに魔術の目視を物理的に阻害してしまえば、対応する否定魔術式の構築はできない。賢明な判断だ、この状況における最善手である。

　だが──同時に悪手でもある。

「それでは、君たちも私の魔術を目視できないだろう？」

　私は口唱法にてある魔術を詠唱する。これは詠唱式口唱法火炎の魔術──その応用だ。

　手元に出現したごく小さな火種が爆発的火勢をもって膨れ上がり、周囲を赤々と照らしあげた。これには遠巻きにこちらを眺めていた人々も思わず悲鳴をあげたほどだ。

　だが安心して欲しい。

　口唱法によって唱えられた別のフレーズが火炎に働きかけ、一瞬ののちに炎を収縮させてしまう。これには叫びをあげた皆も狐きつねにつままれたような気分である。

　しかし炎は消えてしまったわけではない。物理法則を完全に無視して、飴あめ玉だまほどの大きさまで圧縮されてしまったのだ。

　これと同時に黒鉄砂によるカーテンが消失し、待ってましたと言わんばかりの多彩な魔術が飛んでくる。

「──死ね！　腐れ優等生が！」

　怒ど濤とうのごとく押し寄せる攻撃魔術を見つめながら、私は心中で主張する。

　私は優等生でもなければ、腐ってもいない。ただ愚直に魔術の道を究めんとする、一介の学生である！

「証明、完了だ」

　最後の術式へエンドマークを打ち、それと同時に〝球〟がゆっくりと前進を開始した。

　大質量の火炎を圧縮した、ルビー色の球体。それは見た目から測ることは出来ないほどの凄すさまじい熱量をもって、青年たちの魔術をことごとく打ち砕いたのだ。

「なっ!?」

　飛来してきた拳大の氷塊は、球に接触するなり一瞬のうちに蒸発して空気中に霧散し。

　建物を構築する特定の物質を抽出することで形づくられた巨大な石塊もまた空気中で赤熱、融解して、消えてしまう。大気の流れを操ることで生じた風の刃やいばもまた、球の放つ膨大な熱量に歪ゆがめられ、散り散りに。

　電撃や火炎に関しても同様だ。

　大気すら曲げる圧倒的な熱量が、有無を言わさずそれらをねじ伏せた。

　あれだけの数の魔術が、たった一つの飴玉ほどのソレによって融とかされていく。

　しかしそこまでしてもなお球は前進を止やめない。

　少しずつ、少しずつ着実に、周囲の大気をねじ曲げながら青年たちの下へと向かってゆく。それはまるで着実に忍び寄る死神もかくやという具合で、青年たちは恐れおののいた。

「や、やべぇっ!?　死ぬ、死ぬ!!」

「どけっ!!　はや、早く！　逃げろ!!」

　そうなってからの彼らの行動は速かった。

　蜘く蛛もの子を散らすように、という表現があるが、まさにその通りである。

　彼らはもはや矢やも楯たてもたまらず、こちらへ背を向けると、我先にと仲間を押しのけながら脱だつ兎とのごとく駆け出した。

　それからまもなくして彼らの背中が人混みに紛れて見えなくなると、私は用意しておいた否定魔術式を証明し、空気中にふよふよと漂う〝球〟を消す。

　そうすれば、あとは全て元通りだ。

　残るは呆ぼう然ぜんとなった観衆たちの作り出した、噓うそのような静寂のみである。

「これで、彼らも少しは教授に対する敬意を思い出しただろうか……まったく、イルノフ教授ならばもっと強力な魔術が組めるというのに」

　静寂の中、イルノフ教授が両目を見開いて私の方を見た。
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「チクショウが……！」

　こんなはずでは、こんなはずではなかった。

　うざったい野や次じ馬うまどもを押しのけて我を忘れるほど走り、階層まで移動した挙げ句にモールさえ脱出して、人目につかない建物の陰にまで逃げ込んだ。

　膝に手をつき、荒い息を吐き出す。

　ひととおり息を整えると、そこで初めて、周りでひどい顔をした取り巻きどもがひいひいと情けない声を漏らしているのに気が付く。

　ガキじゃあるまいしなんで全員同じ方向に逃げてくるんだ、と悪態の一つも吐つきたくなったが、今はそれどころではなかった。

「舐なめやがって……！」

　なにもかもが気に食わない。

　あの偉そうな教授も、涙目でぎゃあぎゃあ喚わめいていたガキも、俺たちに嚙かみついてきたあの女も。

　なにより──あのとぼけた野郎が気に食わない！

　俺たちはあのラクスティアの学生だ。

　大抵のヤツは大学の名前をちらつかせただけで震え上がって、無言で道を空ける。

　それが五人も集まって、なんだこの体たらくは!?　たった一人の生意気な魔術オタクにビビって、今じゃ岩陰の虫みたく縮こまりやがって──！

「クソが！」

　怒りに任せて、近くの壁に拳を叩たたきつける。

　あのいけ好かない魔術オタク、もう顔は覚えたぞ。

　ヤツは俺の顔に泥を塗った。よりにもよって取り巻きどもの前で。

　こういう出来事はのちのち周りの馬鹿どもを従える上で支障をきたす。

　潰れた面子は報復によってしか取り返せない。さもなくば俺の〝大学デビュー〟計画はあっけなく水泡に帰してしまう。

　せっかく死ぬ気で勉強してラクスティアへ入学することが叶かない、今までのクソみたいな繫つながりを断ち切ることが叶ったんだ。

　強者に媚こびへつらうことでなんとかカースト上位層にしがみついていたあの頃に戻るのは死んでもごめんだ。

　俺はこの大学でこそカースト最上位に立つと心に決めたのだ。

　そのためには、どんな手を使ってでも後悔させてやる。

　闇討ち……いや、女の方に手を出すのもいい、あの手の馬鹿にはそっちの方が効くはずだ。

　ぶくぶくと湧き上がってくる残酷なシミュレーションに、少しだけ胸のすっと空すくような思いがする。

　俺は懐から紙煙草たばこを一本取り出して、口に咥くわえた。

　……そうだ、報復といえばあいつの事も忘れちゃいけない。

　今回の騒動のそもそもの元凶。

　どういうつもりか、俺たちにあのガキのバッグを手渡してきた、やたらじゃらじゃらと髪留めをつけたあの女──

「おい！　誰でもいいから火ィ寄よ越こせ！」

　取り巻きどもを怒鳴りつける。

　愚ぐ図ずな奴やつらだ。見て分からないのか、こっちは無性に腹が立っている。

　火の一つや二つ、俺が煙草を咥えた時点で持ってくるべきだろう。

　しかし俺が声を荒らげたにも拘かかわらず、奴らの内の一人でも、そそくさとこちらへ駆け寄ってくるような気配はない。

「おい！　火ィつってんだろうが！　早くしろ！」

　どこまでも間抜けな奴らめ──！

　そう怒鳴り散らそうとした矢先、俺はあることに気付いてしまった。

　取り巻きどもが雁がん首くび揃そろえてある一点に視線を集中させ、ぼけえっと突っ立っているのだ。

　俺ではない、何か、別の何かを見て……。

「…………あ？」

　背後に、奇妙な二人組がたたずんでいた。

　でっぷりと膨らんだ腹には蛇腹模様、背中には申し訳程度に小さな翼がぴょこんと飛び出しており、尖った鼻の上には巨大な目玉がふたつ。体色は、それぞれグリーンとピンクで綺き麗れいに分かれている。

　むろん、そんなふざけた生物が実際に存在するわけは無く、端的に言ってしまえばそれは着ぐるみである。

　デフォルメ化された竜の着ぐるみに身を包んだ二人組が、いったいどういう了見なのか、こちらをじっと見つめているのだ。

　初めはあまりの馬鹿馬鹿しさで呆あつ気けにとられてしまったが、一呼吸置くと、抑えきれないほどの苛いら立だちがこみ上げてくる。

「……何見てんだコラ」

　二体の着ぐるみはこちらの問いかけに答えず、ただ無言のまま、そのどこを見ているのかもよく分からない巨大な目を、こちらに向けている。

　とうとう堪忍袋が限界を迎え、俺は煙草を咥えたまま奴らに詰め寄る。

　ちょうどいい、ムシャクシャしていたのだ。都合の良いサンドバッグがふたつ、思いのたけ殴り倒せばさぞや気が晴れるだろう──！

　暗い情動に口元が歪む。その矢先──突如、咥え煙草の先端に火が灯ともった。

「うおっ!?」

　突然の出来事に、俺は思わず煙草を落としてしまう。

　先端の赤熱したソレは、軽い音を立てて地面を跳ね、そして一筋の紫煙をくゆらせた。

　これは無詠唱式の火炎の魔術!?　こんな高等魔術、いったい誰が……！

「──火、欲しかったんだろ？　一年坊」

　緑色の着ぐるみがくぐもった声で言った。

　声が低い、男？　一年坊とは？

　混乱するこちらをよそに、二体の着ぐるみはその太くて短い腕を回し、首を取り外した。

　緑の方からは短めの銀髪を荒々しく尖とがらせた浅黒い肌の青年が。

　そして桃色の方からは、対照的に柔らかな金髪を横に流した、優男風の青年が現れる。

　しばらくの膠こう着ちやく状態ののち、俺はようやく事態を把握して全身から一気に血の気が引くのを感じた。

　何故なぜならば、俺はその二人を知っていたのだ。

「クロウス先輩に、トルア先輩!?」

「お、よく知ってたね」

　金髪の優男、もといトルア先輩が、わざとらしく驚いたようなそぶりを見せた。

　透き通るようなその爽やかな声音に、今は恐怖しか感じない。

　──知っているに決まっているだろう。

　騎竜俱く楽ら部ぶ部長、トルア・リーキンツ。そして星見の森部長、クロウス・ケイクライト。

　この二人を知らない人間がラクスティアにいるものか。

　キャンパス内外問わず、共に広い人脈と高い発言力を持ち、教学とのパイプすら持つと噂うわさされる、ズバ抜けたコミュ力。そして魔術の腕も他の学生とは一線を画し、クロウス先輩に関しては入学式で新入生代表としてスピーチすら務めたとの話だ。

　それに──なにより顔が良い。

　真偽のほどは定かでないが、トルア先輩に関しては街を歩いていただけで一日の内に三度、ファッション誌のモデルとしてスカウトされたことがあるとかないとか。

　とにもかくにも、彼らこそが大学における絶対強者、絶対に敵に回してはいけないまごうことなきリア充、すなわちスクールカーストの最上位──

「せ、先輩方は、こんなところでなにを……？」

　俺は無理やりに媚びた笑みを作り、なんとか言葉を絞り出した。

　彼らは依然微笑ほほえみを崩さない。その不気味さに全身が粟あわ立だつ。

「見りゃわかんだろ、バイトだよバイト、着ぐるみ着て子どもに風船配ってんだよ、今は休憩時間だ」

「良かったらキミもいるかい？　魔術遺産科一年のゼノ・コーヤンくん」

　トルア先輩が色とりどりの風船をこちらに差し出してくる。

　しかし俺としてはそれどころではない。

「な、なんで俺の名前を……？　所属学科まで……」

「はは、当然じゃないか、可愛かわいい後輩の名前だもの、覚えるに決まっているだろう？」

「またお前は調子のいいことばっか言いやがって、キザ野郎が」

　クロウス先輩が着ぐるみの肘でトルア先輩の蛇腹を小突く。

「まあ、ゼノくんはまだ分かんねえかもしんねーけど、大学に三年もいるとイキってる新入生を陰でニヤニヤ眺めるぐらいしか楽しみがなくなんだよ、な、トルア？」

「はは、口が悪いよクロウス、まあ事実だけど」

「もちろんゼノくんにも随分と楽しませてもらったぜ？」

「そ、そんな……」

　咄とつ嗟さに下手に出ようとするが、言葉が出ない。体温だけが急速に下がっていく。

　二人の先輩はそんな俺のさまを心底楽しそうに眺め、そして二人同時に俺の肩に手を回してくる。

　もはや敵対しようという意思すら湧き出てこず、俺は蛇に睨まれたカエルのごとく縮み上がった。

「まあ、ただイキってるぐらいなら陰で笑う程度で別になんともしねーんだけどさあ、ちょっとやり過ぎたな」

「学内でいくら大きい顔しようが別に知ったこっちゃないんだけどさぁ、ボクらの後輩に手を出したのはいただけないね～」

　後輩!?

　まさかあのとぼけた顔の男、先輩と繫がって……！

「──ところで、ボクら朝から働き詰めで疲れちゃったんだ。ここらで一服したいんだけど、火、貸してくれるかい？」

「無詠唱式火炎の魔術、できるよな？　無詠唱式で火をつけた煙草が一番美う味まいんだよ」

　そんな無む茶ちや苦く茶ちやな理屈があるものか──とは、当然言えるはずもない。

「い、いや、俺は詠唱式でしか……！」

「まさか煙草に火をつけるぐらいでわざわざ口唱法だの書き込み法だのの魔術を使うわけないよな？」

「先輩が煙草咥えたら後輩はすぐに火をつけるんだよ、見本見せたからできるよね？　ゼノくん」

「万が一ミスって前髪でも燃やそうもんなら在学中は絶対彼女ができないようにしてやるよ、ゼノくん」

　右にも先輩、左にも先輩。

　その爽やかで邪悪な笑顔に挟まれて、俺は自らの大学デビュー計画が僅かひと月で水泡に帰したのだと悟った。
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　例の尖り頭を筆頭とした前途ある学生たち（ここではあえてそう記す）を追い払ったのち、私は──ルシル・モールの関係者にこっぴどく[image: ]られることとなった。

　私の未熟さ故、彼らを説得するために危険極まりない攻撃魔術を使い、皆の平穏なる休日を脅かしてしまった。これは当然の報いである。

　本来ならば厳罰もやむなし。法的な処置があったとしても文句は言えない。

　その覚悟はあったのだが……。

「彼に非はありません、あるとすれば私自身にです」

　驚いたことに、私の立場が悪くなるやいなやイルノフ教授が先だってモールの関係者にそう進言したのだ。

　これには私はもちろん、ソユリでさえも目を剝むいて驚いた。

「彼の行為はあくまで正当防衛、原因を作ったのは私と、ラクスティアの学生です。つまり今回の騒動は誠に恥ずかしながら私の教育不行届きからくるものと言えましょう」

　これを受けて、それまで厳いかめしい顔をしていたモールの関係者（マネージャーと呼ばれていた）は途端にばつの悪そうな表情になる。

　どうやら彼はイルノフ教授を知っているようだった。

　ラクスティア魔術大学の教授ともなれば、その名を知らぬ者はウィッザニアにいない──それを知らされたのは、この一連の騒動が終わったのちのことである。

　そして教授は事の顚てん末まつを事細かに説明した。

　さすが私の尊敬する人物だけあり、彼の理路整然とした語り口は、得も言われぬ迫力さえ感じさせるほどであった。

　これにはさすがのマネージャーなにがしも返す言葉を失ってしまったほどだ。

　そして極めつけは、

「彼は優秀な学生です。間違っても私情で人を傷つける魔術など使うはずがありません」

　これが決定打となった。

　面と向かってこう言われてしまえば、もはやマネージャーなにがしは私を責め立てる術すべを失ってしまい、結局、厳重注意のみで私たちは解放されるはこびとなった。

　かくしてルシル・モール騒動は決着したわけである。




　──さて、場所は変わってモール前広場の大噴水。

　日が沈むまではまだ時間があるが、肌寒い風が一足早く夕刻の訪れを知らせてくる。

「二人とも、ティモラの件、改めて感謝します」

　そこで、イルノフ教授は私とソユリへ深々と頭を下げてくる。

　偉大なる教授に頭を下げさせるなど、なんと恐れ多い。

「い、いえ！　私たちはあくまで当然のことをしたまでで！　ティモラちゃんが無事ならそれで……！」

「そうだ！　頭を上げてくれ！」

「──そうですか、では遠慮無く」

　が、意外にもイルノフ教授はすんなりと頭を上げ、けろりとしている。

　私は安あん堵どの溜ため息いきを漏らすが、一方でソユリは鳩はとが豆鉄砲でも食らったような表情だ。

「じゃあティモラ、お兄ちゃんとお姉ちゃんにバイバイしなさい、今日の夕飯の買い物がまだだからね」

「はーい！」

　ティモラはそのまま跳ね上がりそうなほど勢いよく手を上げて返事をすると、とてとてとこちらへ駆け寄ってくる。

「ソユリおねえちゃん！　ありがとうね！　とっても楽しかったよ！」

「あ……うん！　私も楽しかったよ！　また遊ぼうね！」

「うん！　アーテルおにいちゃんも！　すっごくかっこよかったよ！　いつかわたしにも〝まじゅつ〟をおしえてね！」

　ああ、もちろんだとも。そう答えようとしたところ。

「はい、お別れの挨拶は済んだね？　じゃあ行こうかティモラ」

　私が答えるよりも早く、イルノフ教授はティモラを抱きかかえて、さっさとこちらに背を向けてしまう。

　ティモラはいかにも不満そうに「えー」と声をあげていたがお構いなしだ。

　私としても彼らの貴重な休日をこれ以上邪魔するつもりはないのでこのまま行かせてもいいのだが、そういえばひとつ言い残したことがある。

「イルノフ教授！」

「はい、なんでしょうアーテル君」

　イルノフ教授は歩みを止めぬまま、背中越しに聞き返す。

　では、私もまた遠慮無く。

「イルノフ教授は先ほど私を〝優秀な学生〟と評していたが、私にはもったいなさ過ぎる評価だ！　できることならば撤回を……」

「──ああ、あれですか？　あんなの方便に決まってるじゃないですか」

　イルノフ教授はこともなげに答えた。

　ソユリの鳩豆顔が、より一層間の抜けたものになる。

「義理を立てただけですよ、大人ですからね私は。……そもそも」

　そこで初めてイルノフ教授が歩みを止め、くるりとこちらを振り返る。

　そして彼はこの上なく爽やかな笑顔で言ったのだ。

「──キミほど手のかかる学生は初めてですよ、総合魔術科一年、アーテル・ヴィート・アルバリス君。分かっているとは思いますが、私の可愛かわいいティモラに妙なことを教えたらタダでは済ませませんからね？」

　これに対して私は、彼に応えるべく満面の笑みでこう返す。

「ああ！　それが聞けて安心した！　教授の偉大さに比べれば私など未熟も未熟！　それに安心してほしい！　ティモラは私の教えなどなくとも歴史に名を残す魔術師となる！」

「……可愛げの無いヤツめ」

　イルノフ教授が最後に忌々しげに何か呟つぶやいたような気がしたが、あまりにも距離が遠く聞き取れなかった。

　彼は、果たして最後にどのような言葉を残したのだろうか？

　一瞬これを推測しようと頭を働かせたが、やめた。

　そもそも私ごときの未熟者に、教授の深遠なる思想を推し量ることなど不可能なのだ！

「……アーテル君とイルノフ教授って相性悪いよね」

　一連のやりとりを眺めていたソユリがぼそりと呟いた。

　ああ、承知の上だとも、そもそも私とイルノフ教授を比べること自体間違っているのだ。

　いつの日か私もイルノフ教授と釣り合うほど偉大な魔術師になってみたいものだ！

　まぁ、なにはともあれ。

「──ようやく全て終わったな、ソユリ、今日は巻き込んでしまってすまない」

「う、ううん！　そんな！　謝らなくていいよ！」

　ソユリはぶんぶんと手を振って否定する。

「巻き込まれるのはいつもの事だけど、私、今日は本当に楽しかったんだから！」

　いつものこと、という部分に若干の引っかかりを覚えるが──そうか、楽しかったのか。

　私もつい年とし甲が斐いもなく楽しんでしまった。全てが新鮮な経験であった。なるほど、大学生というのはこのようにして休日を過ごすのだな！

　これで私も少しは模範的大学生に近づけただろうか!?

「もし迷惑でなければまた来よう」

「……！　全然迷惑なんかじゃないよ！　また来ようね！　その、二人で！」

「ああ、ああ、勿もち論ろんだとも！」

　私はそう答えつつ、危うく涙をこぼしかけた。

　全く、大学生というものは素晴らしい。

　これほど素晴らしい経験と、それを共有できる学友がいる。その事実に、思わず顔がほころんでしまう。

「──いやぁ、相変わらず絵になりますねぇ、反へ吐どが出るほど」

「っ!?」

　──が、緩んだ頰ほおは不意に聞こえてきたその声が孕はらむ異質の気配を感じ取ったことによって、緊張にこわばることとなった。

　なんだ、この禍まが々まがしい気配は。私は咄とつ嗟さにソユリの身をかばい、声の主を探す。

「え？　な、なにアーテル君？」

　ソユリは何が起きたか分からず困惑しているが、今はその理由を説明する暇すらない。

　全神経を研ぎ澄まし、あたりの様子を探る。

「ここですよぉ、ここ」

　戸惑うこちらをからかうような、間延びした甘ったるい声。

　彼女は──いったいいつの間にそこまでの接近を許してしまったのか、噴水の縁に腰をかけて、頰ほお杖づえをつきながらこちらを眺めている。

　この声の主を認めた時、私は言葉を失ってしまった。

「あなたは……」

「Edenの、店員さん……？」

「──はぁい、お久しぶりですぅ」

　彼女はゆるやかなウェーブのかかった金髪を揺らしながら、ひらひらと手を振った。

　これを見て、私はようやく正気を取り戻す。

「──ソユリ!!　ソイツから離れろ！」

「え？　アーテル君なんでそんな怖い顔……落ち着いてよ、あの時優しくしてくれた店員さんだよ？」

「ソイツはあの女店員ではない!!」

　私は困惑するソユリを半ば無む理り矢や理りに引っ張り、あの女店員の皮を被かぶった何者かとの距離をとる。

　ヤツは特に何か仕掛けてくるわけでもなく、ただ柔らかな微笑をたたえてこちらを眺めるだけだ。それが、かえって不気味である。

「……まぁ、正確には違いますけどねぇ」

　女店員が三日月状に口元を吊つり上あげ、懐から何かを取り出した。

　それは片手に収まりきらないほど大量の髪留めだ。

　彼女はいったいどういうつもりか、取り出した髪留めを一つずつ、ぱちんぱちんと頭上に取り付けてゆく。

「そもそもEdenにこれほど若い女性店員は存在しません、20代後半から40代の女性店員が主ですからねぇ」

　ぱちん。

　ウェーブのかかった金髪にまた一つ、髪留めが取り付けられる。

「しかしぃ、お得意様はおろかモールの関係者、果てはEdenの店員でさえ、私がEdenの従業員であることを疑っておりません」

　ぱちん。

　また一つ、煌きらびやかな髪留めがストレートの金髪に取り付けられた。

「言ってしまえばそもそもが偽なのです。そもそもがこの世に存在しない人物なのです。しかしそんな私を真たらしめていたのは、世界を形作る情報」

　ぱちん。

　もはやいくつめになるのかも分からぬ髪留めが取り付けられる。

　ショートボブの黒髪に。

「情報を制することは世界を制すること、すなわち私にかかれば真もまた偽、偽もまた真、ということですね」

「噓うそ……!?」

　ソユリがようやく異常に気付き、驚きよう愕がくの声をあげる。

　その一方で彼女は最後の髪留めをぱちんと取り付けた。

　彼女の頭上には今やおびただしい数の髪留めが所狭しと同居している。

「お前は……！」

　何故なぜ、何故気付かなかった。彼女はEdenの女店員ではない。ましてや、私の知らない人間でもない。

　そしてようやく思い出した。

　この全身を締め付けるかのような異質の気配、その正体。

　私はこの感覚を知っている、そして彼女のこともまた、知っている。

　しかし、何故、何故だ。

　何故、彼女から──

「どうも、新聞同好会部長、もとい新聞サークル部長、呪術科二年のネペロ・チルチッタです」

　──何故、彼女から魔族の気配がする!?
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「──未知とは恐怖なのですよ、総合魔術科一年アーテル・ヴィート・アルバリスさん」

　正体を現したネペロ・チルチッタは底知れず不気味な笑みを披露しながら、言った。

　彼女の発散する気配は、身体からだの内側に忍び込んで臓ぞう腑ふをしめつけるがごとく異質なものである。しかし、その異質を私は知っている。私の身体が覚えているのだ。

　これは紛れもなく、魔族の気配──

「人一人の力など世界を包む未知の膨大さと比べればさながら大海の蟻あり、未知とは我々を取り囲む大いなる力そのものと言っても過言ではありません」

　ネペロは演説を続けながらこちらをねめつける。

　私とソユリは、さながら蛇に睨にらまれた蛙かえるだ。

「結局のところ、人は原始の時代から何ひとつ変わってはいないのです。いくら魔術が発達し知恵の光を灯ともそうとも暗闇は未いまだ晴れず、恐怖の対象であり続けるのです」

「結局のところ何が言いたいのだ……ネペロ先輩」

「ああ、こんな状況でもまだ私を先輩と呼んでくれるんですか？　律儀ですねぇ」

　ふっ、と何の前触れも無くネペロの姿がかき消えた。

「!?」

　私とソユリは目を剝むき、消えた彼女を探す。──耳元から囁ささやくような声が聞こえた。

「本当は怖くてたまらないでしょうに」

「っ!?」

　私は反射的にソユリの手を引き、後ずさる。

　振り返るとソユリと私のすぐ背後、手を伸ばせば届くほどの距離にネペロの姿があった。

　姿を消す魔術、瞬間的に移動する魔術は存在するが、しかしこの感覚は魔術ではない！

　間違いない、やはり彼女は──

「魔法を、使っているのか……！」

「ぴんぽん、ご名答です」

　ネペロはこの緊迫した状況にまるでそぐわない軽い口調で私の言葉を肯定する。

　その余裕が、今はそら恐ろしい。

「あ、アーテル君……魔法って……？　それにあの、ネペロ先輩はいったい……？」

　ソユリもまた底知れぬ恐怖を感じ取っているのだろう。

　さながらすがりつくように、震えた声で尋ねかけてくる。

　彼女は新聞同好会もとい新聞サークル部長、呪術科二年のネペロ・チルチッタ先輩──であるはずだ。少なくとも私の中ではそういう認識であった。

　だが──

「その問いには私が答えましょう、結界魔術科一年、ソユリ・クレイアットさん」

　言葉に詰まる私を嘲あざ笑わらうように、ネペロが言った。

「まず現代の魔術は、かつて存在した魔法と呼ばれる技術から派生したもの、というのはご存じでしょう」

　彼女はまるで教授が講義でもするように、くるくると指を回しながら続ける。

「私はラクスティア魔術大学に在学する呪術科二年のネペロ・チルチッタ、その事実に相違はありません、しかし付け加えて言うならば──私は正統なる魔法の継承者、かつて真なる魔女と呼ばれた存在に類するもの、もしくはこう言った方がいいでしょうか」

　そして彼女は、私の予想を確信へと変える一言をいとも容易たやすく言い放つ。

「遥はるか昔、人魔大戦において魔術師たちの手にかかり歴史から抹消されたとされている魔法使い──すなわち〝魔族〟の子孫です」

「馬鹿な！」

　私はほとんど無意識のうちに声を荒らげていた。

　その鬼気迫るさまにソユリは思わず肩を震わせるが、ネペロは眉ひとつ動かさず微笑をたたえている。

「確かにいくら時が経たてども技術は残る！　魔法のまがいもの、魔女のまがいものならば納得もしよう！　しかし現代に真の魔女が、魔族の血筋が残っているはずなどない！」

「おや、まるで実際に人魔大戦を経験したかのような口ぶりですね？　アーテルさん」

「くっ……！」

　私が人魔大戦の終結に一役買った三大賢者の一人である、という情報は別段秘しているわけではない。しかし彼女が本当に魔族の子孫であるならば、おいそれとこれを明かすわけにはいかない。

　何故ならば、未だ彼女の目的が見えない──

「ふふふ、やはり興味深い存在ですよ、あなたは。……覚えていますか？　あなた、私と初めて会った時、私から魔法の気配を感じ取っていましたよね？」

　私の中にある記憶が蘇よみがえる。あれは先日、大学購買前の廊下で彼女と交わした会話。

　──呪術科とは名前の響きから判断して呪術全般についてを学ぶ場所だと推測するが、そこではもしや〝魔法〟も取り扱うのか？

　──……イヤですねぇ、魔法？　ファンタジーじゃあるまいに、そんな眉唾をわざわざ学校で教えるわけないじゃないですか、さすがの大学でも魔女はいませんよ、ハハハ。

　──しかし、君からはかつて出会った魔女と同じ匂いがするぞ。

「まさか魔法の残り香を一介の学生に気取られるとは……さすがの私も驚きましたよ。それにしてもかつて出会った魔女、ですか。アーテルさんは昔、他の魔女に出会ったことがあるんですかね？」

「……答えるつもりはない」

「それがいいでしょう、情報とはカードですから必要な時に伏せ、必要な時に切るべきです。しかしその一方で私はあなたのことがもっと知りたいのです。ですから」

　その途端、大気が質量を持つかのごとく場の空気が一変した。

　ただならぬ気配が全身を押さえつけ、本能が警鐘を鳴らす。

　その異常事態を示すように、いつの間にか広場から私たち以外の人が姿を消していた。

「──名刺代わりに私の魔法を披露してさしあげます」

　彼女は両手の人差し指と親指を立て、それを枠フレームに見立てると、これを通して私たちを覗のぞき込こんだ。

　ぴしりと世界の軋きしむような音があり、その直後──

「アーテル君！　危ない！」

　ソユリが横あいから飛び込んできて、私を突き飛ばす。

　私とソユリは地べたを転がり、そしてその次の瞬間、私たちがつい先ほどまで立っていた場所が異質の空間と化した。

　私はこの荒唐無稽な現象を説明する言葉を持たない。

　しかし、あえてありのままその光景を表現するとすれば。

　──ネペロの作り出した枠フレームに収められていたのであろうその場所が、真四角に切り取られた溶岩地帯へと変貌していた。

「これはさすがに避よけますよねぇ、いやぁ危なかったです、別に私はあなたを殺したいわけではないので」

　ネペロは地面に倒れ伏した私たちを見下ろして、こともなげに言う。私はただ言葉を失うほかなかった。

　何故なら私はこんなものを知らない。

　魔術であれ、魔法であれ、錬金術であれ、巫ふ術じゆつであれ──古今東西、こんな芸当は見たことがないのだ！

「しかし、こんなものは私がこれから行おうとしている偉業に比べればほんの些さ事じです。──時は満ちました。私の大魔法はもうすぐ成ります。私のことが知りたければ明日早い内に大学へ来てください。きっとさぞ面白いものが見られますよ」

　そう言い残して、彼女は姿を消した。

　同時に、場を支配していた重圧が噓うそのように霧散する。

　赤黒い溶岩は、何事もなかったかのようにレンガ造りの地面へと戻り、人々の雑踏が聞こえてくる。

　──見逃されたのだ。

「ネペロ・チルチッタ……ヤツは一体何を企たくらんでいる……!?」
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　我々が住む世界は〝大いなる力〟と呼ばれる不可視の力の奔流によって形作られている。

　大いなる力、それはあらゆる生命の起源、真理、到達点──

　正確に言えば、これの上に〝理ことわり〟という名の薄皮を貼はりつけることによって成り立っているのが我々の世界なのだ。

　翻って神秘というものがある。

　これは黒竜の娘などを始めとした高位の幻獣が行使できる力である。

　ひとたび発動すれば地獄の業火を再現し、神話に語られる雷を呼び寄せ、大津波によって町ひとつ飲み込むことすらできる。

　しかしその原理とは単純明快、世界を形作る大いなる力の一部を強引に引き千切り、無む理り矢や理りこちらの世界へ現出させるというたいへんな力業なのだ。

　そもそも幻獣という存在自体が極めて大いなる力に近いからこそできる芸当だが、その分リスクは大きい。

　あまりに強力な神秘を行使すると、術者への途方もない負担はさることながら、力のしわ寄せで世界そのものが揺らぎ、何が起こるか分かったものではない。

　度重なる神秘の行使によって力を制御しきれず、灰になる幻獣というのも別段珍しいものではないのだ。

　それを踏まえた上で魔女たちが操る魔法──これは掛け値無しの奇跡である。

　大規模な儀式を通して大いなる力に直接干渉し、その力を現出させる。そういう点では神秘と似通っているが、これはある意味その究極形。

　何故なぜなら魔法とは、人の身にありながらも正当な手続きをもって大いなる力の一部を拝借する技法だからだ。

　幻獣どもが神秘によって大いなる力をねじ伏せ、従え、時に手痛い反撃を受ける一方で彼女ら魔女は大いなる力を完全に御していた。

　これぞ人間の至るべき極致──と魔女たちが畏敬の念を払われていた時代は確かにあったのだ。

　しかし、いかんせん魔法とは人を選んだ。

　まず、魔女となるのに最も重要とされるのは血である。加えて魔法使いは女性であることも必須とされた。

　詳しい理由は分からないが、大いなる力とリンクするには、男性よりも女性の方が適していたのだという。

　しかるべき血統、そして魔女としての素質なしには成り立たない。そういった経緯もあり、魔法とは秘されるものであったのだ。

　とある魔女が途方もない研けん鑽さんの末編み出した魔法は一子相伝、一族のみに受け継がれ、門外不出とされた。

　魔法のまがいもの、魔女のまがいものは少なくなかったが、真なる魔女はほんの一握り。

　魔女たちの特権階級に不満を抱く者はあれど、どうすることもできやしない──そんな状況下で、魔術が発明された。

　魔術とは、魔術式をもって世界の〝薄皮〟の部分に干渉し、理ことわりを作り替えることによって一時的に大いなる力の流れを操る技術のことである。

　魔法と比べれば出力の面で多少見劣りはするが、それでも魔術には大きな利点があった。

　まず魔術とは魔法のように大規模な儀式を必要としない。

　紙とペン、もしくは言葉、果てには思考──ただそれだけで奇跡を証明する。

　しかし最も大きかったのは魔術が体系化されていたことだ。魔術は学びさえすれば特別な血統なぞなくとも、男であれ女であれ、奇跡を証明することが可能である。究極的な話をすれば、誰かが組み上げた魔術式をそのまま書き写すだけでも、同じ事象を引き起こすことが可能、というわけである。

　だからこそ魔術は爆発的に広まり、また同時加速的に成長。新たな魔術がまた新たな魔術を生み、魔術師たちの数はあっという間に魔女を上回った。

　人々はいよいよ知識の松明たいまつに火を灯ともし、文明の明かりで世界を満たすことが叶かなったのだ。

　──しかし、これをよく思わない者たちがいた。言うまでもなく、魔女である。

　魔術師たちは神聖なる魔の領域を土足で踏み荒らす無作法者。

　そういった共通認識の下、魔女たちはこぞって魔術を世界から抹消しようとした。

　魔法こそが唯一正統なる技法であり、魔術とは魔法のまがいもの、世界に選ばれるべきは魔法である、と。

　だが、一度灯された文明の火を吹き消すことなど不可能なのだ。

　魔女たちの思惑など関係なく、魔術はより一層発展した。

　より強く、より速く、そしてより普遍的に。だからこそ戦争が起こった。

　魔法への畏敬を望み、魔法への崇拝をよしとする、魔法至上主義の由緒正しき魔女たち。

　対するは魔術により人の世界を文明の灯火で包まんとする新進気鋭の魔術師たち。

　魔と人──ゆえに人魔大戦。

　戦争は数百年に及び、苛烈を極めた。

　魔女たちは強力な魔法を用いて戦場にて一騎当千の力を振るい、果てには伝説にさえ語られる幻獣どもを隷属させて、おおいに魔術師たちを苦しめた。

　だが、今だからこそ言える。当時の私には、この戦争の結果がはなから見えていたのだ。

　その場に留とどまろうとする者と前に進もうとする者。留まる者が勝つ道理などいったいどこにあろうか。

　魔女が一騎当千を誇るのであれば、千一人目の魔術師が魔女を討つ。

　神秘という天変地異にも等しき力を扱う幻獣どもは、魔術師たちの手によってその伝説に終止符エンドマークを打たれた。

　加えて、魔術は戦禍の中で更なる進化を見せたのだ。

　その進化の集大成とも言えるのが、三大賢者と呼ばれる三人の魔術師たちである。

　由緒正しき魔術の名門、クレイアット家より輩出されし稀き代たいの天才魔術師。軍略に秀で、奇策、搦からめ手てにおいて右に出る者なし。世にも珍しき柘榴ざくろ色の髪を持つ女魔術師。

　名を、マリウス・クレイアット。

　天涯孤独の身から一切の後ろ盾も持たず、ただ独力で魔術を究めた秀才魔術師。星読みを利用した結界魔術の扱いにおいて他の追随を許さず、編み出した魔術式は精緻な宝石とも例えられる。

　一方で一瞬を燃えさかる炎のごとき生き様を見せた、銀髪隻眼の女魔術師。

　名を、イゾルデ・フランケンシュタイン。

　そして最後に私、名を、アーテル・ヴィート・アルバリス。

　我々は戦場にて数え切れないほどの魔女たちを屠ほふり、そして自らが編み出した魔術式の数々を広く魔術師たちへ伝えた。

　のちに語られるイゾルデ式、マリウス式、アーテル式である。

　これがきっかけとなって天てん秤びんは大きく人に振れた。

　かくして我々三人は死闘の末、ようやく魔族の王──すなわち魔女の王を討ち取ることが叶う。そしてもはや奥の手という奥の手を使い果たし、虫の息となった魔女王へ私はこう提案した。

　魔法はまだ伸びる。なればこそ、その技法を体系化し広く伝えるべきだ。

　しかし魔女王の返した答えは。

「──不敬者め、地獄へ落ちろ」

　その言葉を最後に、魔女王は我々の目の前で灰となった。

　あとで聞いた話なのだが、それとほぼ同時刻、グランテシア中から「交戦中、魔女が目の前で突然灰と化した」という報告が多数寄せられたらしい。

　それが人の身にありながら大いなる力に近づきすぎた代償なのか、それとも別の何かか。私たちには遠く理解の及ばぬところだ。

　しかしただ一つ確かなこと。

　それはその日を境に魔女たちが一人残らず姿を消したこと、すなわちこの戦争が〝人〟の勝利に終わった、ということである。

　だが、しかし。

「ネペロ・チルチッタは自らを魔女と名乗った、しかも真なる魔女と──」

　ネペロの魔法を目の当たりにしたその夜、私は大魔導ハイツ自室にてマリウスとりゅーちゃんへ事の顚てん末まつを説明した。

　ちなみにソユリはというと今、私のベッドで深い眠りに落ちている。

　ルシル・モールより帰還した我々の様子を見るなり、ただならぬ事情を察したマリウスがすぐさま魔術式を組み、ソユリを眠らせたのだ。ヤツにしては賢明な判断である。

「真なる魔女とは、これまた大きく出たもんだ」

　マリウスは軽い口調で言うが、しかし口調とは裏腹に、彼女の表情は事態の深刻さを裏付けている。

「我は直接魔女に会ったことなど数えるほどしかないが、また厄介なことだな」

　一方でりゅーちゃんは膝の上のワイバーンのヒナ、白竜の頭を撫なぜつつ神妙に呟つぶやく。

「これがアーテルの勘違いで、ネペロは単なる自称魔女の痛い子でした、なら笑って済ませられるんだけど」

「いや、あの気配は間違いなく我々が戦った魔女のものだった」

「だよねぇ、アーテルがそのあたりを読み違えるはずもない、となるとネペロは真なる魔女の血族ってことになるんだろうけど、それ以上に厄介なのは……」

「その目的が一切読めんことだ」

　りゅーちゃんの言葉に私とマリウスは深く頷うなずいた。

「そうさ、彼女が真なる魔女であれなんであれ、どうしてアーテルの前に現れたのかが分からない、必要が無いんだもの」

「宣戦布告ののち、仇あだ討うちか？」

「でも、さっきの話を聞く限りネペロはアーテルの正体にまだたどり着いてないんでしょ？　矛盾してるよ」

　そう、真なる魔女の血族が三大賢者の一人たる私の前に姿を現すことの意味、それはかつての大戦の因縁によるものと考えるのが妥当だ。

　しかし、どうも彼女は私がかつての三大賢者であると気付いた風ではなかった。すなわち彼女は大学生としての私に対してわざわざ名乗りを上げたのだ。その意図が読めない。

「……彼女は自らの大魔法がもうすぐ成る、とも言っていた」

「十中八九ロクでもないことなんだろうなぁ、はてさて鬼が出るか蛇が出るか、明日にはウィッザニアが更地になってたりして」

「それに、ヤツはわざわざ早朝の大学に来いとまで言っていたのであろう？」

「理には適かなってるね、なんせあそこはかつてのサバトの聖地、魔女信仰の中心だ。魔法で何かをやらかすにはもってこいの場所さ、つまり」

「ラクスティア魔術大学がなんらかの大魔法の起点として使われる、ということか」

　なれば、わざわざ大学という場所を指定した意味も分かる。

　しかし大陸でも名を轟とどろかせた魔術大学を魔法のための儀式場とするとは。これは魔術師たちへの明確なる宣戦布告である。

　ネペロは己の魔法によほど自信があるのか、それとも何か大学を儀式の場とする別の目的が──？

「十中八九、罠わなだろうねえ」

　マリウスはこともなげに言った。

「さっきラクスティアに探知の魔術を飛ばしてみたけど魔法の臭いは感じ取れなかった。まだ魔法は発動していないみたいだけど、状況から考えてラクスティアが魔法の儀式場として使われる確率は極めて高い。つまりネペロは待っているんだ」

「……私を、か？」

「さあ？　キミか、もしくは明日の早朝に何かがあるのか、もしくはその両方か──ともかくキミの存在が、ネペロの大魔法にとって都合のいい何かなんだろうさ」

「それは、私に大学へ行くなと言っているのか？」

「それ以外の意味に聞こえたかい？」

　マリウスはその翡ひ翠すい色の瞳で、こちらを射い貫ぬくように見据える。その視線には言外の圧力が多分に含まれていた。

　むざむざ罠にかかりにいくヤツはいない。なんせネペロの魔法は全くの未知数である。

　その目は、そう訴えかけてきているように見えた。しかし、

「──悪いが、明日は１コマ目から講義が入っている」

　私は毅き然ぜんとしてこう答えるのだ。

　マリウスが頭を抱えて溜ため息いきを吐つき、りゅーちゃんは「大学馬鹿め」と呟いた。

　勿もち論ろん、ネペロの大魔法とやらによって学生諸君や教授陣に危害が及ぶのが看過できない、というのもあるが、なにより──大学生とは大学に通うものである。

「あー、もう勝手にしなよ、ボクは助けないからね」

　あと、くれぐれもソユリには手を出さないように。

　その言葉を残して、マリウスは蜃しん気き楼ろうのごとく姿を消した。すぐ隣なのだから普通に玄関から帰れ、と私はひとりごちる。
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　ラクスティア魔術大学一階、大廊下。

　朝──本日１コマ目の講義が始まるまでまだ幾分かの余裕があるこの時間に限っては、学生の姿もまばらである。

　こんな時間にうろついているのはよほど真面目な学生か、あるいは──

「なんでこんな朝っぱらから大学になんざ来なきゃいけねえんだ」

　クロウス・ケイクライトは欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら、いかにも不機嫌そうにぼやいた。

　昨日も日付が変わるまで酒をかっくらっていただけあり、着崩した服もさることながら、全身から気け怠だるげな雰囲気が漂っている。

「しょうがないだろ、昨日〆切のレポートがあるってすっかり忘れてたんだから……」

　同じくクロウスとともに夜通し酒を飲んでいたトルアが死にそうな顔で呟いた。

「正確には今日まで忘れていた、だけどな、あん時とっくに日付変わってたぜ」

「そうだったかな……？　ああ、くそ、おぼろげにしか思い出せない……頭が……」

「だらしがねえな、男だろ」

「性別と肝臓は関係ないだろ……クソ、クロウスが景気づけに酒を飲みながらレポート書こうなんて提案しなきゃ……こんな滅め茶ちや苦く茶ちやなレポート提出したら単位落とすどころか退学処分だ……」

「ぐだぐだ言っても仕方ねえだろ、どっちにせよ出せなきゃ落単だ、早く提出しねえと教授が出勤してきちまう……と、なんだありゃ、ギルド前に人だかりができてるぞ」

「んん？　こんな朝早くからなんだい？」

「知らねえ、見たところ後輩の女子ばっかだがどこかで見た顔も……ちょっと待て、あれお前の元カノじゃねえか？　あいつと、あいつと、あいつと……」

「え、噓うそ？　……って、キミが前に持ち帰った後輩もいるじゃないか、あの子と、あの子と、それからあの子と……」

　ただならぬ悪寒が二人の背中を駆け抜ける。

　しばらくして人だかりの内一人が、クロウスとトルアを見つけ、他の女子たちに何かを伝えている。距離があるだけに会話の内容は聞き取れなかったが、途端、彼女らの雰囲気が一変したことだけは分かった。

　具体的に言うと、殺気に。

「……おいトルア、お前今までの元カノとは後腐れ無く別れてるよな？」

「そっちこそ、ちゃんと手は切ったんだろうね……」

　女子たちが一斉に懐からメモ帳を取り出し、自前のペンをもって何かをさらさらと書き込んでいる。否、叩たたきつけるように書き殴っている。

　まるでペン先をもって親の仇かたきをえぐり潰すかのごとく──

　大学生活で培ったトルアとクロウスの中の経験が激しく警鐘を鳴らしていた。
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　これはヤバイ──と。

「逃げるぞトルア!!」

「同意見だ！」

　トルアとクロウスがほとんど同時に踵きびすを返し、脱だつ兎とのごとく逃げ出す。

　するとその直後、背後から多彩な魔術が飛んできた。混じりっけ無しの殺意、手加減など一切無い攻撃魔術の数々が──

「なんでだよ!!」

　クロウスが逃げながら悲鳴をあげる。彼女らは新たな攻撃魔術を構築しつつ、血走った目でトルアとクロウスを追いかける。

　そして誰もいなくなったギルドにて、掲示板に貼はり付けられた一枚の〝新聞〟が風に揺れた。

〝恋愛相談をしてくる女はカモ!?　騎竜俱く楽ら部ぶ部長トルア・リーキンツ、卑劣すぎる手口を語る〟

〝とうとう大台突入か？　星見の森部長クロウス・ケイクライト、またも酔い潰れた新入生をお持ち帰り〟
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「……なんだこれは」

　私はソユリとともに登校するなり、我らが神聖なる学まなび舎やの変わり果てた姿に閉口せざるを得なかった。

　人が怒りに顔を歪ゆがめている。あるところでは殴り合い、あるところでは攻撃魔術の応酬にすら発展していた。

　人が狂喜に腹をよじらせている。一種醜悪な笑みを浮かべ、のたうち回っていた。

　人が悲嘆に暮れている。ある者は涙でぐしゃぐしゃになった顔で私のすぐ傍そばを駆け抜けていった。

　窓ガラスが割れ、備品のことごとくが打ち壊されて、学生たちは知性を忘れてしまったかのような騒ぎだ。

　一言で表すならば狂乱。かつての魔女の宴うたげが、今ここに再現されているのでは無いかと錯覚したほどだ。

「……なにこれ」

　ソユリの溢あふれる知性をもってしても、この状況は理解に難かったらしい。私とほとんど同じ台詞せりふを吐いて、その場に立ち尽くしている。

「──部長！　この記事に書いてあることは真実ですか!?」

「横暴だ！　失言だ！　これは明確なるサークル基準法違反だ！」

「新入生とキスしてただろ！」

「黙ってないでなんとか言ったらどうだ！」

「弾劾せよ！　弾劾せよ！　弾劾せよ！」

「あと新入生とキスしてただろ！」

　なにやら珍妙な集団を発見したので、そちらへ目をやる。

　ボードらしきものを掲げた多数の黒子に囲まれ、しどろもどろになる一人の女性の姿。

　久しく再会することが叶かなわなかったが、私はしっかりと覚えている。あれは演劇サークル部長、シュリィ・メルスティナ先輩だ。

　なかなかにシュールな光景だが、あれは……黒子たちがシュリィ先輩を囲んで何か抗議しているのか？

　一部訳の分からないことを訴える者もいるが、当のシュリィ先輩はというと黒子たちに身動きも出来なくなるぐらい詰め寄られ、涙目になっている。

「なんなのよこれ[image: ][image: ][image: ]!!」

　シュリィ先輩の悲痛な叫びが轟とどろいたかと思えば、黒子たちの下から一枚の紙がひらりと飛んできて、私の足下に着地する。

　私はこれを拾い上げ、そこに記されてある内容に目を通すと──思わず眉をひそめた。

〝演劇を成功させるためには退学もやむなし!?　非道！　現代のブラックサークル、サバト部長シュリィ・メルスティナ〟

「これは……新聞か？」

　私の知るものとは大分形が異なっているが、しかし確かにこれは新聞だ。

　改めて見てみると、この騒動の中心には全てこの〝新聞〟がある。

〝許されざる依え怙こ贔ひい屓き！　学長ディヴィーナ・フランケンシュタインが特定の学生に肩入れ！　ラクスティアの腐敗はもはや手遅れ？〟

〝アカデミック・ハラスメントの実態！　イルノフ・ガントット教授、単位を盾に学生を恐喝か？〟

〝童顔の鬼、教学アルガン・バディーレー、シークレットブーツの値段はいかほどに〟

　見れば見るほど、なんとひどい記事か。

　いたずらに人を煽あおり、人の心を惑わす、そんなゴシップの数々が飛び込んでくる。

「これがネペロ先輩の言ってた大魔法……？」

　ソユリが引きつった顔で呟つぶやくが、私は心中で叫ぶ。

　──否！　断じて否！　このように低俗なものが魔法であるものか！

「──アーテル！」

　名前を呼ぶ声がして、私は咄とつ嗟さに振り返る。

　見ると、人混みの合間を縫ってマリウスがこちらへ駆け寄ってきていた。

「おばあちゃん!?　これどうなってるの!?」

「し、知らないよ！　朝早く大学に来てみたら大学の至る所に新聞が貼り出されてたんだ！　これのせいでキャンパスはたいへんな騒ぎさ！」

「新聞部部長ネペロ・チルチッタ……！　間違いなくヤツの仕業だな！　こんなことをしてなんになる!?」

　意味も無く人々を恐慌状態に陥れ、一体何を為なすつもりか！

　根性のねじ曲がったマリウスであっても、こんな訳の分からない事をしたりはしない！

　……いや、待て。

「マリウスよ」

「なんだいアーテル!?」

「貴様、何故なぜこんな時間に大学にいる？　私の記憶が正しければ、お前はこの時間に講義を入れていないはず……」

「……」

「──貴様！　マリウスではないな!?」

　私はすかさずマリウス〝もどき〟に牽けん制せいの無詠唱式火炎魔術を放つ。

　しかし、彼女がにやりと口元を歪めたかと思えば、すぐにその姿がかき消えて、火炎の魔術は背後の壁にぶち当たった。

「──ははは、残念ですねぇ、すぐに見破られてしまいました」

　いつからそこにいたのか。私のすぐ傍そばでニヤニヤと笑っているのはこの騒動の元凶、ネペロ・チルチッタである。

　分かるに決まっているだろう！　あの怠け者に、間違っても講義の入っていない時間から大学に来るような殊勝さがあるものか！

「ネペロ先輩！　一体あなたは何をするつもりなんですか!?」

　ソユリがネペロを問い詰める。彼女は不気味に口元を吊つり上あげてこれに答えた。

「これはあくまで第一段階、私の大魔法は着実に進行しております。ふふふ、楽しみですねぇ、あなたが私の大魔法を看破するのが先か、あるいは──おっと、ここからはネタバレになってしまいますので、またいずれ」

「逃がすか！」

　私はすかさず無詠唱の攻撃魔術式を構築するが、一手遅かった。

　あとはエンドマークを打つだけ、という段になった頃には、またもやネペロの姿がかき消えている。あたりは再び喧けん噪そうに包まれた。

「新入生とキスしてただろ!!」

　歯は嚙がみをする私の近くでは、例の黒子が再び意味不明なことを叫んでいた。
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　トルア・ルーキンスとクロウス・ケイクライト。

　三年間の大学生活で女性関係のこじれにより、危うく殺されかけたことも一度や二度でなく。数多あまたの修羅場をくぐってきた二人は、キャンパス内における逃走ルートの確保にも余念が無い。

　──しかし、こと色恋沙汰において大胆かつ慎重に振る舞ってきた彼らは、今まさに絶対の窮地に立たされていた。

「これが年貢の納め時ってやつか……」

「五体満足で卒業できると思ったんだけどなぁ」

　彼らは、キャンパス内が混こん沌とんの最さ中なかにある今、呪術科が管理する大学敷地内のマンドラゴラ畑にて、およそ十数を超える女学生たちにより完全に包囲されていた。

　皆、少なからず二人と縁を持つ女性であり、もっと言えば肉体関係を持った女性たちである。逃げ出そうにも数が数、まして共通の目的を持った女性たちは凄すさまじい連携を発揮するのだ。その包囲網には一点の隙もない。

　クロウスもトルアも優秀な魔術師だ。一人や二人ならば軽くいなせるが、こうも数が多くては対処しきれない。

　加えて彼らは共通してラクスティア史に名を残すほどの稀き代たいの女たらしではあるものの、女性へ魔術を向けることはプライドが許さなかった。

　つまりは、万事休すである。

「ああ、もういっそ足下のマンドラゴラを二、三本引っこ抜いちまおうか、八つ裂きにされるよりはマシだろ」

「いいことを教えてあげようかクロウス、最近呪術科の学生がマンドラゴラの品種改良に成功したらしくてね、今足下にあるマンドラゴラはとっても声が小さいらしいよ、せいぜい一瞬びっくりさせて終わりさ」

「呪術科の連中も余計なことしやがって」

　改めて万事休す。女学生たちによる包囲網が着々と狭まってくる。

　中には気の早い者もいて、すでに血走った眼めでメモ帳に魔術式を書き込み始めている。

　どちらにせよ数秒後に四方八方から多彩な攻撃魔術が飛んでくるのは自明の理であった。

「ああ、こうなることが分かってたならもっと遊んでおけばよかった！　さようなら桃色のキャンパス・ライフ！」

「あ、トルアお前余計なことを──！」

　追い詰められたトルアの心の叫びを、クロウスが必死で制止する。しかし時すでに遅し。女学生たちの怒りのボルテージは、この発言を受けて一気に最高潮に達する。

「死ね！　女の敵！」

　誰かが叫び、これを合図にして一斉に攻撃魔術が証明された。

　魔術の証明によって起こる発光に包まれながら、クロウスの頭の中に大学三年間の走馬灯（主に酒の席での記憶）が駆け巡り、いよいよ自らの最期を悟る。

　しかし。

「──ふむ、熱量は素晴らしいが魔術式の構築が少々雑だ」

　炎は捻転し水は蒸発、土は崩れて光はくすむ。十数の女学生が証明した十数の多彩な魔術式はただの一息で霧散した。たった一人の学生が脳内で構築した否定魔術式によって。

「偉大なる先輩が二人も揃そろっているのだ、これも無用な気遣いだったかもしれないな」

　アーテル・ヴィート・アルバリスは嫌いや味みではなくただ率直な感想を述べながらマンドラゴラ畑に現れた。その背後にソユリ・クレイアットを引き連れて。

「アーテル君っ!?　ひゃっほう！　助かった!!」

　悠然とこちらへ歩み寄ってくる彼の姿を認めると、トルアは一転して歓喜の叫びをあげた。クロウスもまた声に出さねど、その表情に安あん堵どの色を滲にじませる。

　一方で、初めは自らの魔術が打ち消されたことに戸惑いを隠せなかった女学生たちであったが──なんのことはない。一度打ち消されたのならもう一度。彼女らは示し合わせたように再度の魔術式構築に取りかかる。

　しかし、それらの魔術式が証明されることはなかった。

　アーテルが再び無詠唱の否定魔術式を組み上げたわけではない。ましてトルアとクロウスがプライドを捨て、反撃に転じたわけでもない。

「──やめなよ！　みっともない!!」

　まさしく鶴の一声であった。

　女学生たちは一斉に動きを止め、目を剝むいてソユリを見やる。

　それだけでない、トルアとクロウス、また脳内で次の否定魔術式を組み立てていたアーテルでさえ、呆ほうけた表情でソユリへ目をやったのだ。

　普段物静かで小動物然としたソユリは一変して威風堂々。静かに燃える青い炎のごとき迫力を醸し出している。鬼のソユリ──再来だ。

「み……みっともないってなによ！」

　女学生の内一人が声を荒らげた。

　これを受けて凍り付いたように固まっていた女学生たちが徐々に我に返り始める。

「そうよ！　どっちにしてもアンタには関係ないじゃない！　これは私たちとそこのクソ野郎の話なの！」

「ソユリさんはそんな蛆うじ虫むし男の肩を持つんですか!?」

「まさかあんたもそこの腐れヤリ××にだまされたクチ!?」

　そこまで言わなくてもいいのに……、とトルアが涙目に呟く。

　一方でソユリは、浴びせかけられる罵声の数々に一瞬ひくりと眉根を動かしたが、しかし毅き然ぜんとして言い放った。

「──そんなわけないでしょう!!　彼らは女の敵です！　ド腐れ××××の××××の××です[image: ]」

　ただの一声で女学生たちは口をつぐんだ。というより言葉を失った。

「彼らに擁護すべきところなんてありません！　女の子を粗末に扱うような最低男は鉄甲虫にはねられて死ぬべきです！」

「ちょっ、ちょっとソユリちゃん？　キミはいったいどっちの味方を……」

「少なくとも先輩の味方ではありません！　先輩は黙っててください！」

「ヒッ!?」

　トルアのささやかな抗議はソユリの一喝によってばっさり切り捨てられる。

「だったら止めないでよ！　そいつらを八つ裂きにしてラクスティアの池に浮かべて魚の餌にしないと私たちの気は収まらないの！」

「ヒッ!?」

　女学生は女学生で恐ろしげな刑罰の内容を語り、トルアとクロウスは更なる恐怖に身体からだを縮こめる。しかしソユリはこれにも一切臆せずに、逆に彼女らへ問いかけた。

「──本当に、それで気が収まるの？」

「え……？」

　困惑する女学生たちへ、ソユリは更に問いかける。

「それは本当にこの××男たちへの復ふく讐しゆうになるの？」

「そ、それは……」

　女学生たちがたじろぐ。

　彼女らにとってこれは痛いところを突かれたかたちだ。

　何故なら、彼女らの怒りに支配された頭でも薄々と感づいていたことなのだから。

「あなたたちのそれは一時の怒りに任せて、この二人を袋ふくろ叩だたきにしたぐらいで清算されるものなの？」

「だって……しょうがないじゃない！　それしか思いつかないんだもの！　こんなのに騙だまされた私が悔しくて、悔しくて……」

　いよいよ女学生の内の一人が泣き崩れ、これが伝でん播ぱして女学生たちはぐずぐずと涙で顔を濡ぬらし始めた。

　これを見て、ソユリは鬼の衣を脱ぎ去り、慈愛に満ちた仏のごとき柔らかな所作で、泣き崩れる女学生たちのリーダー格らしき女性へと歩み寄った。

「うん、うん、辛つらかったね、その気持ちは分かるから……こんなに可愛かわいい女の子を泣かせるなんて、あの二人は本当に××だね……」

「うぇぇん……××野郎ぉぉ……！」

　××野郎ことトルアとクロウスは今や吹けば消えてしまいそうなほどに縮こまっている。

「でも、本当にあの二人が憎いなら、今よりずっと幸せにならないとね？　それこそあの二人がなんで手放したんだろうって思うくらい、それがなにより復讐になるんだよ？」

「そ、そんなこと言っても、私、私ぃぃ……」

「大丈夫、恋愛相談ならいつでも乗ってあげるから、私も相談相手欲しかったんだ。だから、ね？」

「ソユリちゃああああん……！」

　その時、その場にいる全員が、鬼のソユリ改め仏のソユリの背後から差す目も眩くらまんばかりの後光を見た──

　かくしてトルアとクロウスは処刑を免れ、女学生たちは晴れやかな表情で三々五々に散っていった。全てが終わった後、トルアはほっと胸を撫なで下ろす。

「いや、一時はどうなることかと思ったよ！　ありがとう二人とも！　特にソユリちゃん！　さすがの名演技で……」

「……」

「え？　ソユリちゃん？」

「……」

「あの、演技だよね「気安く呼ばないでください、女の敵」

　ヒッ、とトルアは短い悲鳴をもらし、クロウスは顔をこわばらせる。

　ソユリの凍いてつく氷のような視線に戦せん慄りつする二人の傍かたわらで、アーテルは一人、地面に埋まったマンドラゴラを見つめ、ぽつりと呟つぶやく。

「なるほど、マンドラゴラか……」
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　行きがけの駄賃、といえば聞こえは悪いが。

　私とソユリがこの騒動の元凶、消えたネペロ・チルチッタを見つけ出すべくキャンパス内を奔走していると、呪術科が管理するマンドラゴラ畑にて殺気だった女学生たちに囲まれる先輩二人を発見し、これを救出した。

　重ねて言うが、優秀なる先輩方のことだ。あれしきの窮地、ゆうに脱することができたのかもしれないが、なあに露払いも後輩の仕事である。

　しかし──

「──こんなことを続けていてはキリがないぞ！」

　私は無秩序に飛び交う罵声や攻撃魔術を躱かわしつつキャンパス内を駆ける。

　右も左も狂乱。静せい謐ひつなるキャンパスは今やカオス渦巻く無法地帯と化してしまっている。

　この騒動の中には見知った顔も少なくはない。

　いったいどういう意図があってのことかは知らんが、これらは全てネペロ・チルチッタの作り出した光景だ。今のところ目立った被害は備品の破損などに留とどまっているが、このままでは怪け我が人が出るのも時間の問題である！

「一つ一つの騒動を収めていてはダメだ！　まずはこの場をなんとかするほかない！」

「なんとかするって、どうするつもりだ!?　どうにも話を聞いてくれるような状況じゃねえぞ！」

　クロウス先輩が飛来する火球を躱しながら言う。

　そう、先輩の言うとおり、かような狂乱状態において先ほどソユリがしたような説得による解決はあまり現実的ではない。

　まして大元であるネペロを見つけ出して制圧したところで、この騒動が収まるわけでなし、加えて彼女には得体の知れぬ魔法がある。

　この混乱の中、紛れ込んだヤツを探し出すのはほとんど不可能と言っていい。

　では、いよいよ万策尽きたか──いや。

「僭せん越えつながら私に一つ策がある！　ソユリ！　先輩方！　よく聞いてくれ！　まず──」

　そして私は駆けながら彼らへ自らの策を語った。

　このカオスを打ち破る我が愚策。そのシンプルかつ安直な作戦の全容を知り、三人はさあっと顔を青ざめさせた。

「あ、アーテル君……!?　本当に、本当にそんなことするの……!?」

「停学、いや退学ものだ！　逃げよう！　こんなの放っておいてさっさと逃げよう！」

「うじうじ言ってんじゃねえトルア！　コイツについてきちまったのが運の尽きだ！　やるしかねえんだろ!?」

「ああ、そうだとも！　私は良き先輩を持てて幸せだ！」

「チクショウ！　ありがとよ！」

　そう言うクロウス先輩は、なぜだか今にも泣き出しそうな表情だ。

「ソユリもこの作戦に異存はないか？」

　先輩方の了解も得られたところで、最後に私は彼女へ問いかけた。

　彼女は、いかにも不満げにぶすうと頰ほおを膨らませて。

「……あるよ、ありまくりだよ！　でも──もう慣れたよ！　やろう！　アーテル君！」

　やはり持つべきものは友である。その言葉の意味を再確認させるほどに、ソユリの返答は力強く、そして頼もしいものであった。

　さあでは全員の了解が得られたところで、向かうは──教学！
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「ですから当方では問題の規模を完全に把握できていないような状況でして……！」

「ただいまウチの職員が調査中です！　ですので今しばらくお待ちを！」

「新聞サークルは今回の掲示物に関して正式な手続きを踏み、許可を取っております！　なので今すぐこれを取り下げるというわけには……！」

　教学に踏み込んでみれば、私たちを出迎えたのは目も覆いたくなるような惨状であった。

　キャンパス内もなかなかにひどい有様であったが、例えるとすればここは地獄そのものである。

　学生生活で困ったらとりあえず教学へ──とも言われるように、教学とはラクスティア魔術大学における頭脳の役割を果たしている。

　大学の運営に関すること、学生の案内、相談、その他諸もろ々もろの雑務を一手に請け負う総合受付のような機関だ。

　だからこそここには常に多くの優秀な職員が在駐し、トラブルの対応に当たるわけだが──いかんせん、数が数であった。

「どうなってんだ教学！」

「またお役所仕事か！」

「俺たちの学費で食う飯は美う味まいか!?」

　対応に追われる教学の職員へ学生諸君の容赦ないバッシングが飛び交う。

　教学には常に多くの優秀な職員が在駐、とはいえその数はせいぜい30人がいいところ。

　彼らは今日も今日とて持ち前の優秀さを発揮していつも通りの事務作業を淡々と消化していたことであろう。

　──そこへ突然学生たちが殺到し抗議の嵐である。パンクは必至だ。

「公認サークルとなった途端に行動を起こしたのはこのためか！」

　私はこの惨状を受け、歯は嚙がみをする。

　もしも新聞サークルが新聞同好会のままだったとすれば、教学は人員を割き、強引に例の新聞を剝はがして回るという強硬手段もとれたであろう。

　しかし大学公認のサークルとなれば別だ！

　これを撤去するにもまた正当な──悪く言えば長たらしい手続きが必要となってくる。

　しかもこの混乱が更に手続きを滞らせるという悪循環が生じ、今や教学の機能はほとんど停止してしまっている！

「アーテル君！　この人だかりじゃ前にも進めないよ！」

「このままじゃいつ暴動が起きてもおかしくねえ！」

「どうするんだい!?」

「仕方ない……！　強行突破だ！」

　事は一刻を争う。私はすかさずローブをまくり、腕に刻まれた魔術式を露あらわにする。そして懐から取り出したインク壺つぼに直接指を浸した。

「ソユリ！　先輩方！　私の肩に摑つかまれ！　少し飛ぶぞ！」

「と、飛ぶ!?」

「いいから摑まるのだ！」

　有無を言わさずソユリと先輩方の手を取り、私の身体からだに触れさせる。

　そしてそれを確認するなり、私は腕に刻まれた魔術式の末尾へ指印をもってエンドマークを打った。

　瞬間、目に映る景色が一変する。

「え……？」

　その声は私を除いた三人の内の誰かのものなのか。

　それとも周りで豆鉄砲を食らったような顔でこちらを見上げる学生、もしくは教学職員のものなのか、はたまたその両方かは定かでない。

　──なんにせよ私たちは今、分厚い人の壁を飛び越えて教学のカウンターに立っていた。

　教学職員、加えて学生たちの視線が一斉にこちらへ集中する。

「これはまさか……転移の魔術……か……？」

「そんな大魔術をあの一瞬で証明したのかい……？」

　トルア先輩とクロウス先輩が引きつった顔で呟いた。

　一方でソユリはというと、周りを見渡しながら愕がく然ぜんとして固まっている。

　私は「ふむ」と首をひねった。

「やはり調整もなしで四人一気に転移させるとなると若干座標が狂ってしまうな、本来ならばカウンターを飛び越えるはずだったのだが……いやはや、私もまだまだ未熟だ」

「──言ってる場合か！」

　クロウス先輩とトルア先輩が息を揃そろえて叫ぶ。

　それと同時に静寂は打ち破られ、まず初めに正気を取り戻した数人の教学職員たちが一斉にこちらへ飛びかかってきた。

「こ、困りますっ！」

「相談は列に並んでください！」

「カウンターの上に乗らないでください！」

「すまないが、今日は相談ではないのだ。しかし確かに卓上に立つのは無作法だな、すぐに降りよう」

「え、ちょ、アーテル君──!?」

　ソユリが何か言いかけていたが、生あい憎にくそれを最後まで聞き届ける余裕はなかった。

　私はすぐさま無詠唱式による身体強化の魔術を証明し、脚力を大幅に強化。そしてカウンターの向こう側へと高く跳躍した。無論、私の身体に摑まったままの三人は、それにしがみつく形で空を飛ぶ。

　これを見た学生たちが一時、怒りを忘れて「おおっ!?」と声をあげた。そしてその場の全員の注目を集めつつ、私たちは教学事務室の中央に着地した。

　何故なぜか私に摑まる先輩方が青ざめた表情で、ソユリに至っては口から泡を噴いて白目を剝むいているが──なんにせよ第一関門突破、である。

「な、ななななにやりきった顔してるんだい!?　アーテル君、キミ本当はアホだろう!?　さっき話した作戦じゃ気付かれないように教学へ忍び込む予定だったろう!?」

「いきなりアドリブかよ！　本当に目立つのが好きだなお前は!?」

「すまない先輩方、予断を許さない状況だったゆえ急きゆう遽きよ作戦を変更した」

「馬鹿野郎！　教学でこんな騒ぎを起こしたらヤツが……！」

「──学生風情が舐なめくさりおってからに」

　突如聞こえてくる、静かながらも確かな怒気を孕はらんだ声音。

　トルア先輩とクロウス先輩が同時に「ひぃっ!?」と短い悲鳴をもらし、肩を震わせる。

　私はこの声に覚えがあった。まるで少年のようでありながらも一本強い芯の通った声。正義を執行する者の覚悟と義憤を感じさせる、重みをもった言葉。

　キャンパスの平和を守る正義の代行者、親愛なる学生諸君曰いわく──童顔上げ底ヤロー。

「教学事務室への侵入、事務室内での魔術の行使……あのくだらぬ新聞の次は貴様らか！　もう我慢ならん！　このアルガン・バディーレーがまとめて粛清してくれる!!」

　教学、アルガン・バディーレー。

　教学に所属することを示す黒装束を身にまとった、キャンパス・ライフの番人。

　彼はその幼い顔立ちを義憤に歪ゆがめ、我々の前に立ちはだかった。

「で、出た！　教学のアルガン・バディーレー！」

「クソ！　最悪のタイミングだ！」

　先輩方は苦虫でも嚙かみ潰つぶしたような表情だが、私としてはこの反応に疑問を感じざるを得ない。

　最悪、とはクロウス先輩も異なことを。当初は混乱を避けるため、できる限り隠おん密みつに教学事務室へ侵入し、事を済ませる予定だったのだが、彼が来てくれたとなれば話は別だ。

　むしろ我々は喜ぶべきである！　キャンパスにおける正義の代名詞、アルガンが駆けつけてくれたとあれば百人力ではないか！

「良いところに来てくれた、あなたの助力があればこの騒動もすぐに収まることだろう、どうか我々に力を──」

　と、私が言い終えるよりも早く、アルガンの袖口から極小の魔術式の刻まれたアラクネ糸が飛んでくる。

　私は身体の向きを僅かにずらしてこれを躱かわし、その不可解な行動に首を傾かしげた。

「……何故こちらを攻撃する？」

「白々しいわアーテル・ヴィート・アルバリス！　粛清対象は貴様だ！」

「私が？」何故？

　そう思って更に首を傾げると、後ろから「周り見ろ馬鹿！」とクロウス先輩の声。

　言われた通りに辺りを見渡してみれば──なにやら学生たち、ひいては教学職員たちの視線がなべて私たちへ注がれている。ソユリは注目されるのが恥ずかしいのか両手で顔を覆い「もうやだ……」と呟つぶやいていた。

　ここで私は一つの結論に至る。

「少々目立ちすぎてしまったか？」

「少々じゃないよぉ！」

　ソユリが今にも泣き出しそうな声で叫び、それと同時にアルガンが無数のアラクネ糸を放ってくる。

　これは──躱せない。

　即座に判断した私は、懐に潜ませたメモ用紙をばらまいて、これを無詠唱式による魔術で空中に固定。

　アラクネ糸は全てメモ用紙に阻まれ、こちらへ到達することは叶かなわない。

「なっ……!?」

　周りの学生たちから「おおお！」と歓声があがった。

「アルガンの糸をあんな方法で……！」

「あれだけの糸を一本も撃ち漏らしてねえ！　どうなってんだ!?」

　お褒めに与あずかり恐悦至極、しかし大したことではない。

　無数の、しかもほとんど視認できないほど極細のアラクネ糸とはいえ、全てアルガンの袖口から放たれたもの、軌道を読むのは容易たやすいのだ。

「何か気に障ることをしてしまったのなら謝罪する。しかし今はラクスティアの危機、外の騒動を収めるため我々に力を貸してはくれないだろうか？」

　こうしている間にも外の騒動は更に激しさを増していることだろう。怪け我が人が出るのも時間の問題である。

　だからこそ早急な対応が求められる。そのためには彼の助力が必要なのだ。

　しかし。

「──学生風情が粋がるな！」

　アルガンの凄すさまじい怒声を合図に、一度地に落ちたアラクネ糸がまるで生き物であるかのように跳ね上がった。

　うねりながらも一直線にこちらへ向かってくる様は、さながら蛇の大群である。

　私は次々と襲い来る糸の群れを躱し、糸は壁やら天井やらに張り付いていく。

「ルールは絶対だ！　例外は存在しない！　いやむしろ！　例外的な状況でこそルールとは遵守されるべきなのだ！」

　張り付いた糸は、やがて蜘く蛛もの巣のごとく事務室全体に張り巡らされた。

　これは──私が入学初日の夜マリウスとの戦いで構築した糸による結界魔術か！

「その堅固さによって人の心に安寧をもたらす不朽の城壁、それこそがルールだ！　これを破壊することは断じて許されない！　私が直々に鉄てつ槌ついを下す！」

　アルガンが糸を握りしめ、張り巡らされた結界はぎらりと鋭い光を返した。

　なんと、なんと凄まじい気迫か。こんな状況にも拘かかわらず、舌を巻いてしまう。

　彼の言葉には一片の噓うそもない。彼の掲げる正義には一点の曇りもない。その信念の強さは驚嘆に値するが──

「私とて退ひけないのだ、僭せん越えつながら無理を通させてもらう」

　もしも私が折れてしまえば外の騒動はより一層激しさを増し、ネペロの言う〝大魔法〟が成ってしまう。そんな確信があったのだ。

　学生諸君に最も恐れられる魔術師、アルガン・バディーレー。そんな彼に私ごときが敵かなうはずもない。だが、ここで私が戦わねば、一体誰が──

　そんな時、視界の隅にちりっと光が走る。

　何事か。

　そう思ったのも束つかの間ま、張り巡らされた糸の結界へ雷撃が走った。

　雷撃は目にもとまらぬ速さで糸の上を駆け巡り、同時とも思える速さで破裂。アルガンのアラクネ糸による結界は、ことごとくが焼け落ちた。

「っ……！　貴様らぁっ！」

　アルガンが口角から泡を飛ばしながら叫ぶ。咄とつ嗟さに振り返ると、そこには──

「ああ、とうとうやっちゃった！　あのアルガンに攻撃魔術をぶっ放すなんて！　これ退学で済むかなぁ!?」

「ごちゃごちゃ言うなトルア！　むしろ良い機会じゃねえか！　あのいけ好かねえ童顔上げ底ヤローに思いのたけ魔術をぶつけられるんだぞ！」

　書き込み式魔術を証明し終えたトルア先輩とクロウス先輩の姿があった。

「先輩方……！」

「おらアーテル！　ぼーっとしてんじゃねえ！　俺たちが二人でアルガンを食い止める！　その間にお前らが〝アレ〟をやれ！」

「できれば早めに頼むよアーテル君！　あんまり遅すぎるとボクら殺されちゃうから！」

　先輩方はアルガンに向かって二つ目の魔術式を構築し始める。

　いかに優秀なる先輩方とはいえ、アルガンが相手では分が悪かろう。だが、それでも彼らは立ち向かうのだ！

　何度でも、何度でも言おう！

「なんと良い先輩を持ったのだ私は！　いくぞソユリ！」

「う、うん！」

　私はソユリの手を引き、その場から駆け出す。

「逃がすか！」

　アルガンが背後から糸を放ってくるが、伸びた糸はクロウス先輩の正確無比な火炎球での狙撃に撃ち落とされる。

　この間、私は一度も振り返りはしなかった。

　そもそもあの偉大なる先輩方を私ごときが心配するなど、それ自体おこがましい！

　今はただ愚直に、先輩方を信じて当初の目的を果たすのみ！　私がこの騒動に終止符を打つのだ！

「もう少しだソユリ！　もう少しでアレが──！」

　私とソユリが脇目も振らずに向かうは、事務室の一角。そこにたどり着けば我々の目的は成る！　この騒動を一息に食い止めることが叶うやもしれない！

「すみません困ります！　止まってください！」

　教学職員の一人、やたら体格のいい男が私とソユリの前に立ちはだかった。

　彼は図ずう体たいに見合わない、情けない表情でこちらへ訴えかけてくる。私は一喝した。

「ギルジバ！　貴様あの時の恩を忘れたのか!?」

「そ、そう言われましても！　たとえアーテル様といえど通すわけにはいかないのです！」

　──かかったな！

　私は即座に無詠唱式火炎の魔術を手の内に現出させる。

　彼は「へ？」と間抜け面を晒さらした。

「上う手まい切り返しだとでも思ったか!?　──馬鹿め！　貴様とは初対面だ！」

　間髪容れず男めがけて火炎球を放つ。するとやはり火炎球が直撃する寸前、男の像が霞かすみのように揺らぎ、霧散した。

「あーらら、またすぐにバレちゃいました。私の変装下手ですかねぇ？」

「そう何度も騙だまされてやるものか！」

　声の方へ振り返ってみれば、そこにはネペロ・チルチッタの姿が。

　やはり、やはり最後に立ちはだかるのはお前か！

「ふふふ、あなたが教学に乗り込んで何を企たくらんでいるかは分かっております、無駄なあがきとは思いますが、ただ見過ごすだけというのも寂しいでしょう？　だから──全力で邪魔してあげます」





○






　新聞部部長、ネペロ・チルチッタ。

　彼女の魔法には、いくつか不可解な点がある。

　まず、彼女が頻繁に使う他者に成り代わる魔法。本人は変装と言っていたが、あれはそんなにも生易しいものではない。姿形だけでなく立ち振る舞いから言葉遣い、匂いに至るまでを完璧に模倣トレースしている。オリジナルと横並びになったところで、見分けることはほぼ不可能だろう。

　しかしこれほど高度な変装術は、たとえ魔法とはいえ、そう易やす々やすと行使できるものではない。

　そしてなにより不可解なのは彼女が魔法の発動に際して〝儀式〟を行っていないことだ。

　魔法とは世界を形作る大いなる力の、その一部を拝借する人知を越えた技法だ。

　人の領分を遥はるかに超えた技、それゆえに魔法は大規模な儀式を必要とする。

　──とどのつまり、これほど強力な魔法を連発することなど、できるはずもないのだ！

「はい、チーズ！」

　ネペロが指で枠フレームを作り、そのフレーム越しにこちらを覗のぞき込こんでくる。

　私は咄嗟にソユリを抱きかかえると、無詠唱式脚力強化の魔術を唱え、飛びずさった。

　直後、ネペロがフレームを覗き込む目を軽く瞬まばたきさせ──教学事務室の一角が真四角に切り取られた氷河地帯へと変貌する。

　突然の出来事に、近くに居た教学の職員が「ヒィッ!?」と怯おびえた声をあげて腰を抜かしてしまった。

　しかしそんなのはお構いなしだ。ネペロは私たちの姿を追って、フレームを移動させ、

「では、もう一枚！」

　再びぱちりと瞬き。その瞬間、全身がふわりと浮くような感覚があった。

　気付くと足下には底の見えない奈落がぽっかりと口を開けている。

「えっ、これ死っ──」

「くっ！」

　私は片手でソユリを抱きかかえたまま、もう片方の手で間一髪奈落の縁ふちに摑つかまり、すかさず口唱法の魔術で奈落の底から暴風を発生させる。凄すさまじい風が我々の身体からだを押し上げ、私たちは地上へ帰還することが叶かなった。

　ぞぞぞ、とソユリの全身から鳥肌が湧き上がる。

「わ、私……生きてる……!?」

「……これほどの大魔法を連発できるほどの力を持ちながら何故なぜ一度に畳みかけない!?　ネペロ・チルチッタ！」

「ふふふ、別に私は貴方あなたを打ち負かしたいわけではないのです。言ったでしょう？　全力で邪魔をすると──それ」

　ネペロが瞬きをする。目に映る景色が陽炎かげろうのごとくゆらめいた。

　まただ、予備動作も無しに行使されるこの魔法──

　刹那、地面がぱっくりと割れ、地獄の業火さながら大質量の火炎が噴き上げてきた。

　私はソユリを抱えたまま咄嗟に地べたを転がり、これを回避する。私の腕の中で、ソユリが目に涙を溜ためながら震えていた。

　私としてもなんとかしてこの状況を打破したいところだが、いかんせんヤツの魔法の正体が分からない！

　魔法の種類は多彩極まり、儀式とおぼしき予備動作もほとんどないときている！

　これだけの芸当、かつて死闘を繰り広げたあの魔女王にも匹敵するぞ!?

「何が何だか分からないという感じですね……いいですよ、私の好きな顔です！」

　ぱちり、と再びネペロが瞬きをする。瞬間、凄まじい速度で頭上に暗雲が立ちこめた。

　これは──

「まずい！　ソユリ離れろ！」

「えっ、あ、アーテルく──!?」

　私は咄嗟にソユリを突き飛ばす。

　その直後、一筋の閃せん光こうが迸ほとばしり──眼前が白く塗りつぶされた。

　懐へ忍ばせた魔護符が一撃で弾はじけ飛とび、頭の天てつ辺ぺんから爪先まで衝撃が駆け抜ける。

　全てが終わった後、私の身体からはぶすぶすと黒い煙があがっていた。

「そ、そんな……！　アーテル君なんで……！」

「あら、モロに食らっちゃいましたね、それでも立っているとは驚きですが」

「……お褒めに与あずかり、恐縮だ」

　私はひとつ咳せき込こみ、黒煙を吐き出す。

　心優しきソユリは私の身を案じてくれているらしく、狼ろう狽ばいしきった表情でこちらを見つめていたが、これしか手はなかった。

　予備動作なしに放たれる雷撃──なんの対策もなく、これを躱かわせるはずなどない。下手に躱そうとすれば、ソユリともども雷に打たれていたことは必至だ。

　だからこそ私は自らを避雷針代わりとし攻撃を一手に引き受けたのだ。

　しかし、代償は大きい。

「……魔護符がやられたか」

　今の一撃でダメージが許容量を上回り、魔護符が粉々になってしまった。

　魔護符が無くなってしまった以上、これ以降のヤツの攻撃は全て直接私に届いてしまう。

　つまりあらゆる攻撃が致命傷となりうる、ということだ。

「ソユリ・クレイアットをかばってしまったばかりに大ピンチ、といった具合ですね、これから私は適当な魔法を一度、あなたに当てるだけで勝利してしまうわけですが」

「……そのようだな」

　私はネペロを睨にらみ返す。

　彼女の感情は依然読めない、ただ不気味な笑みだけが貼はりついている。

　そして彼女は、ゆっくりとフレームを持ち上げ、私を捉えた。

「さあ、ではお望み通りにもう一度痺しびれさせてあげましょう。ご安心ください、今度は少しだけ威力を抑えます。全てが終わるまで目を覚まさないくらいには──」

　ぱちりと瞬き、再び頭上へ黒雲が立ち込める。

　重ねて言うが、なんの前準備もなしに光速の雷撃を躱すことなど不可能だ。

　だが、前にも言ったはず。同じ手は二度と食わない！

　躱すのが不可能であれば、私が先ほど実行したことを、彼らに代わってもらえばいいだけのこと！

「すでに羊皮紙は接地済みだ！」

　先ほどソユリを突き飛ばすのと同時に錬金式を刻んだ羊皮紙をそこら中にばら撒まいていたのだ。

　起動した錬金式によって教学の床がボコボコと泡立ち、数体の泥人形──すなわちゴーレムが生まれ落ちる。

「ゴーレムの身長は私より頭一つ分は高い！　さぞや良い避雷針になるだろう！」

　正直苦し紛れの策であるが、しかしようやくヤツに一矢らしきものを報いることができる！　どうだ、少しぐらい悔しそうな顔でもしているか──？

　私は挑発の意を込めてヤツの顔を睨み返す。

　すると彼女は──どういうわけか、予想を遥かに上回った驚きよう愕がくの表情を晒しているではないか。

「ご、ゴーレム!?　ま、まずいっ──!!」

　彼女の謎の狼狽について考察する間もなく、黒雲から目も眩くらまんばかりの閃光が迸り、凄まじい落雷がゴーレムの脳天へ直撃する。

　一瞬遅れて響き渡る爆音に、私たちはほとんど反射的に耳を覆い、身体を丸める。

　何度見ても凄まじい魔法だ、即席の泥人形はもはや影すら残していないだろう。

　そう、思ったのだが。

「なに……？」

　私は自らの目を疑った。

　何故ならば、あれだけの雷に打たれたゴーレムが、まったくの無傷でそこに立ち尽くしているのだから。

　……どういうことだ？

　ゴーレムの耐久性は確かに素晴らしいが、間違っても私の魔護符を上回るほどではない。

　それが、まったくの無傷？

「く、くっ……!?」

　私が混乱する一方で、ネペロはまるで何かを隠すかのように、慌ててフレームを移動させ、私を枠の中に収めてきた。

　私は咄とつ嗟さに叫ぶ。

「ゴーレム！　私を守れ！」

　命令を受けて、ゴーレムたちが私とネペロの間に割り込む。

　するとその直後、ネペロの足元からマグマによる津波が巻き起こり、ゴーレムたちを一息に吞のみ込こんでしまう。

　今はゴーレムたちがダムの役割を果たしているが、彼らが決壊してしまえば次に吞み込まれるのは私だ。

　本来ならばゴーレム程度が耐え切れるものではない。しかし──ゴーレムたちはいとも容易たやすく、これを凌しのぎ切った。

　急速に冷え切った溶岩が黒ずんで固まり、勢いを失う。

　またもゴーレムは無傷でネペロの魔法を耐え切ったのだ。

「ぐぅっ……!?」

　誰もがぽかんと呆ほうけたような顔を晒す中、ネペロだけが先程までの不敵な笑みを、なんらかの感情によって歪ゆがませていた。

　理由は依然として分からない。

　分からないが、なんにせよネペロにとってそれは致命的であったのだ。

　苦し紛れのゴーレム召喚──これを機に彼女の無敵とも思われた魔法に綻びが見えた。

　不可解な部分は多いが、ひとつだけはっきりしていることがある。

　彼女の魔法は、ゴーレムには通じない──

「命令追加！　ゴーレムよ！　ネペロ・チルチッタを捕縛しろ！」

　基本的にゴーレムへ新しい命令を付与する際には錬金式へ直接命令を書き足さなければいけないのだが、このゴーレムには前回のマリウス戦を踏まえて若干魔術式を嚙かませてあり、簡単な命令ならば、こうして私が発声するだけで実行に移してくれる。

　計四体のゴーレムたちはネペロへ狙いを定め、一斉に動き出す。

　意思なき泥人形である彼らの動きに恐怖や迷いはない。ただその巨体をもってネペロを組み伏せるべく、一直線に突き進んでいく。

　ゴーレムにネペロの攻撃魔法は通じない。

　しかし彼女には神出鬼没、霞かすみのごとく消え陽炎かげろうのごとく現れる例の瞬間移動じみた魔法がある。ゴーレムの鈍足から逃れることなど容易いだろう。

　しかし──彼女はそれすらしなかった。

「ぐっ……！」

　あろうことか、ネペロは襲い来るゴーレムどもから狭い教学事務室内をただ走って逃げ回っている。

　罠わなではない、彼女の切羽詰まった表情はけして演技では出せないものだ。

　まるで突如として魔法が使えなくなってしまったかのような様子である。

「さっきまでの威勢はどうした！　ネペロ・チルチッタ！」

　ネペロはゴーレムたちから逃げ回りつつ、こちらを睨みつけてくる。

　もはや彼女の顔に張り付いた不敵な笑みは剝はがれ落おち、そこには屈辱に顔を歪ませ、犬歯を剝むき出だしにする少女の姿があった。

「ぐっ──舐なめんな！　ゴーレムごときで調子づいてんじゃねえぞ一年坊がぁっ!!」

　これは驚いた、口調が変わっている。よほど追い詰められているようだ。

　──しかし、このままいくほど甘くはないらしい。

　一心不乱に逃げ回っていたネペロは突然に立ち止まり、身を翻した。

「少し面食らっただけだ！　ゴーレムなら知っている！　額に貼り付いた羊皮紙から特定の文字を消せば元の泥に戻っちまうこともなぁっ!!」

　なるほど、ただ逃げていただけかと思っていたのだが、なかなか頭が回るらしい。

　ゴーレムの単純さにつけ込み、逃げ回りながらまとめて狙撃できる場所にゴーレムどもを誘導したのだ。

　彼女は振り返るなり、口唱法にて魔術式を唱える。

　これにより彼女の手の内に木の実ほどの火球が四つ出現し、ゴーレムどもが彼女に飛びかからんとするその寸前、ネペロは十分に引きつけたゴーレムたちへ火球を投げ放った。

　コントロールも素晴らしい。至近距離とは言え、放たれた火球は羊皮紙の狙った箇所へ着弾。刻まれた錬金式の一部が焼け焦げ、消えてしまう。

「はっ！　どうだ見たか！　ゴーレムごときで私を倒そうなんざ……！」

「──ふむ、それもまた想定済みだ」

「なっ!?」

　ネペロが驚きよう愕がくの表情を晒さらす。

　──ゴーレムは額に貼り付いた羊皮紙から錬金式の一部を消せば元の泥に戻る？

　その通りだとも、従来のゴーレムならばな。だが。

「私がそんな古くさいゴーレムなど作るものか」

　罠わなにかかったのはお前だ、ネペロ・チルチッタ。

　額の羊皮紙へこれ見よがしに刻まれた錬金式は、いわばスイッチ。四体のゴーレムたちが一瞬遅れて風船のように膨張する。ゴーレムを制御する錬金式が効力を失ったことにより、眠っていた魔術式が作動したのだ。

　その作用は──自爆。

　ゴーレムは、それこそ風船が破裂するかのような小気味の良い音を立てて内側から爆散、大質量の泥を周囲に撒まき散ちらす。

　当然、十分すぎるほどにゴーレムたちを引きつけていたネペロは、これを正面からマトモに食らってしまう。

「がっ!?」

　たかが泥とはいえ、あれだけの量だ。

　ネペロは数メートルほど吹き飛ばされ、背中から地面へ叩たたきつけられる。

　これにより彼女の懐から一枚の魔護符が飛び出してきて、そのまま散り散りになってしまった。

　これで私と条件は同じ、ようやく彼女へ一矢報いることが叶かなった。

　しかし、私の目的はあくまで外の騒ぎを止めることだ。ネペロを倒すことではない。

　それでも念のためもう一体ゴーレムを生成し、ネペロを抑えつけさせておこうと羊皮紙を取り出したのだが、私はすんでのところでそれを止やめた。

　何故なぜなら、大の字になって倒れ伏したネペロが──笑っていたからだ。

「……くふふふ、惜しかったですねぇアーテルさん！」

　ネペロはここにきて元の口調を取り戻していた。

　先ほどの憎悪に満ちた表情もまた噓うそのように消え去り、今は三日月状に口元を吊つり上あげ「くふふ、くふ」と笑っている。

「何が惜しいのか」

「もちろん、あなたの頑張りがあと一歩のところで全て無駄になったことが、ですよ。感じるのです！　〝魔女の目〟はもう間もなく開きます！」

　魔女の目──だと？

　それがこの一連の騒動を引き起こしてまで成そうとした大魔法の名か？

　彼女はこちらの反応を嘲あざ笑わらうように「くふふふ」と笑いながら、ゆっくり起き上がる。

「私、言いましたよね？　あなたの企たくらみは読めていると……アレでしょう？」

　ネペロは得意げに教学の一角を指す。そこには大仰な通信用魔具が鎮座ましましていた。

「教学事務室の通信魔具は非常事態に対応するべく警備会社と直通になっております、エンドマークを一つ打つだけで、即座に凄すご腕うでの魔術師たちが大学へ押し寄せてきて暴徒を鎮圧するという寸法ですね、しかし……」

　ここで、ネペロは口元を大きく吊り上げる。

「もう遅いのです！　いくら警備員が即座に押し寄せるとはいえ、それでも数分はかかる！　その頃には全てが終わった後ですよ！」

「なんと……」

　私はついに言葉を失ってしまう。

　そんな私の様子を見てネペロは自らの勝利を確信したらしく、腹を抱えて笑い始めたではないか。

「ああ、悲観することはありません！　むしろ光栄に思ってください！　〝魔女の目〟が開いたのち狂乱の宴うたげはやがて終わり、そして世界は創り替えられるのです！　あなたは新世界の訪れを特等席で見物できるのですよ！　さあ刮かつ目もくしてください！」

　ネペロはいよいよ歌でも歌い出しそうなくらい上機嫌に言って天を仰いだ。

　一方で私は呆ぼう然ぜんと立ち尽くすほかない。

「なんということだ……」

「ふふふ、そんなに絶望しないでくださいよ、当然の結果だったんです」

　ネペロがくつくつと笑いながら、こちらを憐あわれむかのように声をかけてくる。

　悔しい、悔しいが、それは変えようのない事実だ。

　まさか、まさか──

「──そんな上う手まい手があったとは」

「へ？」

　ネペロが一転、間抜け顔を晒した。

　ああ、そんな顔で見つめられると余計恥ずかしくなってくるではないか！

　やはり私は未熟者だ！　あれだけ大学大学と言っておきながら、教学にある通信魔具と警備会社の存在を知らなかったなど！　恥ずべきである！　これは恥ずべきことである！

　──そんな手段があると知っていれば、迷い無くそちらを選択したというのに！

「……だが、まぁ、今更そんなことを言っても遅いな」

　私は自らの無知をたっぷりと恥じつつ、両耳を塞いだ。

　どうやら彼女の準備も整ったようだ。

「えっ、あなた、一体、なんのつもりです……？」

　ネペロは未いまだ何が何だか分からないような表情だ。その狼ろう狽ばいぶりが余計私の恥辱を浮き彫りにする。

　……しかしこれに関しては敵ながら天あつ晴ぱれ、というべきか。

　さすがはネペロ・チルチッタ、新聞部部長を名乗るだけあって学内の情報には精通しているらしい。

　ならば私の策など──あまりにも馬鹿馬鹿しすぎて、思いつきもしなかっただろう。

「……ラクスティア魔術大学には、至る所に音響魔方陣が仕込まれている」

　入学式当日、学長ディヴィーナ・フランケンシュタインが私を呼び出す際にソレを使っていたのを思い出す。

〝親〟となる魔具から〝子〟となる音響魔方陣へ術者の〝声〟を伝でん播ぱさせる技術。

　その親となる魔具が、大学のブレーンたる教学事務室に存在するのは道理である。

　そこで私は一つ考えた。

　音響魔方陣だが、これはほんの少し魔術式をいじれば、音量の調節さえも可能なのではないか──と。

　ここで、ネペロはようやく何かに気が付いた。

「あ、あれ？　そ、ソユリ……ソユリ・クレイアットはどこに!?」

　彼女は慌ててきょろきょろと辺りを見回す。

　まず初めに例の警備会社に直通しているという通信魔具を見やるが、当然、そこにソユリはいない。

　ネペロがまるで見当違いの場所へ注意を払っている間に、ソユリはすでに所定の位置に着いていたのだ。

　教学事務室の片隅に設置された魔具、すなわち音響魔方陣の〝親機〟の前に──

「──いくよ、アーテル君！」

「いつでも良いぞ」

　ソユリはこちらの了解を得るなり、口唱法によって親機たる魔具へ介入。

　これにより学内に刻まれた全音響魔方陣と魔具がリンクし、僅かにノイズが走る。

　それからソユリはすかさず両耳に耳栓をはめ込み、懐から小さな植木鉢を取り出した。

　植木鉢からは、ちょろりと小さな木の芽のようなものが覗のぞいている。ネペロは「まさか──!?」と顔を青ざめさせた。

　ああ、そうともそのまさかだとも。笑うのなら笑ってくれ、こんな力任せの方法しか思いつかなかった私を。

「みんな、ごめんなさい!!」

　ソユリが謝罪の言葉とともに勢いよく木の芽を引き抜いた。

　もう誰もが気付いていることであろうからあえては説明すまいと思っていたが、ここは自戒の意を込めて説明しよう。

　ソユリが引き抜いたのは、大学敷地内、呪術科が管理する畑から拝借してきた品種改良済みのマンドラゴラである。

「……私もまだまだ未熟だ」

　──直後、キャンパス全域へ、マンドラゴラの断末魔の声が響き渡った。

　音響魔方陣によって、四方八方から襲いかかってくる音の洪水、それは硝がら子すを引き削る音を何十倍にも膨らませたような、そんな音だ。

「────ッ!!？」

　ソユリはマンドラゴラをたまらず床に放り投げ、ぎゅうと耳栓に力を込めた。

　丸くなった身体からだはびりびりと震え、全身の筋肉は見て分かるほどに硬直している。

　私特製の耳栓は計算では70％以上、マンドラゴラの断末魔の声を遮断できるはずなのだが、それでもこの有様だ。

　あらかじめ耳栓を渡しておいたソユリと先輩二人はともかく、これをなんの対策もなく聞いてしまった者はタダでは済まない。

　それは凄すさまじい光景であった。教学の職員たちが、抗議に集まった学生たちが。

　一人、また一人とドミノ倒しか何かのように白目を剝むいて崩れ落ちてしまう。

　あっという間にこの空間で立っているのは、私とソユリ、アルガンを足止めしていたトルア先輩とクロウス先輩、そして──ネペロ・チルチッタだけとなる。

「ぐっ────────う────ッ！!?」

　ネペロは自らの両耳を力のたけ押さえつけて、苦痛に顔を歪ゆがめている。

　──どうやら彼女はすんでのところでこちらの意図に気付いたらしい。ソユリがマンドラゴラを引き抜く直前、咄とつ嗟さに耳を覆うことで、なんとか意識を保ったのだろう。

　マンドラゴラの悲鳴が徐々に小さくなり、やがて息絶え、完全に沈黙した。

　周りを見渡せば一転して死し屍し累々の惨状。この間、僅か数秒である。

「マンドラゴラを……こんな使い方……イカレてる……」

　ネペロが吐き捨てるように言う。

　この数秒間を耐え切ったとはいえ、マンドラゴラの悲鳴を聞いてしまった影響は如実に表れており、彼女の足下はおぼつかない。

　──全く彼女の言うとおりだ。

　外から聞こえてくる音が一切消えたところを見るに一応は成功したようだが、こんな博ばく打ちじみた方法はとるべきではなかった。次からは気をつけよう。

　しかし、今はまず目の前の彼女だ。

「なんにせよネペロ先輩の起こした馬鹿げた騒動は止めたぞ、先ほどの口ぶりから察するに〝魔女の目〟とやらはこの騒動を止められると発動しないものなのだろう？」

「くっ……!?」

　ネペロが悔しげに表情を歪める。

　自らの勝利を確信していたばかりに、最後の最後で口を滑らせてしまったようだな。

　彼女の大魔法〝魔女の目〟についての全容は分からないが、今の反応で改めて確信した。やはり大魔法の発動には、外の騒動を続けさせる必要があるのだ。

　だが、キャンパス内のほとんど全員が気を失ってしまったであろう今、形成は逆転。

「ぐ……く……くそっ……！」

　追い詰められたネペロは自らの頭をがりがりとかきむしり、これによって大量に取り付けられた髪留めがいくつかぱらぱらと落下する。

　その顔は怒りによってか焦燥によってか、もしくはその両方か。例の貼はり付けられた笑みは消え去り、大きく歪んでいた。

「一年坊が……！　一年坊風情が私の大魔法を！　崇高なる目的をっ……！」

「残念ながらそんな得体の知れぬものを看過することはできない、さあ観念しろネペロ・チルチッタ、あなたの大魔法とやらは成らない」

「大魔法が、成らない……？」

　ネペロの開ききった瞳孔が、私を捉えた。

「くふ、くふふふ……何か勘違いをしていますねえアーテル君、私が怒っているのはあくまで大魔法の発動を邪魔されたことについてのみ、です。魔女の目は未だ開きかけなのですよ……！」

「私が──否、私たちが果たしてそれを見過ごすと思うか」

　私は錬金式の刻まれた羊皮紙を数枚、そして攻撃魔術式の刻まれたメモ用紙を数枚、懐から取り出して構える。

　ネペロにはゴーレムが有効だ。ゴーレムならば羊皮紙のある限り、何体でも創ることができる。依然こちらの有利は動かない。

　しかしネペロはこのような状況でも、こちらを嘲あざ笑わらうように言った。

「アーテルさん、あなたが今守ろうとしている大学とは、果たして守るに足る場所なのでしょうか？」

「なに……？」

　突然の問いかけに、私は眉をひそめる。

　ネペロはそんな私の反応を楽しむように、更に続けた。

「すぐに分かります、すぐに知れることです。魔女の目は全てを見通す、たとえあなたとて例外ではないのです──！」

　ぞわりと、背筋を悪寒が走る。

　これは魔法の気配、ネペロはおそらく逃走を図るつもりだ。

　私はすかさずゴーレムを召喚しようとして──すんでのところで止やめた。

　ネペロの像が空気へ滲にじんでいく。そして霞かすみのごとく、彼女は教学事務室内から姿を消した。……ひとまず、危機は去ったのだ。

　私は真っ先に職員たちの屍しかばね（死んではいないが）を躱かわしつつ、ソユリの元へと駆け寄る。

　彼女は壁に背中をもたせかけ、憔しよう悴すいしきっている。

「ソユリ、大丈夫か？」

「あ、アーテル君……これで良かったかな……？」

「ああ、上出来だとも」

　私はソユリに肩を貸してなんとか起き上がらせる。

　ソユリは今回の功労者だ。あの騒ぎの中で、ネペロに気取られぬよう放送機材まで近づくなど並大抵の神経でできるものではない。

　ただでさえ小動物じみた彼女にとって、それは凄まじい緊張だったろう。それでも彼女はやりおおせたのだ。

　しかし、彼女の表情は優れない。

　今にも泣きだしそうな顔で、こちらを見上げている。

「……ごめんアーテル君、私なんかをかばって、雷を……」

　雷、とは先ほど私の魔護符をただの一撃で打ち砕いた、ネペロの魔法のことだろう。

「なんだ、そんなことを気にしていたのか？　良い、あれが最善手だった」

　もちろん大事な学友を危険に晒さらすわけにはいかなかった、というのはあるが、それ以上にソユリはマンドラゴラの鉢植えを隠し持っていた。

　もしもソユリが雷に撃ち抜かれていれば鉢植えの中のマンドラゴラも死に、今回の計画は成功しなかったのだ。

　だからあれは当然の行動だと伝えたかったのだが。

「そう……かな……」

　ソユリは消え入りそうな声で言って俯うつむいてしまう。

　……彼女にも何か思うところがあるのだろうか。

　残念ながら、私は彼女の心情を推し量ることはできない。

　やはり私はまだまだ未熟だ、と溜ため息いきを吐き出す。

「くそ……アルガンの野郎……学生相手に本気で魔術を使いやがって……」

「ああ、二日酔いの頭にマンドラゴラの断末魔はきつすぎるよ！」

　そんなことをしていると、背後からトルア先輩とクロウス先輩がやってきた。

　二人ともぶつぶつと不満を漏らしているが、目立った怪け我がはない。

　彼らの背後にはマンドラゴラの断末魔の声をモロに聞いて、大の字になって伸びてしまっているアルガン・バディーレーの姿がある。

　──さあ、反撃の準備は整った。

「ソユリ、そして先輩方の助力によってネペロ先輩の撃退が叶かない、ひとまずの危機は回避された。そして今回我々が得たなによりの報酬は、時間だ」

「時間、ねえ……」とクロウス先輩が腕組みをする。

「そう、先ほどまでの我々は差し迫った状況ゆえ、対症療法的な手段しか取れなかった。だが、これでは根本的な問題の解決にはならない」

「というと？」

「我々は知らねばならないのだ」

　そう、知る必要がある。ネペロが何を成そうとしているのか？　魔女の目とは何か？　この騒動を起こした理由とは？

　ネペロの言にも一理ある。今までの我々は知らなすぎた。

　だからこそ一時は後手に回ってしまったが、これからは我々が攻める番である。

「マンドラゴラで気を失った人々が目を覚ますまで僅かに猶予がある、その間──私は情報の収集を提案する」

「……つまり、学内を調べるってこと？」

　ふむ、ソユリは理解が早い。嚙かみ砕くだいて言えばそういうことになる。

　だが、それだけではない。

「大学内を直接足で回って調べるのもあるが、協力してくれそうな人間を数人、覚醒させ連れてくることも付け足そう」

　文殊の知恵、というやつだ。情報は人から集めるのが最も手っ取り早い。

「あまり手当たり次第に目を覚まさせては再び暴動が起こる可能性もある、できるだけ信頼できる人間だけを厳選してほしい、これを各々が手分けをして取りかかろう」

「て、手分け？　あのネペロとかいう訳の分からない魔術を使うヤツが一人の時を襲ってきたら？」

　魔術？

　その不安げな物言いに一瞬引っかかりを感じたが、そうか、先輩方にはまだ魔女のことについて話していない。

　これについては追々話すとして──心配は無用。

「先ほど確信した、直前で耳を塞いだとはいえ彼女にはマンドラゴラの断末魔のダメージが残っている。しばらくはどこかで息を潜めるはずだ」

「な、なるほど」

「じゃあ、とりあえずは今回の騒動について調べて、手がかりになりそうなヤツは叩たたき起おこして連れてこい、ってことだな？」

「そういうことだな」

「はん、先輩をパシリに使うなんてふてぇ後輩だよ」

　クロウス先輩は一度鼻を鳴らしてトルア先輩と顔を見合わせると、お互いに不敵な笑みを作った。その笑みはネペロのものとは違う。

　彼らに任せておけばなんとかなる。そう確信させるような、信頼に足る笑みであった。

「後輩の頼みとあれば仕方が無いね、ボクたちも伊だ達てに三年も大学にいたわけじゃない」

「俺たちのコミュ力舐なめんなよ」

「頼もしい限りだ」

「わ、私も！　頑張って情報を──」

「──いや、ソユリは私と来てもらう」

　勢いよく立ち上がったソユリを制す。

　ソユリは「な、なんで……？」といかにも不安げな表情だ。

「耳栓のはめ方が若干甘かったな、足が震えているぞ」

「えっ……あ」

　ソユリは言われてからようやく気付いたらしく、咄とつ嗟さに自らの膝を押さえつけた。

　そう、彼女にもマンドラゴラの断末魔による若干のダメージが見られたのだ。

「だ、大丈夫！　これぐらい！　私も……！」

「いい、気にするな、それに私もソユリも、先輩方に比べればまだ大学について詳しくない、二人一組としよう」

「でも……」

　ソユリは何かを言いかけて、しかし直前で唇を嚙みしめ。

「……分かった」

　と首を縦に振った。

　やはり彼女の表情には、若干の陰りがあるように見受けられる。

　ともあれ、これで方針は固まった。

「一時間後に図書館二階の学習スペースへ再度集合しよう、そこで情報を交換し、この騒ぎを終わらせる。では──」

　行こう、と続けようとしたところ、突如として天井から何か黒い影が降ってきて、私の足下へ叩たたきつけられた。

　鈍い音がして、目線下から「ぎゃ!!」と短い悲鳴が聞こえてくる。

　おそらくマンドラゴラの断末魔の声をモロに聞いてしまったのだろう。

　そこにはぐるぐると目を回し、ぐったりと身体からだを横たえる柘榴ざくろ色の髪をした少女の姿が。

「とりあえず一人確保だな」

「……なにやってるのおばあちゃん」





○






　私とソユリ、そして先輩方に間抜けのマリウスを加え、計五人。

　我々はネペロ・チルチッタが起こしたゴシップ騒動の全容を見極めるべく、簡単な役割を決めて散会し、キャンパス中を駆け回った。

　とりあえずの対処として、神聖なる学まなび舎やの至る所へ無遠慮に貼はり付けられた新聞を手当たり次第に剝はがして回ることは当然のこと、各々が情報の収集に努めた。

　そして図書館二階学習スペース。

　死んだように静かになったその空間で、我々は一つのテーブルを囲み、再び会合する。

　同志の数は、七人に増えていた。

「──また会えたわね、新入生君！」

　さすが先輩、と言ったところか。

　驚いたことに、つい先ほどまでマンドラゴラの断末魔で失神していたはずの彼女は、潑はつ剌らつとして言った。

　こうして顔を突き合わせるのは、入学初日ぶりだ。

　演劇サークル〝サバト〟部長、シュリィ・メルスティナ。

　演劇で鍛えられた彼女の素晴らしく通りの良い声に、トルア先輩がしかめっ面で耳を覆った。相も変わらず、活力に満ち溢あふれた女性である。

「我らがラクスティアの危機に久しぶりの再会！　これは運命ね！　演劇的運命よ！」

「クソ、コイツ連れてこねえ方が良かったかな……」

　本館一階前廊下で黒子に囲まれて気を失っていた彼女を引き連れてきたクロウス先輩は、頭を抱えながらひとりごちた。

[image: ]

　先ほど軽く話を聞いてみたところ、どうやらトルア先輩、クロウス先輩、シュリィ先輩の三人は同期ということで以前から親交があったらしい。

　サークルを束ねる人間が三人も揃そろうとは、頼もしい限りである。

　そしてもう一人、新たに同志として加わったのは。

「……またキミですか、トラブルの中心には大体キミがいるように思うのですが、アーテル・ヴィート・アルバリス」

　呆あきれ返かえったように溜息を吐き出すのは、なんとイルノフ教授である。

　どうやら出勤早々訳も分からない内に音響魔方陣で拡散されたマンドラゴラの悲鳴を聞き、正門付近で気を失っていたらしい。

　やはりまだ本調子ではないらしく、彼は時折眉間に皺しわを寄せて、こめかみをとんとんと叩たたいていた。

　本調子でないと言えば、イルノフ教授を連れてきた彼女もまた同様だ。

「うううう、頭が痛いし吐き気がする……二日酔いの次ぐらいにきつい……」

　先ほどから机に突っ伏してぶつくさ文句をたれているのは間抜けの代表ことマリウス・クレイアット。

　ネペロ撃退ののち天井裏から降ってきた時は何事かと思ったが、事情を聞くと。

「ピンチになったら颯さつ爽そうと飛び出して恩を売ろうと思ってたのに、まさかあんな手段を取るなんて思わなかったから、モロに聞いちゃったよ！　マンドラゴラの断末魔の声！」

　と、のたまった。

　……心なしか、彼女は若返り以降間抜けが際立ったような気がする。

　幼い肉体に精神が引っ張られているのだろうか、昔はもう少し知性の欠片かけららしきものが窺うかがえたのだが……

　というか、お前に関しては昨夜「勝手にしろ」だの「自分は手を貸さない」だのと言っていただろう。間抜けの上に天あまの邪じや鬼くとはもはや救いようがない……という旨を、冷ややかな視線に乗せて送ってやる。

「ソユリ！　アーテルが〝間抜けな上に天邪鬼とは、もはや可愛かわいいぐらいしか取り柄がない〟みたいな目でボクを見てくる！」

「……」

　ソユリはなにも答えなかった。しかしその絶対零度がごとき視線からは「間抜けな上に天邪鬼でしかも阿あ呆ほうなのか」という、声なき罵倒が含まれているように感ぜられた。

　自らの祖先のこのような姿を見せられて、ソユリの心境やいかに。

「……これはまた、すごい面子が集まったもんだ」

　トルア先輩は半ば呆あきれたような口調でしみじみ言う。確かに、すさまじい面々である。

　サークルの部長が三人に教授が一人、そして我が親愛なる学友ソユリ、あとは間抜けが一人だ。

　マリウスという若干の不安要素は残るが、これは頼もしい限りである。

　これだけの人間が集まったとなれば、思いの限り魔術への熱い思いを交わしたいところではあるが──しかし状況は切迫している。

　私は立ち上がり、皆の注目を集めた。

「本来ならば自己紹介などをしつつ親交を深めたいところではあるが、お気付きの通り、今ラクスティアには危機が訪れている。そこで、僭せん越えつながら私がこの場を取り仕切らせてもらおう」

　司会進行など不得手の極みであるが、しかし今は少しでも時間が惜しいのだ。

　気を失った学生諸君がいつ目を覚ましてもおかしくはないし、なによりネペロ・チルチッタがマンドラゴラの断末魔から回復したのちに何を仕掛けてくるか分からない。

　つまり我々は効率的に情報を共有、論議し、ネペロの真意を暴かねばならない。

「各々思うところはあるだろうが、しかし今は一刻を争う、というわけでソユリは全体での発言の時間を調整して欲しい」

「う、うん！」

「僭越ながらイルノフ教授には、議論が本筋から外れそうになった際の軌道修正を行って欲しい」

「は……？」

「最後にマリウ……ニーア・アリアケオスは議論の内容を随時紙に書き留め、まとめろ」

「ボクだけ命令形!?　しかもなんでそんな雑用!?」

「お前、速記にはそれなりに心得があるだろう」

「ま、まぁそりゃできるけどさ」

「決まりだ」

「新入生君！　私たちは何をすればいいの!?」

　シュリィ先輩が快活に挙手をする。私は答えた。

「先輩方三人には自由に意見を述べて欲しい、司会進行は私が務めさせてもらおう」

　よし、これで各々の役割が決まった。

「……おい、これって」

「あれだよね」

　トルア先輩とクロウス先輩がお互い目を見合わせる。

　そして彼らは声を揃え、また唾だ棄きするように言った。

「……グループ・ディスカッション」

　なんだ、この議論形態にはすでに名前があったのか。では、偉大なる先人に敬意を払って宣言しよう。

　──これはラクスティア魔術大学を救うためのグループ・ディスカッションである。

「それではまず、この議論を進めるため前提となる情報を共有させてもらう。初めに魔女の話だ──」

　私はできるだけ簡潔に、知る限りの魔女についての知識を共有した。

　魔法と呼ばれる奇跡の力を操り、いわゆる特権階級にあったかつての魔女のこと。

　遥はるか昔に歴史から姿を消した真なる魔女──自らがその子孫であると主張するネペロ・チルチッタのこと。

　ネペロが魔術とは異なる、未知の魔法らしき技術を駆使すること。

　そして、ネペロは今回の騒動を通してラクスティアで〝魔女の目〟なる大魔法を成そうとしていること。

　全体の時間を管理するソユリに負担をかけないため人魔大戦については大幅に省略した。

　ともかくかいつまんだ説明になってしまったが、要点は伝えることが叶かなった。

　直接魔女と対たい峙じしたことがあるマリウスを除き、彼らはこれを聞いて一様に驚いたような、疑うような表情を晒さらしていたが、一方でイルノフ教授は落ち着き払っている。

「魔女、ですか……にわかには信じがたいですが、なるほどアーテル君の話を聞く限り、呪術科二年ネペロ・チルチッタの扱うものが魔術でないことは確かでしょう」

「さすがイルノフ教授は聡そう明めいだ」

「褒めても単位はあげませんよ」

　イルノフ教授はぶっきらぼうに答える。しかし単位、とはまた異なことを。普通に講義に出席していれば単位などは自然と──いやいい、そこは今問題ではない。

「重要なのは、ネペロが行おうとしている〝魔女の目〟とかいう大魔法についてさ」

　マリウスが手元のメモ帳にペンを走らせながら言う。

「魔女の目ねえ、ボクたちには皆目見当もつかないな、魔女の存在すら眉唾ものだと思っていたのに」

「それも無理はない、魔法というのは根本的に魔術とアプローチが異なっているのだ。それを踏まえた上で偉大なる先輩方の意見が欲しい」

「……ちなみにその魔法っていうのは、絶対防がなきゃいけないものなのかな？　実は人畜無害なものだったりしないかな？」

　トルア先輩が一応といった風に尋ねてくる。私は首を横に振った。

「そもそもネペロの目的自体が判然としない状況で、魔女の目とやらが発動したところで何が起こるかは私にも分からない、しかしネペロは今回これだけの騒動を起こしているのだ、魔女の目とやらが発動すればこれ以上の惨事が起こりうる」

「だよねえ、とりあえずは止める方向で考えるしかないかぁ」

「と言ってもよ、あんな低俗なゴシップが大魔法とやらの前準備になるなんて、荒唐無稽すぎてな」

「はい！　あの憎たらしい新聞が大魔法に必要なんだとしたら、もう大学中から残らず引っぺがしちゃったわけだし、魔女の目っていうのは未然に防げたんじゃない？」

　シュリィ先輩が懐から丸めた紙くずを取り出す。

「ちなみにこれは教学前に貼はり出されてたやつね」

「俺とトルアは購買前ギルドから」

「わ、私とアーテル君は図書館前から」

「ボクは本館前水上ステージからだね」

　各々が、引き剝はがして回った新聞を提出する。ふむ、改めて聞いてみると貼り出された場所に全く法則性が感じられない。しいて言うなら殊ことに学生の目に付きやすい場所、というぐらいだが……。

　ともあれ、シュリィ先輩の問いに答える。

「確かにひとまず大魔法の発動を食い止めることはできたらしいのだが、ネペロは言っていた。魔女の目は未いまだ開きかけだと」

「その発言をそのまま受け止めるとすれば、私たちはまだ魔女の目を潰すには至っていない、ということですね」

　ネペロのブラフ、という可能性も考えたが、おそらくその線はないだろう。

「しかし逆に言えば、これは魔女の目を潰す手段が確実に存在するということだ」

「でも、そうなればきっとネペロは魔法を駆使して本気で邪魔をしてくるよ、あのよく分からない魔法に対抗する手段は思いついたのかい？　まさかまた馬鹿の一つ覚えのゴーレム押しじゃないだろうね？」

　相も変わらず、マリウスは嫌みったらしく言う。しかし、その心配は無用。

「──いや、おそらくだがあの魔法の正体は見切った。もはやネペロ自体はさしたる問題ではない」

「あれま奇遇だね、ボクも薄々見当がついてたんだ」

　ヤツはいひひと笑い、口元を歪ゆがめた。彼女もまた遥か昔に魔女と刃やいばを交えた一人。間抜けとはいえ、節穴ではないらしい。

「では、取り急ぎ議論すべきは〝魔女の目〟の正体について、ですね」

　イルノフ教授が脱線しかけた議論を即座に本筋へ戻してくれる。役割を振った時は不満げな表情であったが、さすがは教授だ。

　しかし、我々の議論はここで見事に行き詰まってしまう。なんせネペロの大魔法の全容が全く摑つかめないのだ。

　唯一の手がかりである新聞についても、悪戯いたずらに人心をかき乱すような内容であるということ、そして貼り出されていた場所についてのことしか分からない。

　ならば、と学内の情報に精通するクロウス先輩とトルア先輩に、ネペロ・チルチッタに関して持てる情報を全て明かしてもらったのだが、ネペロ本人もつい最近までは一介の学生として振る舞っており、特に目立った動きはなかったという。

　いっそ教学の通信魔具から警備会社に連絡し、全て任せては？

　そういう意見も出たが、私としてはオススメできない。何故なぜならばネペロ自身がそれについて想定していたからだ。なんらかの対策をとっていてもおかしくはない。

　とうとう全員が情報を出し切り、議論は袋小路に迷い込んでしまう。随分と時間も浪費してしまった。

　ここで私は我に返り、ソユリの方を見やる。

「すまないソユリ、時間は大丈夫だろうか……」

　そう尋ねようとしたところ、私は途中で言葉に詰まってしまった。

　何故ならば先ほどから随分と静かだと思っていたソユリが、なにやら今までに見たこともないような異様な雰囲気をまとっていたからだ。

　まるで大気の震えすら止めるかのような圧倒的──集中。

　ソユリはここではないどこかを見据えたまま、小さく呟つぶやいた。

「……五芒星ペンタグラム」

「なに？」

　皆が一様にソユリへ視線を集中させた。ソユリはマリウスが記したメモの一枚をひったくる。

　それは私たちでは法則性を認めることが出来なかった、例の新聞が貼り出された場所のメモである。彼女はこれを〝点〟と見立てて、自前のペンで点と点を繫つないでいく。

「教学事務室、ギルド、図書館、本館前水上ステージ──ほら」

　ソユリが一度線で繫いでみると、はっきりと分かった。

　一見無秩序に思われた新聞は一定の間隔を以もつて並べられていたのだ。

　新聞の貼り出されていた場所は四つ。つまりこの法則に沿って、ソユリの言う五芒星ペンタグラムを描き、点を打った場合──

「これは……一階のラウンジかい？　ここはもう調べたよ？」

「ううん違うよおばあちゃん、五芒星の座標に高さは関係ないの、つまりこの点は二階大講義室……」

　私の全身にぞわりと怖おじ気けが走った。

　そうだ、全ての新聞が一階にあったためネペロが人の目につきやすい場所へ新聞を配置していたものだと早合点しており、講義室の中までは誰も調べなかったが、確かにこれが五芒星だとすれば高さは関係ない。

　しかし何故五芒星なぞ──と、そこまで考えたところで私の頭に天啓が降りる。

「──分かったぞ！　サバトだ!!」

　演劇サークル〝サバト〟部長のシュリィ先輩が「へ？」と間の抜けた声をあげたが、そうではない。これは語源となった本来のサバト。

　遥か昔、ウィッザニアの地で行われていた魔女たちの夜会──サバトの再演だ！

「ど、どうしたんですかアーテル君？」

「気付いたのだ！　ヤツは人心を乱すゴシップで同時多発的に狂乱──魔女たちの宴うたげを再現し、これを擬似的な五芒星ペンタグラムに見立てたのだ！」

「なっ……正気かい!?」

　いち早く事態の深刻さに気付いたマリウスが声をあげる。

「ただ一つのサバトですら魔法の発動に十分な儀式だというのに、それを五つも!?」

「クソ──急ぐぞ！」

「ま、待ってくれよアーテル君！」

　私は咄とつ嗟さに立ち上がり、制止の声を振り切って二階大講義室へ向かって駆け出した。

　六人も慌てて私の後に続いてくる。

　もしもこの仮説が本当だとすれば、絶対にネペロの〝魔女の目〟を発動させるわけにはいかない──！

　頭の中を白く染め上げるような焦燥の中、私の頭の中にふと一つの疑問がよぎった。

　そういえば、ソユリは初めてネペロと対面した時、私よりも早く〝魔法〟の発動に気付いていた。

　そして今回の件──

　……いや、余計なことは考えるな！

　今は一秒でも早く、二階大講義室へ──！





○






　本館二階、大講義室。

　おおよそ千人以上もの学生を収容できるラクスティア魔術大学最大の講義室。

　普段はその瞳に知性の光を宿した学生諸君がひしめき、それはそれは素晴らしい光景が広がっているのだが、こと今に至っては目もあてられない。

　講義室の至る所には大小様々な攻撃魔術の爪痕が残っており、ここで起こった争いの壮絶さを物語っていた。

　前途ある学生たちが机にもたれ、階段の中腹に横たわり、死し屍し累々の様相を呈している。

　更に気を失った学生諸君の周りに散らばるは──例のゴシップ記事。

　そして全てを見渡すべく神聖なる教卓に腰をかけて私たちを出迎えるのは、頭上に無数の髪飾りを同居させる少女、ネペロ・チルチッタであった。

「ギリギリ、でしたね」

　彼女は大講義室に立ち入った我々七人を認めるなり、にたりと口元を歪めた。

「皆さんお揃そろいでここにたどり着いた、ということは魔女の目の仕組みに気付きましたか……惜しかったですねえ、あとは彼らが目を覚ましさえすれば再びこの空間は狂乱に満ち、完全に魔女の目が開いたというのに」

「……言ったはずだ、ネペロ・チルチッタ、あなたの大魔法とやらは成らない」

　私は懐から攻撃魔術の刻まれたメモ用紙と錬金式の刻まれた羊皮紙を数枚取り出し、もう片方の手で羽ペンを構える。

　他の六人も同様だ。言葉を交わさずとも彼女を敵と認識したらしい。

「ネペロ・チルチッタ！　よくもボクらの色恋沙汰を面白おかしく取り上げてくれたね！」

「大学生の性事情を暴露するなんざ万死に値するぜ！」

　クロウス先輩が口唱法、トルア先輩が書き込み法の魔術式を構築するべく、メモ用紙にペンを走らせる。

「あんたのせいで黒子たちがストライキを起こしたわ！　また新しい黒子を探さないといけないじゃない！」
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　シュリィ先輩はどこからともなく演劇用の多種多様な魔具を取り出し、これを構える。

「神聖なるキャンパスでこのような騒ぎを、事と次第によっては私の講義だけの単位取り消しではすみませんよ、全講義の評価がＦになるよう教学に上告してあげましょうか」

　イルノフ教授は静かな怒りをたたえながらも、極めて冷静に、状況に合わせて対応出来るよう口唱法と書き込み法魔術の両方を用意する。

「魔女と聞いたら見逃すわけにはいかないなぁ、適度にいたぶってあげるよ、いひひ」

　マリウスは箒ほうきにまたがると黒衣の内側に刻まれた多彩な魔術式を公開し、ネペロを牽けん制せいする。

「……ネペロ先輩、もう観念してください」

　そして最後、ソユリが諭すように言った。こんな状況になってまで、彼女はネペロの身を案じているのだ。

　しかしそんな聖母のごとき慈愛をもってしても、この圧倒的人数差を見せつけられても、ネペロは「くふふ」と押し殺したような笑みを浮かべる。

「──私はなによりも知らないということが我慢ならないのです」

　彼女は教卓の上から我々を見渡して、嘲笑する。

「ここに集まるは良き先輩の皮を被かぶった女たらしにパワハラ部長、あとはアカハラ教授……彼らを筆頭として、まったく大学という場所は噓うそにまみれております」

「なにが噓だ！　お前の三文記事に比べりゃよっぽどマシじゃねえか！」

　これにはさすがのクロウス先輩も我慢ならずに声を荒らげた。

「確かに多少の誇張は認めます、しかしながらここに記されていることは紛れも無い真実でしょう？」

　ネペロは足元に散らばった新聞の一枚を手に取り、ひらひらと振って見せる。

「虚構です。虚構なのです。皆さんに限らず大学というのは実に薄っぺらい建前で己を隠した気になっている畜生以下を集めた動物園であります」

　動物園。この発言に私は眉根を寄せた。

「私は知っています、あなたたちの薄皮の下に隠れたはち切れんばかりの承認欲求、性的欲求、支配欲求、顕示欲求……なんと滑稽なことでしょうか、あなたたちがいかに虚勢を張ろうが、私にとってはなべてとるに足らないちっぽけな動物にしか見えません」

「……だからなに？」

　言葉を発したのはシュリィ先輩だ。見ると、その肩はわなわなと震えている。

「ああもうムカつく！　私、あんたのこと嫌い!!　なに!?　私は全部知ってますって、それこそあんたには関係ないじゃない！　そんなこと自慢するためだけに、これだけの騒ぎを起こしたの!?」

「もちろん違います。言ったでしょう、私は知らないことが我慢できないのです、ねえ？　アーテル・ヴィート・アルバリスさん」

　突然の名指しに、私の下へ視線が集中する。

「私は昔から人の本質を見透かすのが得意でした、大抵の人間はほんの少し観察しただけでカテゴライズできるのです、ですがあなただけは──本当に分からない」

　彼女はそこまで言うと忌々しげに顔を歪ゆがめた。

「あなたが入学してからずっと陰に隠れてあなたばかりを観察していました。イルノフ教授を倒したガイダンスも、演劇サークルの見世物も、天文サークルの新歓コンパも、バイトも、ショッピングも……でも分かりません。あなたが何を考えているのか、その顔の裏に何が潜んでいるのか見当もつかない。我慢ならないのです、あなたの存在自体が……」

「だから、どうしたというのだ」

　私は毅き然ぜんとしてネペロを睨にらみ返す。彼女は一転して張り付けたような笑みを取り戻し、わざとらしく肩をすくめた。

「せっかく順を追って種明かしをしようとしたのに皆さんせっかちでいけませんね、いいでしょう、お望み通りに見せてあげますよ」

　ネペロは靴の先端で軽く床を鳴らす。するとその直後、なにやら足下より無数の虫が這はい上ってくるような感覚を覚え、身震いする。どうやらこれを感じ取ったのは私だけではないらしく、皆が一様になんらかの反応を示していた。

　──魔法の気配。

　攻撃に備えて身構えるが、しかしそれは全くの無意味であった。

　この奇妙な感覚は息を吐く間もなく全身を駆け上ってきて、我々へ第三の目を与えたのだ。

「ヒッ!?　なにこれ気持ち悪っ!?　目!?」

「と、取れない……！」

「これは……」

　ソユリやマリウス、先輩方、イルノフ教授……いや、私たちだけではない。

　マンドラゴラの断末魔で気を失った学生たちやネペロ自身にさえ。

　なべて我々の額には〝目〟を象かたどった紋様が刻まれていた。

「無論、ここにいる人間だけではありません、魔女の目は今現在学内に存在する人間、全員の額に刻まれました」

「……こんなくだらないタトゥーを刻むのが、あなたの大魔法とやらなのか？」

「まさか」

　ネペロは三日月のごとく口元を吊つり上あげる。

「アーテル君、あなたの存在は非常に度しがたいのですが、奇くしくもあなたのおかげで私は気付きました。人は未知に恐怖し、また汚い己の欲を隠すために自らも未知をまとう、つまり噓を吐つく、見み栄えを張る、仮面をかぶる……これは考えてみればたいへん非効率的です。だから私は１００％の善意、世界を良くしたいという一心で、大魔法〝魔女の目〟を決行することに決めました！」

　ネペロは実に興奮した様子で天を仰ぐ。

　そのうわずった声音は、さながら年端もいかぬ少女のソレである。

「私の作り上げた新聞を学内へ配置し、かつてのサバトの聖地、ラクスティア魔術大学で擬似的なサバトを多数展開！　これを巨大な魔法陣と見立てることで発動する大魔法、魔女の目！　その効果は──魔女の目の影響下にある人間同士にパスを作り、半永久的にあらゆる情報を共有させることです！」

「なっ──!?」

　ネペロより語られた魔女の目の恐るべき全容に、マリウスが驚きよう愕がくの声をあげる。

「馬鹿な！　あらゆる情報の共有だって!?　そんな魔法が実現すれば十中八九──学生たちは全員、自我の境界を失って融け落ちるぞ！」

　そうだ、こればかりはマリウスの言が正しい。

　あらゆる情報、それを言葉のままに取れば、ある学生が先日目を通した他た愛あいもない読み物から得た知識を初めとして、当人以外は知らぬ事や画期的な魔術論などに留とどまらず、蓄積された知識や経験、ありとあらゆる情報が開示される。

　確かに、それはネペロの言うとおり噓や建前の存在しない──すなわち未知のなくなった世界と言えよう。

　しかしそんなものは理想郷でも何でもない、ただの地獄だ。ディストピアという表現すら生なま温ぬるい、人が人でなくなる世界だ。

　だが、マリウスの至極真っ当な指摘さえネペロは一笑に付す。

「融け落ちる？　──構いませんよ、この世に知らないことがあるよりずっとマシです」

　妖あやしく輝く、瞳孔の開ききった眼め。

　この時、私たちは確信する。──ネペロ・チルチッタは正気でない。

「是が非でも潰さなくてはならなくなったな、魔女の目とやらは」

　私の言葉を皮切りに、皆が再び臨戦態勢に入る。

「お互いがお互いのことを全部知ってるなんて、んなキモい世界、誰が許容できるか！」

「ある程度の秘密は女の子にモテるためのスパイスさ！　そんな無粋な真ま似ねさせるわけないだろう！」

「噓や建前が存在しないなんてそんな情緒の欠片かけらもない脚本、私だったら速攻破り捨てるからね！　つーか破り捨ててやるわよ！　今！」

　先輩方が声を張り上げる。他の三人も、声には出さねど彼らと同意見のようだ。

　これを受けて、ネペロはわざとらしく残念そうに口を尖とがらせた。

「ふう、せっかく私の目指す素晴らしい世界について教えてあげましたのに、誰一人として心動かされないなんてショックですねえ」

　ネペロは言いながら指で枠フレームを作り、これを覗のぞき込こむ。彼女の魔法、その予備動作だ。

「なら、魔女の目が開くまで全力で邪魔するだけですよ。さあてどんな魔法がお好みです？　氷漬けにしましょうか、それともマグマでウェルダンに？　ああ、雷を落とすのもいいですね」

　ネペロがフレーム越しに我々を覗いて、舌なめずりをする。

　直接魔法を目撃したことのあるソユリやトルア先輩、クロウス先輩をはじめとしてシュリィ先輩にイルノフ教授も一斉に身体からだを緊張させる。

　しかし私に至っては、ネペロのフレームが完全に自らを捉えても表情一つ崩さなかった。

「……何を強がっているのですかアーテルさん？　私の魔法の威力はその身で体感したでしょう？」

　私は答えない。ソユリが不安げな様子でこちらを見据えてくるが、それでも私は毅然としてネペロの瞳を見つめ返した。

　フレーム越しに、彼女の瞳の色が窺うかがえる。彼女の瞳に、僅かな揺らぎが見えた。

「……ははあ、なるほど！　教学の時のようにゴーレムを盾にすればなんとかなると思っているのですね？　でも残念ながら──」

　ネペロがぱちんと指を打つ。

　すると、私の足下に小さな魔法陣が現れ、光を放った。

　……時限式の設置型結界魔術。

　次の瞬間、ぼんっと軽い音を立てて私が構えたメモ用紙と羊皮紙が弾はじけ飛とび、散り散りとなった。

「──というわけです。ちなみに新たにゴーレムを作ってもすでにそこら中に対ゴーレム用の魔術式を仕込んでありますので無駄ですよ。どうですか？　絶望的ですよね？」

　彼女は勝ち誇ったような表情で、くふふと笑う。

　なるほど、ゴーレム対策は万全ということか。ならば──

「では、これもいらないな」

　私は懐にしまい込んだ羊皮紙を全て取り出す。

　ネペロが「へ？」と声をあげて間の抜けた顔を晒さらしていたので、私は彼女にもよく見えるよう無詠唱式火炎の魔術で──羊皮紙の束を焼いた。

「な!?」

　紙束に赤々とした炎が灯ともり、私はこれを投げ捨てる。

　羊皮紙は一枚一枚が熱によってくるくると丸まって縮み、すぐに炭化してしまった。

　正真正銘、手持ち全ての羊皮紙を焼き尽くしてしまったので、もうゴーレムは作れない。

「な、何をしてるんですか!?」

　ネペロが声を張り上げる。しかし彼女はすぐに取り繕い、いつもの押し殺したような笑みをもらした。

「く、くふふ……早まりましたね、私の魔法は生物に対してのみ作用する。ゴーレムを失った今、あなたの勝ちの目は完全に消え……」

「──茶番はよせ、ネペロ・チルチッタ」

　私は彼女の言葉を遮り、毅き然ぜんとして言い放った。ネペロの肩がびくりと跳ねる。

　彼女の上に何重にも重ね塗られた虚勢は、すでに剝がれかけていたのだ。

「生物にしか作用しない魔法？　ここにきてなんと安いブラフを、あなたの魔法の性質は〝偽証〟だ」

「っ……!?」

　ここにきて、ネペロの表情が大きく歪む。

　私は倒れ伏す学生諸君を躱かわしながら、ネペロに向かってゆっくりと歩き出した。

「おかしいと思ったのだ、儀式もなしにあれだけ大規模で多彩な魔法を立て続けに行使するなど、しかし合点がいった。あなたの魔法は……」

「──雷鳴！　脳天から爪先まで串刺しにする！」

　彼女は私に言葉を続けさせまいとするように叫び、フレーム越しに瞬まばたき。

　凄すさまじい速度で頭上に雷雲が展開され、そして息を吐つく間もなく視界が光に包まれた。

　遅れて、大気を震わせるほどの轟ごう音おん。

「アーテル君！」

　私の身を案じて、ソユリが叫ぶ。なんせ教学事務室での戦闘において、ただの一撃で魔護符を破壊した魔法だ。それが直撃したとあれば〝タネ〟を知らないソユリが驚くのも無理はない。

「くふふ！　無駄に虚勢など張るからです！　黒焦げですね！　これは黒焦げで……」

「──偽である」

「へ？」

　雷雲が去り、いつも通りの光景が戻ってくる。

　ネペロを含めた一同が皆、信じられない、といった風に目を丸くして私を見ている。

　私の身体が、脳天から爪先まで徹頭徹尾無傷であったからだ。

「あなたの魔法の本質は、まやかしだ」

　私はまるで何事もなかったかのように歩みを止めず、ネペロへ向かう。

　ネペロが余裕の表情を崩して、ぎりりと歯ぎしりをした。図星か、などとネペロの反応を窺うまでもない。

「あなたが魔法で操れるのは、さしずめ映像と音、それから匂いと言ったところだろう」

　突如として現れるマグマも、凍いてつく氷河も、底の見えない奈落も、雷雲より轟とどろく雷も──つまるところ全てがまやかし。

　私はまた一歩、ネペロへ歩み寄る。ネペロはそこで初めて怯おびえたような表情を晒した。

「なるほど、確かにそもそもが虚ならば大規模な儀式は必要ない、では相手に与えるダメージ、すなわちエネルギーは一体どこから創出しているのか？　……それは他でもない、相手自身からだな」

　私はとん、と自らのこめかみを指した。

「驚くほど精巧な幻覚によって対象のイメージに干渉し、無意識の内に無詠唱式の魔術を証明させ、自分自身を攻撃させている──それがあなたの魔法の正体、偽証の魔法だ」

「う、うぐっ……!?」

　ネペロの表情が大きく歪んだ。

　そう、ヤツの魔法の正体とは言ってしまえば驚くほどに精巧な幻覚を用いた催眠。

　この幻覚が対象の脳に作用し、無意識のうちに無詠唱の魔術式を組み立てさせる。

　己を傷つけるための、魔術式を。

　魔護符がただの一撃で木っ端微み塵じんになったのも道理だ。自分が作った魔護符を、自分自身の魔術で破壊しているのだから。

　書き込み法や口唱法と異なり、一切のアウトプットなしに脳内だけで魔術式を構築するため、外的な要因に影響されやすい無詠唱式の弱点を突いた戦法である。

　だからこそ、そもそも自我を持たないゴーレムには彼女の魔法が通用しなかったのだ。

　完璧な変装や、忽こつ然ぜんと姿を消し神出鬼没に現れるあの技術も、この魔法の副産物だ。

　ゴーレム相手にこれを使わずただ逃げ回っていたのは、ゴーレムに幻が通用せず、そこから魔法の正体が割り出されるのを恐れてのことだろう。

　しかしあれだけの材料が揃そろっていれば、特定には十分だ。

「もう一度言おう」

　私はネペロ・チルチッタを真まっ直すぐと見据えて、静かに口を開く。

　恥ずかしながら、この時の私は内心ふつふつと沸いてくる怒りを堪こらえるのに必死だったのだ。

　個人の主義思想は自由だ。

　どんな馬鹿げた誇大妄想に取とり憑つかれようが、私が口出しをする権利はない。しかし言うに事欠いて、我らが神聖なる学まなび舎やラクスティア魔術大学を、動物園と？

　それだけは、その侮辱だけは看過できない。

「──新聞サークル部長ネペロ・チルチッタ、あなたの大魔法とやらは成らない」

「あっ、ああ、ありえません！」

　偽証の魔法使い、ネペロ・チルチッタ。皮肉にも彼女の第一声は、目の前の確かな現実を否定する言葉であった。

　彼女は狼ろう狽ばいしきった様子で、私を指さす。

「私の魔法の正体を見破ったことそれ自体ではありません！　私の、私の魔法は──！」

　そこまで言ってからネペロは指で枠フレームを作り、瞬き。

　するとネペロの魔法により、私の足下から凄まじい勢いで氷が這はい上がってきて、あっという間に全身を氷漬けにしてしまう。

　だが

「──偽である」

　この一声により、私を包む分厚い氷はいとも容易たやすく弾はじけ飛とんだ。

　宙に舞った細氷は、きらきらと講義室の照明を跳ね返して、やがて消える。

　所詮はまやかしである。タネさえ分かれば、どうということはない。

　しかしながらネペロは声を荒らげる。

「馬鹿な！　私の魔法はタネが分かったところでどうにかなるようなものではないんですよ!?」

「現にどうにかなっている」

「ありえません！　私の魔法は対象の深層心理にすら干渉し、偽を真にねじ曲げる！　これが幻だと知っている程度で無効化できるようなものではありません！」

「普通ならそうだろうさ、でも相手が悪かったね」

　ネペロの問いに答えたのはマリウスだ。

　彼女は獲物を追い詰めた猫のごとく、意地の悪い笑みを浮かべる。

「大体、思い込みの強さでそこの馬鹿に勝てるヤツなんていないのさ。どれだけ精巧な幻覚だろうが、アーテルが偽と信じれば、それはもうまやかし以外のなにものでもない」

「そ、そんな馬鹿なことが……くっ！」

　ネペロが咄とつ嗟さに魔法の対象を変えた。フレームに収められたのは、マリウスを含めた私以外の全員だ。

「彼がどんな手で私の魔法を防いでいるのかは知りませんがあなたたちは別でしょう！」

　刹那、マリウスたちの足下がぶくぶくと泡立ち、この広大な講義室を埋め尽くさんばかりの溶岩が湧き上がる。灼しやく熱ねつの溶岩はあっという間に彼女らの半身を飲み込んだ。

　もはやネペロは加減というものさえ忘れたようだ。こんなものをマトモに食らえば、各々の魔護符は一瞬の内に焼け落ちてしまうだろうに。

　だが、そうはならなかった。

　数秒後、彼女らは全てを溶かし尽くす地獄の釜の幻から全くの無傷で生還する。

「ああ、本当にちっとも熱くないわ！　不思議！」

「半信半疑でしたが、魔法というのもなかなか興味深いですね」

　シュリィ先輩とイルノフ教授が、どこか楽しそうに呟つぶやく。もちろん彼らの身体からだにも傷は一つとて無い。

「な、なんで、どうして……!?」

「んー？　何か言ったかい？」

　マリウスは相も変わらず意地悪く、かつ見せつけるようにして、両耳にはめられたソレを取り外した。ソレは──何の変哲も無い、先ほどマンドラゴラの断末魔を凌しのぐために使った、単なる耳栓である。

　ネペロはそこでようやく自らの魔法が不発に終わった理由を知ったらしく「ひゅっ」と短く吸い込むような悲鳴をあげた。

　これを見下ろすマリウスはいかにもご満悦だ。

「精巧な幻覚で相手のイメージに干渉して自分自身を攻撃させるなんて繊細な芸当、極論を言っちゃえば耳を塞ぐなり目を閉じるなり、一時的に外部からの情報を遮断しちゃえば無力化できるんだよ。ボクらはアーテルほど馬鹿じゃないからね、事前に皆へ渡しておいたんだ、ネペロが魔法を発動したらとりあえずこれをつけてくれって。単純だけど効果あるでしょ」

「な……あ……！」

　ネペロはもはや口をぱくぱくさせるばかりで、マトモな言葉を発することすらできない。

「──さあ、負けを認めろネペロ先輩、そして魔女の目などという馬鹿げた魔法を解除するのだ」

　彼女の魔法はすでに封殺された。

　つまるところ魔法の正体が割れた時点で、彼女の敗北は確定していたのである。

　もはや彼女に我々へ対抗する術すべなど残っていない──はずなのだが。

「くふっ、くふふふふふ」

　彼女は絶望の表情から一転、歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「くふふ、いやぁまさかここまで追い詰められるとは正直思ってもみませんでしたよ」

「もうその手には乗らない、詰みだ、いい加減に諦めろ」

「いいえ？　まだ手はありますよ」

　そう言って、彼女は指で枠フレームを作る。

　この期に及んで悪あがきを……いや、様子がおかしい。枠フレームが大きすぎる。

「ええ、確かに私の魔法は看破され、最も早はやあなたたちを倒す術はありません、しかし私の勝利とはあくまで魔女の目を発動させること！　あなたたちを倒す必要は無いのです！」

　ネペロは枠フレームを覗のぞき込こむのではなく、口元に当てる。

　いや、あれは枠フレームではない！

「──全員、耳を塞げ!!」

　私はすんでのところでネペロの真意に気付き、声を張り上げた。しかし時すでに遅し。

　ネペロは両手で作った拡声器メガフオンを用いて最大級の〝音の〟魔法を放ったのだ。

　原種マンドラゴラの断末魔の声にすら匹敵する、質量を持った爆音。放たれた音は広い講義室内でこれでもかと反響し、我々を蹂じゆう躙りんする。

「うぐ────っ!?」

「なに────れ──────！」

　上も下も分からなくなるほどの音の激流が我々を揉もみしだく。我々は一様に身を屈かがめ、耳栓の存在も忘れて両耳を押さえ込んだ。

　しかしそれも一瞬のこと、ネペロはすぐにこの騒音を打ち切り、残響の中でにやりと口元を歪めた。それもそのはず、これは我々に向けた攻撃ではない。これは、マンドラゴラの断末魔で気を失った学生たちに向けたものだ！

「うん……？　あれ、俺なんで……」

「冷たっ!?　え？　なに？　床？」

「あったまいてぇ……」

　先の爆音に、気を失っていた学生たちが続々と目を覚ます。同時に、各々の額に刻まれた魔女の目の刻印が淡い光を放ち始めた。

　気絶した学生たちを純粋な大音量で覚醒させ、サバトを再開する──これが狙いか！

「ま、まずいよアーテル！　大いなる力の奔流を感じる！　魔法発動の前兆だ！」

「マジかよ！　こんな呆あつ気けなく終わるのかよ!?」

　まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と言った具合だが、しかし、どうしようもない！

　魔術のことならともかく、一度発動した魔法を打ち消す方法など存在しないのだ！

「──くっふふふふふ！　初めから私の勝ちは決まっていたのです！　さあ、いよいよ魔女の目が開きますよ！」

　感覚で分かる。魔女の目はあと数秒足らずで完全に開ききる。そうなれば、やってくるのはあらゆる情報が共有されたディストピア。

　──そんなものは看過できない！

　私はこの一瞬のうちに、脳が焼き切れるほど思考した。逆転の一手、起死回生の一手を死に物狂いで模索する。

　これにより何十倍にも引き延ばされた一瞬。全てが緩慢に動く世界の中、焦燥に震える私の眼めが、あるものを捉えた。

　絶望に支配された彼らの中から弾丸のごとく飛び出した、我が親愛なる学友。

　──ソユリ・クレイアットの姿を。

「さ、せ、る、かああああああああ!!」

　おそらく身体強化の魔術を使っているのだろう。ソユリは魂を絞り出すような叫びとともに、階段教室の頂上から高く跳躍した。

　高く、高く。私の頭上を飛び越え、教壇に立つネペロ・チルチッタへ届くほどに──

「くふふっ！　誰かと思えばあなたですかソユリ・クレイアット！　あなたなど恐るるに足りません！　無駄なあがきですよ！」

　ネペロが空中から迫り来る彼女を迎撃すべく、火炎の魔術を飛ばす。

　しかしこの魔術は、すんでのところでソユリの眼前に展開された空間の歪みに飲み込まれ、かき消える。ソユリはあの一瞬で証明して見せたのだ。

　自らの祖先たるマリウスの十八番──マリウス式魔術障壁を。

「なっ──!?」

　ネペロが驚きよう愕がくの声をあげ、すかさず次の魔術式を証明しようとするが、一足遅かった。

　上空より飛来したソユリは、自らの額に刻まれた魔女の目と、ネペロの額に刻まれた魔女の目をかち合わせた。

　すなわち──頭突きを決めたのだ。

「ぐえっ!?」

　魔護符が弾け飛ぶほどの凄すさまじい衝撃で、ネペロとソユリはお互いに吹き飛び、一つになって地べたを転がる。魔護符がダメージを肩代わりしているとは言え、見るからに痛々しい光景に私たちは思わず顔をしかめた。

「あ、頭おかしいんじゃないですか……!?　私を攻撃したところで魔女の目は止められないというのに……！」

　ネペロが頭を押さえながらよろよろと立ち上がる。

　ちなみに頭突きを仕掛けた当のソユリは大の字になってぐるぐると目を回していた。

「妙な邪魔が入りましたが……時は満ちました！　魔女の目が開く！　新世界の到来です！」

　ネペロは再び天を仰いで宣言する。彼女の額に刻まれた魔女の目の刻印が、ひときわ強い光を放つ。

　万策尽きたか──！

　誰もがそう思ったその時、私は気が付いた。魔女の目に走る、妙なノイズに。

　そして次の瞬間、いよいよ彼女の大魔法〝魔女の目〟が発動し──




　──ぽん、と一輪の花が咲いた。




「……………………は？」

　ネペロは、気の抜けた声をあげる。自らの頭上に咲く、大輪の花を見上げて。

　そのあまりにも間の抜けた様に、私たちもぽかんと口を開けて、呆ほうけたように立ちすくむしかない。

「……え？　なにこれ？」

　ネペロが私たちではない誰かに問いかける。

　その直後であった。

　我々の額に刻まれた魔女の目が光り輝き、ぽんぽんぽん、と花が開く。

　マリウスにも、トルア先輩にも、クロウス先輩にも、シュリィ先輩にも、イルノフ教授にも、そして目を覚ましたばかりの学生たちにも、勿もち論ろん、私にも。

　魔女の目の刻印は綺き麗れいさっぱりと消え去り、その引き換えと言わんばかりに、なべて全員の頭に色とりどりの花が咲いたのだ。

　この状況で言うのもなんだが──それはいっそ見み惚とれてしまうほど見事な花弁であった。

　一つとて同じ色形はなく、そのどれもが素晴らしく美しい。

　かくして大講義室内には、瞬く間に、世にも奇妙な頭上花畑が展開されたわけである。

「うお!?　なに？　花？」

「あ、その花きれーい」

「これなんていう花なんだろ？」

　限界まで張り詰めた空気が、一気に弛し緩かんする。

　それは我々だけでなく、目を覚ました学生たちも同様だ。

　皆が皆、頭上の花の美しさに目を奪われて、脳天気な言葉を交わしている。

　もはや誰一人として、ネペロが記したゴシップ記事などには目もくれなかった。

「な、ななななな、なんだよこれぇ!?!?!?？」

　そんな中、肩をわなわなと震わせ、声を荒らげる無粋物が一人。

　言うまでもなく、ネペロ・チルチッタである。

「あれだけ溜ため込こんだ大いなる力が空っぽに!?!?　なにこの花!?　魔女の目は!?　情報の共有は!?　新世界は!?」

　自分で発動した魔法だというのに、ネペロは困惑を極めていた。我々とて何が起こっているのか、まるで把握できていないのだ。

　ただ一人、彼女を除いて。

「……私が、書き換えました」

　ソユリは足下もおぼつかないままに起き上がり、彼女の問いに答えた。

「書き換えただと!?　ソユリ・クレイアット！　お前、私の魔女の目に何をした!?」

「そんなに難しい事じゃありません……さっき頭突きをした時に、魔女の目が溜め込んだ力を別の方向で発散させるよう先輩の魔法に少しだけ干渉しました……」

「ばっ、馬鹿なことを言うな！　どうしてお前なんかに、お前みたいな一介の学生に、そんなことができる!?」

「知りません」

「はっ!?」

　あまりにも簡潔な答えに、ネペロは両目を見開いた。

　一方、ソユリは落ち着いた表情で、まるで赤子を諭すかのように優しげに言うのだ。

「……ただ私は、ネペロ先輩が言う新世界より、綺麗な花が見たいなって思っただけです……見てるだけで、皆が幸せな気持ちになれるような、花畑が……」

「そ、そんな理由で私の大魔法を!?　魔女の目を!?　崇高な目的を!?　答えろ！　ソユリ・クレイアットぉぉぉっ[image: ]」

　ネペロは鬼気迫る表情でソユリを問いただす。

　これに対し、ソユリは私の方を一いち瞥べつすると、にっかりと笑って、

「──僭せん越えつながら、邪魔させていただきました」

　一体誰の真ま似ねなのか、芝居がかった口調でそう答えたのだ。

「こ、ここ……こんのクソ女がぁっ[image: ]」

　ネペロが指で作った枠フレームにソユリを収め、血走った眼で瞬まばたきをする。

　押し寄せる溶岩流──私はすかさずソユリの前に立ちはだかり、そして唱えるのだ。

「──偽である」

　煮えたぎる溶岩は私の下で堰せき止とめられ、やがて蒸発した。





○






「ああ、いよいよ終幕フイナーレね」

　誰に言うでもなく、シュリィはひとりごちる。

　無敵とも思われたネペロ・チルチッタの魔法は看破され、彼女の恐るべき大魔法〝魔女の目〟も、ソユリの手によって水泡と帰した。

　更に学生たちも正気を取り戻している。

　世にも奇妙な頭上花畑が展開される大講義室において、ネペロ・チルチッタは完全に追い詰められていた。

　彼女の得意とするブラフ、ハッタリはここに及び、まるで通用しない。

　誰もが確信していたのだ。この一連の騒動の終演を。

　もはやネペロに奥の手などない。唯一魔術による抵抗は考えられるが、それはむしろ悪手といえよう。

　なんせアーテルが率いるのは、腐ってもラクスティアきっての優秀なる魔術師たち。魔法ならまだしも、彼らに魔術勝負を挑むなど愚の骨頂である。

　つまりネペロがいかな抵抗をしようが、結末は変わらない。

　だからこそ、誰一人としてこの決闘に水を差そうというものはいなかった。

　イルノフ教授はふうと溜ため息いきを吐き出し、適当な講義椅子に腰を落とす。

「あれ？　センセー、これ放っておくんすか？　神聖なる学まなび舎やで決闘っすよ、決闘」

　クロウスはにやにやと意地悪そうに言う。

　イルノフは、まるで自身の講義を受ける学生たちがそうやるように、つまらなそうに腕組みをして、これに答えた。

「なにが決闘ですか、学生同士の他た愛あいもない喧けん嘩かですよ、私は関与しません」

「いひひ、無責任だね、教育者としてどうなのさ」

「私はあくまで雇われ教授です。それに大学生っていうのはもうほとんど大人でしょう」

　イルノフ教授は眉一つ動かさず、教壇の前で睨にらみあう二人を見下ろす。

「タバコは吸うし、酒は飲む、好きな時間に寝て、起きて、バイトをして、生活費を払い、そして学ぶ、大学生というのはまったく実に自由な生き物です。……が、自由には責任が生じます。大学生になった時点で、あなたたちは大人の仲間入りをすると同時に責任を負ったのです。そして大人というのは、なにより締めが重要です。無数の式の中から最も適切──いえ、それなりに適当な解を導き出すことこそが大人の役目なのです」

「アーテル君にならそれができるって？」

「さあ？」

　トルアの問いに、イルノフ教授はあっけらかんと答えた。

　そして「ただ──」と続ける。

「純粋に彼がこの大学生活でどのような解を導き出したのか興味があるので、聴講させていただこうと思ったまでですよ」





○






「いやだ、いやだいやだいやだ！」

　ネペロ・チルチッタは髪を振り乱しながら、声を荒らげる。

　頭頂部から花を咲かせた学生たちが、何事かとこちらの様子をうかがっていた。

　その様は、傍はたから見るとなかなか面白おかしい光景である。

「なんで、なんで邪魔をするんですか!?　私はただこの大学を、世界を良くしようとしただけですよ!?　欺ぎ瞞まんに満ちた世界を正そうとしただけなのに!!　あらゆる情報が共有されることで訪れる理想郷ユートピア！　全てが開示された世界においては不安や疑念などの一切が取り払われる！　人々が恐怖から脱却されるのです！　何故なぜこの素晴らしさがわからないのですか!?」

「……言いたいことはそれだけか」

　私はふうと息をつき、彼女を見据える。その目に宿る感情は憐れん憫びんである。

「なんで……なんでそんな目で私を見るんですか!?　あなたは何もわかっていません!!　私の崇高な目的が理解できていないだけで……！」

「いや、理解はしたとも、あらゆる情報を共有することで個の境界を取り払い、全として生きる……なるほど、確かにそういった形の理想郷もあるのだろう」

「そ、そこまで分かっているのなら……！」

「しかし、それが正義として成り立つのはあなたが本心からそれを望んでいたら、だ」

「っ!?」

　ネペロの瞳の中の光が揺らぐ。

「僭せん越えつながら言わせてもらおう、私にはあなたの語る崇高な理想とやらが、陳腐な言い訳にしか聞こえない」

「言い訳!?　なにを、バカな……！」

「──本当はただ、あなたが怖いだけだろう」

　ネペロはいよいよ言葉を失う。虚飾で身を固めたものほど真実を突かれると弱い。この世界から虚をなくすことが理想だなどと、出で鱈たら目めもいいところである。

　彼女の崇高な目的とやらが、そもそも噓うその産物なのだから。

「……以前言っていたな〝未知とは恐怖である〟と」

　考えてみればバカバカしい話である。

　我々はこの一連の騒動を通し、ネペロの意図を探ることに躍起になっていた。答えなど、初めから彼女自身が提示していたにも拘かかわらず。

「誰よりも恐怖を感じていたのは他でもない、あなた自身だ」

「……さい」

　ネペロが顔を伏せたまま、何事かを呟つぶやく。彼女の細い肩がわなわなと震えていた。

「あなたはいっそ病的なまでに人が信じられず、恐怖心すら抱いている。だからこそ情報の優位性をなによりも重んじるのだ。相手の裏の顔を知った気になるとさぞや安心するのだろう」

「……うるさい」

「しかし、突き詰めて言ってしまえば人に裏の顔などない、そんなにも単純にはできていないのだ。あなたの行為はあのゴシップ記事のようにただワンシーンだけを切り取り、その人間の全てを知った気になっているのと変わらない」

「……黙れ……！」

「あなたは自らがさも人の本質を突いたように振舞うが──あえて言おう、あなたはそもそも人を見ていない」

「──黙れっ!!」

　それは先ほどの音の魔法なんぞよりも、ずっと凄すごみのある言葉であった。

　あまりの迫力に、びりびりと大気の震えを感じたほどだ。

「間抜けどもが！　テメェらはただ分かった気になって目を閉じて、毎日誤ご魔ま化かし誤魔化し生きてるだけだ！　人なんて一ひと皮かわ剝むけばゴミクズみてぇなもんなんだよ！　そんなのが隣にいて普通に暮らしてるんだぞ!?」

「それが、我々の生きる世界だ」

「ハッ！　いかにも大人ぶった答えじゃねえか！　この思考停止野郎が！」

「……まるで自分は違うとでも言いたげだな」

　ふう、と溜息を吐き出す。

　……どうも私は説得というものに向いていないらしい。

　私の背後に控えるソユリならばきっと、彼女の堂々巡りの思考へ何らかの解答を与え、なおかつ改心させる、超絶技巧じみた説得も可能なのだろう。しかし、私にはそんな芸当できるはずもなく──ただ彼女へ真実を突き付けることしかできない。

「揚げ足でも取るように他者の一面を切り取り、悪と断ずる……私から見ればあなたのソレも思考停止だ。あなたは人と接することを、徹頭徹尾拒否している」

「っ……!!　だ、黙れ黙れ黙れ黙れっ[image: ]」

　ネペロは震える指で枠フレームを作り、血走った眼めでこちらを覗のぞき込こんでくる。

　……分かり切っていたことだが、説得は失敗だ。

「綺き麗れい事ばっかり、綺麗事ばっかり言いやがって!!　だったらお前は近しい人間の汚れた一面を見ても、同じことが言えんのか!?」

「では、試してみるといい」

　私はそう言って、ゆっくりとネペロへ歩み寄る。

　ネペロは「ひっ」と一度小さな悲鳴をもらすと、強こわ張ばった瞼まぶたで何度も何度も瞬きをし、魔法を連発した。まるで世界の終末をも思わせる多彩な幻が、四方八方から襲い来る。

「──騎竜俱く楽ら部ぶ部長、トルア・リーキンツはなにも知らない新入生の女子ばかりを誑たぶらかし、その心を弄び続けた！」

　どこからともなく見上げんばかりの巨大な竜の幻が現れ、その鋭い牙で私の頭に嚙かみついた。これを眺めていた学生たちが甲高い悲鳴をあげ、目を覆う。

　私は歩みを止めず、唱える。

「真である」

　研ぎ澄まされた竜の牙は私の肌に触れるなりすさまじい音を立てて粉砕され、やがて竜自身も霧散した。

「星見の森部長、クロウス・ケイクライトは酒で酔わせた新入生たちを何人もかどわかしている!!」

　爆発的に膨れ上がった炎が、私を足元から焼き尽くす。

「真である」

　その言葉とともに炎はあっという間に収束し、煤すすも残らない。

「え、演劇サークルサバト部長、シュリィ・メルスティナは自身の演劇にかける思いから周囲の学生の学業へ悪影響を及ぼした!!」

　七色の光線が不規則に飛び回り、やがて私の身体からだを貫く。

「真である」

　光線は私を傷つけることなく、か細い残ざん滓しを残して跡形もなく消える。

「い、いいいい、イルノフ教授は！　単位を盾に学生へ高圧的な態度をとっている！　これは明確なアカデミック・ハラスメントで……[image: ]」

　高密度に圧縮された火炎球が生成され、一直線に私の下へ向かってくる。

　しかし、やはり、

「それもまた──真である」

　火炎球は空中に溶け、私の下へたどり着くことはなかった。

「な、なんで、どうして……！」

　ネペロはいよいよ魔法を唱えることをやめてしまった。揺れる眼は、ただ一つの傷もなく佇たたずんだ私の姿を捉えている。

　私は毅き然ぜんとして言い放った。

「全てが真であり、全てが偽である。所詮我々が見ているものとは一つの点でしかない、人は変わるのだ、一分一秒という単位でな」

　かつり、と一歩を踏み出す。

「しかし絶えず変化するまやかしのごときソレを人は理解したがる。己自身も絶えず変化を続けながらな。この矛盾が素晴らしく美しい解を生み出すのだ」

「く、くるな……ひゃっ!?」

　ネペロが後ずさろうとしてバランスを崩し、地面にへたり込んだ。

　しかし構わない。下がった分、距離を詰める。

「人はそうして学び、成長する。……時に道を踏み外すこともあるだろう、しかし間違いなく前には進んでいる、不安も疑念もかけがえのない原動力だ」

「くっ……来るなぁっ!!」

「そして成功も失敗も、希望も堕落も、奮起も挫折も、真も偽も、全てを許し、受け入れるのが大学である。あなた一人の都合で、そこへ集う皆の学びの機会を奪うのは看過できない──が」

　とうとう、彼女が目と鼻の先に迫る。

　腰を抜かしてしまった彼女は、もはや逃げることすらままならない。

　ただ恐怖に瞳を揺らし、今にも泣き出しそうな顔でこちらを見上げるだけだ。

　そして、いよいよこの緊迫感に耐え切れなくなったのか、彼女は「ひっ！」と短い悲鳴をあげて両手で頭を守った。

　殴られるとでも思ったのだろうか？　残念ながら、違う。私はただ率直な感想を口にするだけだ。

「──それはそれとしてネペロ先輩、私は個人的にあなたへ興味がある」

　なんとなく、本当になんとなくだが。

　千もの学生を収容できるとされている大講義室が一瞬にして凍り付いたような気がした。

　は？

　静寂の中、誰かが間の抜けた声をあげた。

「…………は？」

　ネペロ先輩もまた、素っ頓狂な顔でこちらを見上げて言う。

　ふむ、今私はそんなにもおかしなことを言っただろうか？　それとも私が言葉足らずなだけか。多分、後者だろう。昔イゾルデにもよく注意されたしな。

　では懇切丁寧、理路整然と言葉を足そう。

「分かりにくかったならすまない、私はネペロ先輩のことが知りたいのだ、あますところなく」

「…………はぁっ!?!?」

　これは何故なぜか頰ほおを真っ赤に染めたネペロ先輩の声。

「はぁ!?」

　これは背後に控え、今まで事態を静観していたソユリの声。

　……ううん？　まだ言葉が足りないか？　しかしこれ以上足す言葉など……。

「ええと……そうだな、私は、ネペロ先輩にとても惹ひかれている」

「もう死ねよアイツ！」

　とは、階段教室の最後列で講義机に頰ほお杖づえをついていたマリウスの叫び。

　……どうも私の言葉が、私の意図とは全く違う形で伝わっているような気がする。

　後になって、もしや「とりわけ、ネペロ先輩がいかにして魔法と魔術を両立させたのか、そして魔法と魔術の融合は可能なのかに興味がある」と言えばよかったのか？

　などと思い至るが、どうやら色々と手遅れだったらしく。

「ふ、ふふふふ、ふざけんな!!」

　怒り狂ったネペロから力任せに突き飛ばされた。

　魔術も魔法も使っていないだろうに一体彼女の細腕のどこからこんな力が出るのだろう。

　見ると顔面だけでなく、指先に至るまで全身真っ赤に染まっている。呂ろ律れつも回っていないところを見ると、相当トサカにきているらしい。

「て、ててててテメェ！　自分が何言ってるか分かってんのか!?　馬鹿なのか!?」

「……魅力的な人間について深く知りたいと思うのは、大学生として当然の欲求だろう」

　私は魔術学的好奇心に従ったまでのこと。

　しかし、ネペロは更に顔面を紅潮させて、頭上からは湯気まで出しそうな具合である。

「と、時と場所考えろ！　馬鹿か!?　馬鹿か!?」

「時も場所も関係あるものか」

「な……あ……!?」

　極めて真面目に、極めて普通のことを答えているだけなのだが……なんだ？　なにか、喋しやべれば喋るほど状況が悪化しているような気がする。

「よし決めた、ボクが殺す」これはマリウスの言である。

　一方でネペロは爆発寸前だ。真なる魔女でもなく、崇高なる理念とやらを果たそうとする信徒でもなく。そこにいるのはなんらかの感情に支配されて平静を失った、一人の年若い女性である。

「──う、噓うそだ噓だ噓だ噓だ!!」

　ネペロは熱を帯びた顔面を強制的に冷まそうとするように、ぶるぶると首を振った。

「欺ぎ瞞まんだ！　虚構だ！　どうせテメェも一皮剝むいちまえばただのくだらねえペテン師なんだろうが!!」

[image: ]

　そう言って、ネペロはある物を高く掲げる。

　あれは──なんと器用なことだ。どうやら先ほど私を突き飛ばした際に掠かすめ取とったらしい。ネペロの手にあるのは、私のノートだ。

「……そんな物を手に入れてどうしようと言うのだ？」

「決まってんだろ！　テメェが後生大事に抱え持ってるこれを暴いて、その薄っぺらい仮面を引っぺがすんだよ!!」

　ふむ……そういえば彼女は出会った当初も私のノートに妙な執着を見せていた。

　なるほど、ノートというのは己の無防備な思索を書き起こすもの、すなわち彼女で言うところの〝情報〟を得る手段としては単純明快で効果的だ。

　しかし。

「……やめておいた方がいいと思うぞ」

「はっ！　今更なんだ！　やっぱテメェみてーな偽善者はさぞ見られちゃ困るもんでも書いてあるんだろーなぁ!?」

「見られて困る、というのは確かにその通りなのだが、その、困るのは私だけではないというか」

「なにブツブツ言ってやがる！　もう遅ぇんだよ!!」

　私の制止もむなしく、ネペロの手によりノートは開かれる。

　ああ、私は忠告したからな。

「……まああなたの理想や理念はともかく、そもそも論として……あまり人のプライベートに踏み込みすぎるのは良くないな、単純に、危ない」

　言い訳だけ先にさせてもらおう。

　好奇心は猫を殺す。その諺ことわざはむろん私も知っていたが、よもや私の拙つたないノートなどに好奇心を抱く者がいるとは、夢にも思わなかったのだ。

　言ってしまえば、ただの貧乏性。せっかく作ったものを、使わずに捨ててしまうのは勿もつ体たい無ないと、そう思っただけのこと。

　瞬間、ノートが光り輝いた。

「へっ？」

　さて、勘のいい皆様ならばすでにお気付きのこととは思うが、僭せん越えつながら今一度解説させていただこう。

　二つ折りにした顔写真の内側に極小のインク袋と魔術式を仕込み、開封と同時に発動する魔導ブービートラップ。

　これはその、応用である。

「──うぶぅっ!?！」

　かくして、妙な悲鳴をあげながら後方へ数十メートルほど吹っ飛んだネペロは、そのままの勢いで窓ガラスをぶち破り、大学を囲む池へと真っ逆さまに落ちていった。

　遅れて聞こえてきたある種小気味のいい音と、朝日を受けて光り輝く水みず飛沫しぶきが、この一連の騒動のエンドマークとなった。







[image: エピローグ　大賢者、模範的大学生を目指す]

　振り返ってみれば、たいへんに慌ただしい一日であった。

　まずは騒動の元凶たるネペロ・チルチッタ。彼女は大学を囲む池でぷかぷかと漂っていたところを、アルガン率いる教学の面々により、まるで待ち伏せでもしていたかのような迅速な対応をもって捕縛された。

　罪状は神聖なる学まなび舎やを混こん沌とんに陥れた、いわば大学転覆罪──などではなく、大学が管理する池へ許可なく危険な〝飛び込み〟を行ったこと。

　全身ずぶ濡ぬれのまま目を回す彼女はそのまま反省房へと連行され、加えて都合一か月に渡る大学図書貸し出し禁止のペナルティが課せられた。

　これを聞いたとき、私は「なんと恐ろしい」と存分に戦せん慄りつさせられたものだ。くれぐれも、池には飛び込まないようにしよう。

　ネペロ本人が片付くと、そののち教学が本来の機能を取り戻して事態の収束にあたった。

　彼らはその優秀さを最大限に発揮し、しち面倒くさい諸もろ々もろの手続きを完了させると、すぐさま職員を総動員して学内の新聞を剝はがして回り、怪け我が人の救護にあたった。

　幸い負傷者はほとんどいなかったらしいが、それでもあれだけの騒ぎである。その日の講義は（非常に残念ながら）全て臨時休講という措置がとられた。

　噂うわさによると、この膨大な事後処理の裏では学長ディヴィーナ・フランケンシュタインが三日三晩寝ずに対応に当たったとのことだが、

「自業自得だね、ほっときな」

　マリウスがそう言うので、静観することとした。彼女の言う自業自得が、いったい何を指しているのかはわからない。

　閑話休題。

　ともあれ、我らがラクスティア魔術大学を襲った一連の騒動には一応の決着がつけられた、というわけである。

　ここからはそののちの話。

「案外なんとかなるもんだねぇ」

　学食。

　テーブルを挟んで向かいの席に腰をかけたマリウスが、カヨネサラダをつまみながら誰に言うでもなく呟つぶやいた。

　彼女の視線の先では、我らが親愛なる学生諸君が食券片手に列をなしている。

　先日のような狂乱はそこにはない。彼らは順番待ちの退屈を紛らわせるべく、近くの友人と言葉を交わしている。それは毒にも薬にもならない、ただの雑談だ。

「あれからまだ一週間しか経たってないし、もっとこうギスギスするもんだと思ってたんだけど」

「ふん、誰もかれもお前のような捻ねじ曲まがった性根をしていると思うな」

　私はどす黒いスープの中に沈殿した、これまたどす黒いコレド芋をフォークで突き、そのまま頰ほお張ばる。

「ついでに毒吐くのやめよ？　ボク一応女の子なんだけど？　そのうち泣いちゃうよ？」

「おばあちゃん、３００歳超えてるでしょ」

　返す刀でソユリ。サフリ菜のスープを静かに啜すすりながら、実に冷徹にヤツの戯たわ言ごとを切り捨てる。

　これにはさすがのマリウスも本当に泣き出しそうな顔である。というか少し泣いていた。

　自らの子孫にすら見捨てられたヤツの境遇があまりにも哀れなので、仕方なく彼女の話に乗ってやる。

「魔女の目はともかくとして、その後のことに関してはそもそも心配することではない」

「……みんながみんな、ネペロの新聞であられもない秘密を暴露されたのにかい？」

「今更だろう」

　私は最後の一滴まで飲み終えたスープの皿を、端に寄せて続ける。

「生まれも育ちも、目指すべき場所も違う学生たちを一手に引き受けるのが大学という場所だ。その懐の深さをもってすれば、例の騒動などさした問題ではない。たちまち飲み込んでしまう」

「そういうもんかね」

「現にそうなっているからな」

　ネペロ・チルチッタは大学を欺ぎ瞞まんと虚飾にまみれた場所と評した。

　それは、ある側面ではそうなのだろう。しかし全体として見ればそんな単純なものではない。我らがキャンパスは、欺瞞と虚飾と、それ以外の無数に存在するもので彩られているのだ。

　たとえ学生諸君の秘密が一つや二つ暴露されたところで──大学は回る。

　彼らは講義を受け、学食で駄だ弁べり、その日の講義が終われば居酒屋などで一杯ひっかけたりもするのだろう。そうして、何の滞りもなく受け入れられるのだ。

「……まぁ、受け入れられてない人もいるみたいだけど」

　ソユリが学食の外を眺めてぼそりと呟く。

　彼女の視線を追ってみると、大学前広場で般はん若にやと化した女学生たちから逃げ回るトルア先輩とクロウス先輩の姿が見えた。

　彼らは鬼気迫る表情で何事かを叫んでいるようだが残念ながらその内容は聞き取れない。

「後輩と親睦を深めているのだろうか」

「そういうことにしておこっか」

　ソユリはどこか投げやりだ。

　そして女学生が放った攻撃魔術を受けてトルア先輩が天高く舞う様をぼんやりと眺めていると「そうだ」とソユリが思い出したように言った。

「アーテル君、話は変わってちょっとお願いがあるんだけど、ノート見せてもらってもいい？　この前の講義で分からないところがあって……」

「たやすいことだ」

　そう言って、私は懐から一冊のノートを取り出した。

「出たね危険物」

　マリウスがからかうように言う。

　危険物とは結構な物言いだ、もはや件くだんのブービートラップは解除したというのに。

「私には見せてくれないんですか？」

　なんだか聞き覚えのある声がした。いや、聞き覚えがあるどころではない。

　この声は。

「はーい、お久しぶりです新聞サークル改め新聞同好会部長のネペロ・チルチッタです」

「出たね危険思想」

　マリウスが吐き捨てるように言った。今度はからかうとかでなく純粋に嫌そうだ。

「どっかで刺されて、のたれ死んでるもんだと思ってたよ」

「ひどい言い草ですねぇ、先輩ですよ私」

「おや、おかしいな？　ボク耳が遠いみたい。あろうことか先輩と聞き間違えるだなんて、正しくはテロリストだよね？」

「……偏屈コスプレ野郎が」

「お？　なんだいやるかい？」

　出会って数秒で一触即発の雰囲気。なんとなくだが、以前の禍根は抜きにしても、この二人は絶望的に相性が悪い気がする。

　ちなみにソユリはというと、やはり彼女が苦手らしく、ひきつった笑みを浮かべていた。

「ネペロ先輩、あの日ぶりだな」

「ああ、アーテル君はやっぱり今でも私のことを先輩と呼んでくれるんですねぇ、できた後輩は好きですよ私」

「反省房へ送られたのでは」

「その件については二度と触れないでください」

　どうやら世にも恐ろしき反省房とやらでさぞかし絞られたようだ。

　マリウスはこれが面白いらしく、鬼の首でも取ったように卑屈な笑みを浮かべる。

「いひひ！　普通なら退学はおろか豚箱行きのところがそれだけで済んだんだ！　もう一か月ぐらい反省房で暮らした方がいいんじゃないかい[image: ][image: ]？」

「くふふ！　残念ながら私の新聞はあくまで正当なサークル活動の産物です！　魔法についても証明する手段なし！　私の罪状は許可なく大学が管理する池に飛び込んだことについてのみですから！」

　いひひとくふふの卑屈な笑みがぶつかる。

「……まぁその分めちゃくちゃ絞られましたし新聞サークルも同好会に逆戻りですけど」

　ネペロが遠い目でぼそりと呟いた。

「まぁ、なんでもいいが……一応確認しておこう、またあのような目的のために魔法を使うつもりがあるか？」

「いやですねぇ、もうしませんよ、神に誓って」

　くふふ、という含み笑いに若干の胡う散さん臭くささを覚えるが、まぁ本人がしないと言っているのだから信じよう。まぁもし噓うそなら、もう一度池に飛び込んでもらうだけだ。

「ならいい、では改めてよろしくなネペロ先輩」

「アーテルさんのそういう気持ちのいいところ好きですよ[image: ][image: ]くふふ」

「あなたの理念には賛同しかねるが、あなたが先輩という事実に変わりはないからな」

「くふふ、ますます興味深いですね、好きですよそういうの、いつかあなたの化けの皮も剝はいであげます」

　ネペロが左手での握手を求めてくる。……ふむ、この人もマリウスに負けじと劣らず大分ひねくれているな。

　しかしまぁ大学とは全てを受け入れる場所。なれば大学生たる私も彼女を受け入れる。

「よろしくな」

　私はこの握手に応えるべく、左手を伸ばしかけて……その時、ふとマリウスが言った。

「──ネペロ・チルチッタ、なんかキミ、無理やり好きって単語ぶっこんでない？」

　ぴたり、とネペロが固まった。

　そしてまるで油を差し忘れた機械人形のごとく、張り付けた笑みをそのままに、マリウスの方を振り向く。

「……はて、なんのことでしょうか？」

「いや、なんのことでしょうかじゃなくて、キミ今まで普段の会話で好きなんて一回も言わなかったでしょ、もう三回も言ってるよ、なんで？」

「なんでと申されましてもそんなのは意識するまでもない気分の話でしていちいち指摘されてもまず覚えていないというか」

　ネペロがいやに不自然な早口でまくし立てたかと思うと、ふいにぽろりと、彼女の懐から一冊の本がこぼれ落ちた。

「あっ!?」

　ネペロが慌ててこれを拾い上げようとするが、僅かにマリウスのほうが早かった。

「えーと、なになに？　『恋愛初心者向け気になる男子７つのサイン』？」

「あ、ちょ、ちょちょちょ[image: ]？」

「男子は単純です、わざと直接的な単語を用いて反応を見ましょう……ははあ」

　ネペロがマリウスに飛びつき、必死でその書物を奪い返そうとするが、時すでに遅し。

　マリウスは何かを察したらしく「いひひ」と短く笑い、状況を理解したネペロはさーっと顔を青ざめさせた。

　この時のマリウスの顔ときたら、世界で一番おもしろい玩具おもちやを見つけたとでもいいたげな、実に小憎たらしい表情で……。

　突然、マリウスが叫んだ。

「ラクスティアのみなさぁああああああん[image: ]　呪術科二年ネペロ・チルチッタがこんな安いテクニックを使って、意中の男子にアピールしていまぁあああああっす!!!!」

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!!!????」

　マリウスが椅子から飛び降りて、絶叫しながら学食内を駆け回る。

　対するネペロは絶叫しながら、マリウスを追いかける。

「この人興味があるとか言われてちゃっかりその気になっちゃってまぁあああああっす!!　新品で購入されたこの本が彼女の涙ぐましい努力の証明でええええっす[image: ]」

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!!!　あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!!!」

　学生諸君が、なんだなんだとこちらの様子をうかがっていた。

　昼下がりのささやかなランチタイムは今まさに終わりを告げたわけである。

　私はひとつ溜ため息いきを吐ついて席を立つ。彼女らを止めなくてはならない。

「まったく」

　果たしてこれが模範的大学生の姿なのだろうか。

　なんとなくだが違う気がする。着実に模範的大学生へのルートを踏み外している気さえしてくる。だが、それすら受うけ容いれてくれるのが大学という場所。間違えることも、踏み外すことも、ここでは正しいのだ。

　ああ、まったく──

「──大学生というのは、面白い」





○






　おばあちゃんとネペロ先輩、そしてアーテル君が席を立ったのち、私は何の気なしにノートを手に取る。すると、あるページが僅かに膨らんでいることに気付いた。

　私は、ゆっくりとページをめくる。

「……ふふっ」

　思わず笑みがこぼれてしまう。

　何故なぜならそこには、あの日ルシル・モールで撮った、私とアーテル君と、ティモラちゃんのスリーショットが貼はり付けられていて、短い一文が添えられていたのだから。

〝我が親愛なる学友、ソユリ・クレイアット〟

　彼ほど裏表のない人間が他にいるのだろうかと、私は心の中でつぶやいた。








あとがき






　──私たちは高校を卒業するまでの間、あらゆるルールや規則に縛られるのが常です。

　毎朝決まった時間に登校し、授業は真面目に受け、課題をやり、部活に出て……かといって家に帰れば、今度は親の言うことに従わなくてはなりません。考えてみればこれはたいへん窮屈なことです。

　翻って、大学というのは異世界。一人暮らしを始めればなおさら、環境ががらりと変わります。

　我々大学生は好きな時間に登校し、好きな時間に下校することができます。また講義中に鼾いびきをかいていようが、隠れてスマホをいじっていようが、たいていの教授は見て見ぬふりをします。課題は自らが選択した科目のもののみ、サークルへの所属は自由です。

　そして一人暮らしならば当然門限はありません。友人とお酒を酌み交わしても、そのまま夜通し騒ぎ倒して、空が白むまで青臭い夢を語り合うのも──自由なのであります。

　しかし、自由というのは裏返せば全てが自己責任になるということ。

　遊び呆ほうけた挙句、すっかり素す寒かん貧ぴんになってしまえば、電気や水道は容赦なく止まります。洗わなければ洗濯物は溜たまる一方で、片付けなければ散らかるばかり。もちろん講義もサボり続ければ落単、もう一年遊べるドン！　になりかねません。

　ひたすら勉学に励み、己を高めるのも自由。ひたすら堕落を極め、人生の夏休みを謳おう歌かするのも自由……こんなにも自由な生き物が大学生以外に存在するのでしょうか？

　子どもでもない、しかし大人でもない私たちは、長い人生の内の数年間を大学と言う名の〝異世界〟で過ごします。そこでは成功も失敗も、希望も堕落も、奮起も挫折も、全てが許されるのです。

　本作若返りの大賢者は、そういった大学の懐の深さ、そして大学という場所のファンタジー感をテーマにしました。……遅ればせながら「若返りの大賢者、大学生になる２」お楽しみいただけたでしょうか？　楽しんでいただけたのならなによりです。

　改めましてイラストを担当してくださった一いつ色しき先生、今回もまたとびきり素敵なイラストをありがとうございました。担当のＫさん、丁寧なご指導のおかげで、なんとかやってこられました。更には本書の出版・流通・販売に携わってくださった皆様──そしてなによりも読者の皆様方へ大きな感謝を。

　では、機会があればまたお会いいたしましょう。


二○一八年十月吉日　猿さ渡わたりかざみ





















若わか返がえりの大だい賢けん者じや、大だい学がく生せいになる２
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